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　警視庁捜そう査さ一課刑けい事じ、楢なら崎さき響ひびきの目の前には、殺人事件の容疑者がいる。

　とはいえ、この事件は響が所属する増ます山やま班の担当ではない。取り調べだけ手伝ってほしいと応おう援えんに駆かり出されているだけだ。

「では、あなたが殺したんですね」

　確かく認にんする響の言葉に、容疑者の女性が頷うなずく。

「はい。私が殺しました」

　殺風景な取調室で机を挟はさんで向かい合う響をまっすぐに見つめ、容疑者は自白する。それから、犯人しか知り得ない殺害時の状じよう況きようを、響に尋たずねられるまま話し始めた。

「さすが、魔ま性しよう」

　揶や揄ゆする声が小声ながらも、響の耳に届く。

　応援でありながら、取り調べを主導しているのは響だ。そして、本来の担当刑事たちは響の後ろで成り行きを見守っていた。その刑事たちが小声の発信源だった。

　響は自分自身が『魔性』と言われていることは知っていた。今回の取り調べも、その『魔性』の力を見込まれてのことだともわかっている。黙もく秘ひを続ける容疑者の口を割らせたくて、渋しぶ々しぶながら響を頼たよってきたのだ。

『魔性』と呼ばれるようになったきっかけは覚えていないが、響の容姿が大きな要因となっているのは間ま違ちがいない。天然の栗くり色いろの髪かみは刑事らしく短くしているのに、野や暮ぼったさを感じさせないのは、やはりその顔立ちのせいだろう。二重ながらもすっきりとした目元は涼すずしげな印象で、通った鼻筋も、どこをとっても文句の付けようがなく整っている。

　それだけなら、女性に好まれる容姿をしているだけで、『魔性』とまでは言われない。違ちがうのは、女性から熱ねつ烈れつに好かれすぎるということだ。それは幼少時から始まっていた。響を巡めぐって、保育園内で園児同士の喧けん嘩かが起きたのは一度や二度ではなかったらしい。その話は親から笑い話として聞かされたが、小学校、中学校と上の学校に進むにつれ、笑い事ではなくなっていった。停学や退学にまで進展する騒さわぎになると、響にも問題があるのではないかという声が上がってくる。

　だが、響は思わせぶりな態度を取ったこともなければ、争いを煽あおるような行動を取ったこともない。それでも、女性たちから一方的に想おもいを寄せられ、その女性同士で揉もめ始めるのだから、響にはどうしようもなかったのだ。

　それは警察官になってからも続いた。警視庁に入って六年、刑事になって二年が過ぎたが、その間、被ひ疑ぎ者しやからも事件関係者からも好意を寄せられた挙げ句、ストーカーになったり、自殺を図はかったり、響を巡って刃にん傷じよう沙ざ汰たになったこともある。

　全く何もいいところのなさそうな『魔性』の力だが、唯ゆい一いつ、有効な利用方法があった。それは、響の前に出ると、大たい抵ていの女性は素す直なおになることだった。つまり、容疑者に対して『魔性』の力を発揮すれば、今回のように、簡単に自供が引き出せるというわけだ。

　全すべてを自供した容疑者は、これで響に好かれるとでも思っているのか、何かを期待する表情で見つめてくる。響はその顔に気付かない振ふりで、

「これでいいですか？」

　僅わずかに振り返り、取り調べに付き添そっていた刑事に問いかける。

「ああ、充じゆう分ぶんだ」

　その刑事は響よりも十歳以上も年上のベテラン刑事だ。だからなのだろう。響に取り調べを頼たのんでおきながら、刑事としてのキャリアの浅い響に対して、尊大な態度で答えた。

　そんな態度を取られることも、今に始まったことではない。それもこれも、全てはこの容姿が災わざわいしているのだと、響は諦あきらめの境地に入っていた。

「それじゃ、俺はこれで失礼します」

　響は席を立ち、淡たん々たんとした口調で告げる。容疑者の女がその姿さえ、うっとりしたように見つめている。

「あ、それから、自供の裏取りは皆みなさんでお願いします」

「わかってる」

　響としては、自分の役割を確認したにすぎなかったのだが、どうやら、嫌いやみと受け取られたらしい。刑事はムッとして答えた。

　響は無表情で小さく頭を下げ、一人で取調室を出ると、その足で増山班の待機部屋に戻もどった。

「お疲つかれさん」

　待ちかねていたように、班長の増山が近づいてくる。

「落ちたか？」

「落ちました」

　容疑者が自白したかどうかを尋ねてくる増山に、響は淡々と結果を伝えた。

「さすがだな」

「いえ、たいしたことはしてませんから」

「そう言うと、あいつらが無能みたいに聞こえるだろ」

　素そっ気なく答える響に、増山は苦にが笑わらいで諭さとす。響に対しては、あっさりと自供した容疑者だが、他ほかの刑事たちには名前すら言わなかったというのだから、増山の言い分もわからなくはない。だが、さっきの刑事の態度を見た後では、そんな気き遣づかいをしようとは思わなかった。

「お前がもうちょっと愛あい想そがよければ、あいつらだって態度を変えると思うんだが……」

「そうでしょうか？」

　無表情ながら響が異議を唱えると、増山は呆あきれたように溜ため息いきを吐ついた。

　普ふ段だん、響はあまり感情を見せない。クールを装うつもりはないのだが、この顔のせいで舐なめられることが多く、感情を消すのはそれを避さけるための手段だった。だが、それも長引けば定着する。長い間、表情を出さないようにしていたから、表情筋が強こわばってしまったのか、今は愛想笑いもできなくなっていた。

「まあいい。戻ってきてすぐになんだが、一課長がお前を呼んでる」

「一課長がですか？」

　呼び出される心当たりが響にはなく、僅かに目を細める。捜査一課に配属になったのは一年前だが、そのとき挨あい拶さつをして以来、一課長とは直接会話をしたことはなかったからだ。

「多分、お前にとって悪い話ではないはずだ。会議室で待ってるから、すぐに行ってこい」

「わかりました」

　待たせると心証が悪くなる。響は急ぎ足で一課長の元へ向かった。

　いつもなら一課長はこの同じ捜査一課の大部屋にいるのに、何か人に聞かれたくない話でもあるのだろうか。悪い話ではないと言われても、不安がよぎる。

　会議室は同じフロアにある。すぐに到とう着ちやくした響は、ドアの前に立ち、ノックをした。

「入れ」

　中から一課長の声がして、響はドアを開ける。

「失礼します」

　一礼して顔を上げた響は、部屋の奥の窓まど際ぎわに立っている一課長へと近づいていく。

「忙いそがしいのに、悪かったな」

「いえ、待機班ですから」

　一課長の前まで行ってから、響は答えた。

「そうか？　便利に使われてるみたいじゃないか」

　当たり前のことなのだが、一課長は響が取り調べの応援に駆り出されたことを知っていた。この様子だと、それが終わり次し第だい、自分のところに来るようにとでも、増山に伝えていたのだろう。

「断ってもいいんだぞ。容疑者の口を割らせるのも、あいつらの仕事だ」

「断るより、私が落とすほうが早いので」

　自じ慢まんするでもなく淡々と話す響に、一課長が声を上げて笑う。

「じゃあ、その才能をもっと活いかしてもらおうか」

「どういう意味でしょう？」

　自分でもあまり利用価値がないと思っている能力だけに、一課長の言葉には首を傾かしげざるを得ない。響の疑問に、一課長はニヤリと笑う。

「今度、捜査一課に新しい部署ができることになった。異常犯罪特別専門捜査班と、まあ、名前は長いんだが、要は、これまでの捜査知識では対応できない異常な犯罪を専門に捜査する班だな」

　一課長はまずそう説明した。そして、それがどう響に関係するのかの話を続ける。

「お前をそこに異動させることにした」

「私がですか？」

　響の刑けい事じ歴は、たった二年だ。新設される部署に抜ばつ擢てきされるほどの活かつ躍やくをした覚えはない。だから、何か裏があるのではないかと、疑念が浮うかぶのも無理はないだろう。

「ああ。そこならお前も色いろ眼鏡めがねで見られることなく、捜そう査さに集中できるはずだ」

「それはどういう意味ですか？」

「今回、トクセン、いや、名前が長いから、俺たちはトクセンと呼んでいるんだが、そこにはお前みたいに特とく殊しゆな能力を持っていたり、極きよく端たんに何かに秀ひいでた捜査員を集めた。はっきり言えば、他ではなかなか溶とけ込めないような奴やつらだな」

　面と向かって言われることはなかったが、響にもその自覚はあった。特殊な力があることもそうなのだが、響のルックスがどうにも他の刑事たちには受け入れがたいようで、ことあるごとに刑事が色男でどうするのだと揶や揄ゆされていたのだ。だから、響もそれならそれでいいと、自然と周りとは距きよ離りを置くようになっていた。無理に響から媚こびへつらう必要は感じなかったからだ。

「お前は冷静だし、判断力にも長たけている。おまけに勘かんも鋭するどい。忍にん耐たい力もあって、文武両道だ。仮に、能力がなかったとしても、非の打ち所がない刑事だ」

「ありがとうございます」

　百人を超こえる刑事を束ねる一課長から褒ほめられ、響も嬉うれしくないはずがない。素直に頭を下げたものの、表情は変わらなかった。

「ただちょっと協調性がなさすぎる」

　ずばりと指し摘てきされ、響は軽く目を伏ふせるだけで、否定も肯こう定ていもしなかった。

「その整いすぎた容姿が原因なんだろうけどな。女性には好かれても、男からは反感を買う。刑事としては目立ちすぎるのも問題だ」

　自分ではどうしようもないこととはいえ、上司の口から改めて指摘されると、響も考えないわけにはいかない。一課長の口ぶりでは、今のままでは刑事を続けられないと言われているようなものなのだ。

　刑事になったのは自分の希望だ。それこそ、一課長の言うように、全てにおいて周りより秀でていたから、希望部署に配属されるのも警察学校の同期たちに比べると、遥かに早かった。それも反感を買う一因になっていたのかもしれないが、響は気にしていなかった。その程度のことで妬ねたむような相手から好かれたいとも思わない。

「だから、異動させることにしたんだよ。周りに気を遣つかってたんじゃ、お前の能力を存分に発揮できない。その点、トクセンなら、他のメンバーも似たような状態だ。お前だけが浮くことはない」

　一課長は名案だろうとばかりに、得意げに言った。

　褒められているのかどうなのか、微び妙みようなところだが、刑事を辞やめさせるのではなく、響の個性と能力を活かした上で刑事を続けさせてくれようとしているのは間ま違ちがいない。

「ありがとうございます」

　今度は感謝の気持ちから、響は再び頭を下げた。

「それじゃ、異動に文句はないな？」

「ありません」

　響の将来を考えてくれた一課長の提案だ。響に断る理由はない。

「よし、お前は今日からトクセンだ」

「今日からですか？」

　さすがに、辞令を受けたその日からの異動には驚おどろきを隠かくせない。響は僅わずかに目を見開き、問い返した。

「待機中なんだろ？　ちょうどいいじゃないか。一つ上のフロアにトクセンの部屋を作ってある。そこに行け」

「わかりました」

　響は辞令の書類を受け取り、最後にもう一度、頭を下げてから、会議室を後にした。

　そのまままっすぐに部屋に戻もどった響を増山が待ち受けていた。増山は響が口を開くより早く、

「話は聞いてる」

　改めて、異動の話をする必要はないと先手を打ってきた。

「短い間でしたが、お世話になりました」

「まあ、お前ならどこに行っても気き後おくれすることはないだろう。しっかり頑がん張ばってこい」

　増山からの太たい鼓こ判ばんも、誤解から生じている。表情がほとんど変わらないから、物もの怖おじしない性格だと思われているようだ。実際はそんなことはなく、今も新しい部署に対して緊きん張ちよう感かんを持っているのだが、それが表情に出ないだけだった。

　響は同じ班の刑事たちにも、形ばかりの挨拶をしてから、デスクの私物を段ボールに詰つめていく。元々、あまり物を溜ため込まない性格だから、荷物は小さめの段ボール一つに収まるほどしかなかった。

　捜査中の事件を抱かかえていなかったから、引き継つぐこともない。一課長から辞令を受けた二時間後には、響はトクセンの部屋の前に立っていた。

『異常犯罪特別専門捜査班』。ドアの脇わきには、ピカピカのネームプレートが掲かかげられている。いかにも新設されましたと言わんばかりだ。

　だが、中は違ちがう。ドアが開け放たれているため、室内の様子は廊ろう下かからでも見て取れた。他ほかの部屋と同様、使い込まれた年季を感じる。何に使っていたのかはわからないが、トクセンのために明け渡わたされたのだろう。

　まだ誰だれも来ていないからか、がらんとした印象を受ける室内に、響は足を踏ふみ入れた。そして、改めて、室内を見回す。

　デスクは中央に四つ固めて置かれてあり、おそらく班長の席だろう、窓の前に一つだけ大きなデスクがあった。後は壁かべ際ぎわに棚たなが並んでいるくらいで、人がいないだけではない、殺風景さが感じられた。

「お、早いな」

　不意にかけられた声に顔を向けると、四十代らしきスーツ姿の男が笑えみを浮かべて近づいてくる。

「おはようございます」

　相手が誰だかわからないものの、外見から年上なのは明らかで、響は頭を下げ、挨あい拶さつを返した。

「班長の徳とく川がわだ」

　徳川から名乗ってくれたおかげで、響も口を開きやすくなる。

「楢崎響です」

「知ってる。お前のことは警備部でも有名だ」

　徳川は笑顔を絶やさず、響を困こん惑わくさせることを口にした。だが、今の響には、自分が他の部署で有名なことよりも、別のことが気になった。

「班長は警備部出身ですか？」

「ああ。警備には十年いたかな」

　徳川の外見で判断できる年ねん齢れいから考えると、警察にいる半分は警備部にいたことになるのではないだろうか。新設されたトクセンとはいえ、警備部から捜査一課への異動だ。しかも班長としてとは、かなり意外な気がする。

「元から刑事はお前ともう一人だけだ」

　徳川はまるで響の気持ちを読み取ったかのように言った。それに対して響が何か言う前に、また新たに二人の男がやってきた。

　一いつ緒しよに来たのか、途と中ちゆうで一緒になったのかはわからないが、連れだと言われても違い和わ感かんがない。二人とも年格好は響とさほど変わらない。スーツ姿の二人は、どちらも警察官らしくは見えなかった。

「もしかして、トクセンの班長は徳川さんなんですか？」

　二人のうちの黒くろ縁ぶち眼鏡をかけたインテリ風の男が、徳川に向かって問いかけた。響よりは少し年上くらいで、三十前後といったところだろうか。男の口ぶりは質問形式でありながら確信を持っていて、確かく認にんのために言ったのだろうと感じさせる。

「よく知ってるな、菅すが野の」

　徳川の態度から、二人に面識がないことはわかった。徳川が『菅野』と名前を呼んだのは、班長として、あらかじめメンバーを教えられていたからに違いない。

「俺は本庁所属の警察官なら、ほぼ網もう羅らしてますから」

　答える菅野の顔は得意げだった。

　たとえ、本庁に限定したとは言え、いったいどれだけの人数がいるのか。並外れた記き憶おく力であることは確かだ。これが菅野の特別な能力なのかと、響は内心では驚いていた。

「後ろにいるのは、波は野の正まさ智ともだな」

　確認を求められ、菅野の後ろに控ひかえていた男が無言で頷うなずいた。とても、班長に対する態度ではない。

　波野はひどく無ぶ愛あい想そうな男だった。響も愛想がいいほうではないが、それでも、上司である徳川に対して挨拶もしないのは考えられない。波野はおそらく百七十センチないくらいの小こ柄がらで、長めの前まえ髪がみと俯うつむいていることによって顔はよく見えないから、なんとなくだが、受ける印象から少し年下のように感じた。

「本当に一ひと癖くせも二ふた癖くせもある奴やつらばかり集めてくれたもんだ」

　集まった響たちを見回し、徳川が苦く笑しようしている。

「やっぱり、トクセンはそういう集まりなんですね？」

　菅野が率そつ先せんして徳川に尋たずねた。

「お前はなんて聞かされた？」

「特とく殊しゆな能力を持った人間の集まりだって聞いてます」

　響が聞いたのと同じ説明を菅野が口にする。

「まあ、間違ってはないか」

　徳川は一人納なつ得とくしたように頷いてから、

「まずはお前だ」

　菅野を指差し、説明を始めた。

「菅野は元医者の元鑑かん識しきで、医学知識はもちろんのこと、さっきもチラリと言ってたが、驚きよう異い的な記憶力を持ってる」

　徳川の説明を菅野は否定することなく、むしろ自じ慢まんげな顔で聞いている。自分自身の能力にかなりの自信を持っているのだろう。それが態度から感じられた。

「それなら、トクセンではなく、鑑識にいるほうが充じゆう分ぶんに能力を発揮できるんじゃないですか？」

　響は感じた疑問を口にする。これから一緒に働く仲間だ。能力を使って捜そう査さしていくのなら、どれだけの力なのかはちゃんと知っておきたかった。

「普ふ通つうに考えればそうなんだがな。残念ながら、こいつは捜査一課から総スカンを食くらってる。どの班も現場に菅野を寄よ越こすなと言ってるんだが、知らなかったか？」

「初耳です」

　響は初めて聞く話に、驚おどろきからほんの僅わずか眉まゆを上げる。響が捜査一課に在ざい籍せきしていた期間はたった一年だが、そう言われて思い返せば、その間に菅野を現場で見たことは一度もなかった。

「有能なのは認められてたが、そこまで嫌きらわれてちゃ、仕事もしづらい。それで、鑑識課長の判断で内勤扱あつかいになってたんだよ」

「どうして、そんなことになったんですか？」

　いつもはあまり突つっ込んだことは聞かないのだが、今のうちに知っておいたほうが、後々、仕事がしやすいと考え、響は徳川、菅野のどちらともなく問いかけた。

「一課の連中は頭が固すぎる。俺の推理力を邪じや魔ま扱あつかいするんだよ」

　答えたのは、納得できない顔をした菅野だった。

「推理力？」

　鑑識だった菅野から出てくるには違和感のある言葉に、響は眉まゆ根ねを寄せて同じ言葉を繰くり返した。

「菅野はかなりのミステリーマニアで、重度の推理おたくなんだ。事件が起きると、鑑識作業そっちのけで、独自の推理を展開する。うざがられて当然だろ？」

　徳川が説明を付け加えつつ、響に同意を求めてくる。菅野本人の手前、響は無表情で軽く視線を落とすに留とどめたが、心中では他ほかの刑けい事じたちに共感していた。ただでさえ、ピリピリとした現場で、そんな趣しゆ味みを出されても厄やつ介かいなだけだ。

「だから、俺は鑑識じゃなくて、ずっと捜査一課を希望してたんじゃないですか。医者を辞やめて警察に入ったのも、刑事になりたいからなんですよ？」

　悪いのは自分ではなく、上層部だと言いたげな菅野を無視して、徳川は続けて波野の説明に移る。

「波野は元サイバー犯罪対策課だ。コンピューターに関しては、ずば抜ぬけて優ゆう秀しゆうなんだが、極度の人見知りというか、超ちよう内向的というか、とにかく他人と関かかわれない。だから、ここに回されてきたってわけだ」

　そのとおりだというふうに波野が小さく頷く。さっきからの波野の態度が、それを充分に物語っていた。この調子でよく採用試験に合格できたものだ。それを補って余りあるほどの才能があったからに他ならない。

「それで、お前が……」

「魔ま性しようの男ですよね？」

　響を紹しよう介かいしようとした徳川を遮さえぎり、菅野がそう言って、響の顔を覗のぞき込む。

「実物を見るのは初めてだけど、確かに、魔性って言われるだけあるよ」

「そうですか？」

　菅野の軽口を響は受け流す。これまでにもさんざん言われてきたことだ。今いま更さら、顔の造作について何か言われたところで、全く気にならなかった。

「性格も評判どおりだな。魔性の男はクールビューティだってさ」

　初めて聞く言葉に、響は困こん惑わくして僅かに眉根を寄せる。クールはまだわかるが、男に対してビューティという形容詞を付ける感覚は理解できない。

　だが、そのことについての説明はないまま、徳川が話を先に進めようとした。

「後もう一人いるんだが……」

　まだ来ていないなというふうに、徳川が視線を巡めぐらしたとき、一人の男がひょっこりと顔を出した。

　身長は百七十五センチある響よりも高く、おそらく百八十センチを超こえているだろう。かといって、ひょろりとして見えないのは、服の上からでも鍛きたえているのがわかるほど、がっしりとした体つきのためだ。そして、その体の上にある、目鼻立ちのはっきりとした顔が、響を驚かせた。八年ぶりの再会だった。

「遅おそいぞ、暁あかつき」

「俺だけ所しよ轄かつから来てるんですよ。警視庁内を異動するだけの人と一緒にしないでほしいですね」

　暁は軽く肩かたを竦すくめつつ、反省の色なく答えると、さっと室内の全員に視線を巡らせた。もちろん、響にもだ。ほんの一いつ瞬しゆんだが、目が合ったものの、暁は他の二人に向けるのと同様の表情で、何も言わずに視線を徳川に戻もどした。

　響の記憶の中にある暁は、こんな男だっただろうか。確かにその当時よりも歳としは重ねているから、落ち着いてくるのも当然だ。だが、あの頃ころの颯さつ爽そうとした雰ふん囲い気きがまるでなくなっているのは、そのせいだけとは思えなかった。飄ひよう々ひようとしながらも、どこかやさぐれた印象を受けるのは、口元に当時はなかった無ぶ精しよう髭ひげがあるからかもしれない。

「暁神しん明めい。西青梅署刑事課からの異動だ」

　徳川が口にした名前に、菅野が反応する。

「暁さんっていうと、あの……？」

　さっきから傍ぼう若じやく無ぶ人じんな態度だった菅野が、珍めずらしく言葉を濁にごす。

　最初、暁が顔を見せたときには知っているふうではなかったのだが、名前に聞き覚えがあったようだ。

「あのゲイの暁だよ」

　菅野が言葉にしなかった部分を暁が自ら口にした。

「俺がここに回されたのは、多分、それが理由だろうな」

　今、来たばかりのはずの暁は、それまで各おの々おのの紹介をされていたところだと知っていたかのように、自身の異動理由を予測して話した。

　響にとっては爆ばく弾だんを落とされたような告白だが、見回すと、衝しよう撃げきを受けているのは、響だけだった。徳川は班長として、菅野は情報通として知っていたのだろう。波野だけは知らなかったのかもしれないが、顔を伏ふせているため、反応は窺うかがい知れなかった。

　響が知っているのは、過去のたった一日の暁だけだ。だから、暁がその頃からゲイだったかどうかなど、知りようがなかった。

「刑事としてはとびきり優秀なんだけどな」

　暁が口にした異動理由を徳川は否定しなかった。それだけではないにしても、理由の一つになったことは間ま違ちがいないらしい。

「それは、ありがとうございます」

　暁は全く気にした様子もなく、口先だけで褒ほめられたことへの礼を言う。

「ま、ここに来た経けい緯いはそれくらいにして、全員が集まったところで、トクセンが設置された目的と捜そう査さ範はん囲いについて説明しておこう」

　徳川の声を合図に、それぞれが席に着いた。まだ何も置かれていないデスクだ。どこが誰だれの席か決められているわけではないが、適当に座った結果、響のデスクは暁の隣となりになった。

　全員が席に着いたのを確かく認にんしてから、徳川は本題に入った。　>>>♥

「異常犯罪特別専門捜査班という名のとおり、うちが扱うのはこれまでの捜査方法では解明できない異常な事件だ」

「最近、そういうの増えてきましたからね」

　菅野がすかさず合いの手を入れる。

「新設とは言ってるが、継けい続ぞく的に続くかどうかは、俺たちの活かつ躍やく次し第だいらしい。上も手て探さぐり状態なんだろう」

「せっかく刑事になれたのに、すぐなくなるかもってことですか？」

「嫌いやなら結果を出せばいい」

　不満を漏もらした菅野を、徳川があっさりと切り捨てる。

「その事件が異常犯罪かどうかの判断は、誰がどうやって決めるんですか？」

　それまで黙だまっていた響だったが、疑問を感じ、手を上げて質問した。

「俺たちが決める。自分たちの管かん轄かつだと思えば、捜そう査さを始めればいい」

「どこの所轄でもですか？」

「都内ならどこでもだ」

　そう答えた徳川が続けた説明によると、たった五人のトクセンには、他の係のような組織力がないかわりに、都内であれば、どこの署の管轄だろうが関係なく、上の許可を取らずに自由に捜査する権限が与あたえられているとのことだった。これまでの警察からすると、かなり思い切った判断だ。

「それは期待されてると考えていいですよね？」

　菅野は嬉うれしそうな笑え顔がおを見せる。これまで、希望ではない鑑かん識しきにいて、おまけに煙けむたがられていた菅野にとっては、ようやく自分の力を発揮できると張り切るのも無理はなかった。

「俺にはそんな期待に応こたえられるような能力なんてないんですけどね」

　もっとも興味なさそうに徳川の話を聞いていた暁が、軽く肩を竦めつつ口を挟はさんだ。

「あるのは飛ばされる理由くらいなもんで」

「おいおい、いくらなんでも、飛ばされるは人聞きが悪いだろ。俺たちはどうなるんだ？」

　徳川が苦く笑しようしながら、暁を諫めた。

「ああ、そうでしたね。すみません」

　全く悪いとは思っていなさそうな態度で謝る暁を横目に見つつ、ついでとばかりに響も声を上げた。

「俺もあまり役に立つ能力とは言い難がたいんですが……」

　菅野や波野の能力に比べると、響の『魔性』は遥かに劣おとる気がした。異常犯罪の解決に役立つとも思えない。だから、暁と同じで、周りと協調できずに飛ばされたと考えるほうが、しっくりと来る。

「二人とも、そう謙けん遜そんするな」

　徳川はまずそう言ってから、暁に顔を向けた。

「お前の検挙率の高さには上も一目を置いてる。だから、少々、勝手な行動をしても目を瞑つぶってもらってたんだろ」

「そうでしたっけ？」

　明らかに身に覚えがありそうなのに、暁はとぼけて答える。

「楢崎もだ。ストーカー交こう換かん殺人の犯人逮たい捕ほのきっかけはお前だと聞いてる。上はそれを高く評価してるみたいだな」

　意外な言葉に、響はすぐに何も言えなかった。

　徳川が例に挙げたのは、一年前に起きた、全く別の人間をストーカーしていた同士が知り合い、交換殺人を行った事件だ。二つの事件の二人の犯人は、共に対象者への愛情は失っていながらも、振ふり向いてくれないことへの逆さか恨うらみでストーキングを続けていた。だから、他人に殺させても平気だった。行きすぎた愛情故ゆえの犯行なら、自分の手で殺したいと思うはずだ。響は二人の容疑者たちを見ていて、愛情の深さが感じられなかったから、ほぼ同時期に起きた二つの事件を結びつけ、交換殺人の可能性に行き当たったのだ。言われてみれば、確かに異常犯罪なのかもしれなかった。

「菅野も波野も覚えがあるだろ？　ここにいる人間のもう一つの共通点は、過去に何かしらの特とく殊しゆな事件を解決した実績を持っていることだ」

　徳川からは菅野と波野が何の事件を解決したかの説明はなかったが、二人とも否定しないことから、事実であるのは確かなようだ。

「俺からは以上だが、何か質問は？」

　徳川が全員を見回して問いかける。

「とりあえず、やってみますか」

　徳川を除けば、年ねん齢れいが一番上になる暁が、代表するつもりはなかったのだろうが、暢のん気きに答えた。

「そうですね。まずはやってみないと」

　刑けい事じになりたかったという菅野が、やる気満々で暁に同意する。

「早さつ速そく、そういう事件がないか、調べてみますよ」

　菅野は喜々として、デスクにあるパソコンを起たち上げた。その隣では既すでに波野がパソコンに向かっていた。響からすれば、向かいの席になるから、その画面は見えないし、波野は終始無言だから、マウスを握にぎる右手が動いていることしかわからない。

　その二人に倣ならうわけではないが、実際のところ、今は該がい当とうする事件がないか探すことくらいしか、することがない。隣の席にいる暁も、それが目的なのか、新聞を読み始めた。

　結局、未いまだに暁とは個人的な会話はできていない。それは響と暁だけに限ったことではないのだが、誰もそんなことを気にしていないのか、それぞれが好き勝手な行動を取っていた。その態度からは、挨あい拶さつなど必要ないとさえ、感じさせるほどだ。これなら協調性がない響でも浮うくことはないだろう。

「ああ、そうだ。暁、ちょっと一いつ緒しよに来てくれ」

　一人でどこかに行こうとしていた徳川が、ふと思い出したように暁を呼び、二人で部屋を出て行った。

　残されたのは黙もく々もくと事件探しをしている二人と響だけだ。それならと、響は席を立ち、菅野のデスクへと近づいていく。

「ちょっといいですか？」

「何？」

　響に声を掛かけられた菅野は、すぐにパソコンから顔を上げた。

「暁さんですが、以前、捜査一課にいませんでしたか？」

「いたよ。四年前まで」

　響の質問に、菅野が考える素そ振ぶりもなく、記き憶おく力抜ばつ群ぐんのところを見せて答える。

「確か、そのときは班長までしてたはず」

　菅野が付け加えた説明に、響は驚おどろかされた。四年前なら、暁もまだ三十歳そこそこくらいだ。キャリアでもないのに、その歳としで捜査一課の班長はかなりの出世だったと言えるだろう。

「それがどうして、西青梅署に？」

「知らないんだ？　結構、有名な事件だったのに」

　今度は菅野が驚く番だった。心底、意外そうに問い返され、響は知らないことがおかしいように感じる。

「暁さんが何か事件に関係してたんですか？」

「元カレの今カレに刺さされたんだよ。暁さんは綺き麗れいに別れたつもりだったんだけど、元カレは未練たっぷりだったみたいで、今カレはそれに気付いて逆恨みしたらしいね」

　菅野は滑なめらかに話し終えると、あくまで又また聞ぎきの話だと付け加えた。

「それで異動に？」

「事件のせいで、周りにゲイだとばれたわけだろう？　本人だっていづらいんじゃないかっていう、上の配はい慮りよだったらしいけど……」

　そう言った菅野の視線は、さっき暁が出て行ったばかりのドアに向かう。

「今、見てみたら、あまり気にしてなさそうだったな」

　菅野の抱いだいた感想は、響と変わらない。ゲイであることを気にしている様子もなければ、周りの目が気になるタイプでもなさそうに見えた。

　同じ警視庁所属の警察官でありながら、所しよ轄かつが違ちがえば、こうも情報が入ってこないものなのか。響が警視庁に入ってからも、一度も暁と会うことはなかったし、その名前すら耳にすることもなかった。

「西青梅署でも検挙率を一人で上げる働きをしてたらしいけど、やっぱりゲイだと知られてるからか、どうも周りが避さけてて浮いてたみたいだよ。これも噂うわさね」

　菅野は記憶力抜群なだけでなく、情報通でもあるようだ。そして、口が軽い。質問した以上のことをペラペラと話してくれる。おかげで一気に暁の情報を得ることができた。

「まあ、だから、こっちに回されてきたんだろうな。ここなら、誰だれも気にしなさそうだ」

　菅野の視線は、ずっとパソコンの画面を見つめる波野に向かっていた。この部屋には三人しか残っておらず、そのうちの二人が話をしているというのに、一いつ切さい、加わろうとする様子はない。それでも咎とがめ立てされないこの環かん境きようは、波野にとっては最高の職場なのかもしれない。

「俺も、自分が捜そう査さできるなら、周りはどうだっていいし」

　その言葉を実践するかのように、菅野はもうパソコンに向き直った。波野に負けていられない、最初の事件を見つけるのは自分だという意い欲よくが感じられる。

　響もそれ以上は何も言わず、席に戻もどった。

　空席になった隣となりをチラリと横目で窺うかがう。

　暁と会ったのは、過去に一度だけ、響がまだ二十歳はたちの大学生のときだった。今でもそのときのことは鮮せん明めいに思い出せる……。







「はいはい、どうしました？」

　とても刃にん傷じよう沙ざ汰たの現場とは思えないほど、明るく爽さわやか口調で割って入ってきたのが、当時、捜査一課の刑事だった暁だ。

「この女が私を刺そうとしたんです。捕つかまえてください」

　ゼミの先せん輩ぱい、吉よし川かわ仁ひと美みが暁に訴うつたえる。

「あんたが響くんに手を出したからでしょう」

　必死の形相で反論するのは、准じゆん教きよう授じゆの真ま鍋なべ敦あつ子こだ。

「ちょっと落ち着きましょうか」

　暁はまず二人をそう宥なだめてから、

「何があったか話せる？」

　響に向かって尋たずねてきた。

　駅近くのコーヒーショップ。テラス席にいたから、店の客以外にも通行人たちが野や次じ馬うまとなって集まり始める。その中心にいたのが、当事者である仁美と敦子、それに響だった。仁美と敦子が冷静でないなら、響が状じよう況きようを説明するしかない。だが、響は困こん惑わくの表情を見せた。

「それが……」

　響は言い淀よどみ、チラリと敦子に視線を向けた。

「俺が吉川さんと話してたら、急に先生が来て、ナイフを振り上げたんです」

「怪け我がは？」

「響くんが守ってくれたから」

　仁美がうっとりとした表情で響を見つめる。

「響くんが怪我をしたらどうするつもりだったのよ」

「私が響くんに傷を付けるわけないでしょう」

　女二人が言い争いを始め、置いてきぼりにされた響の肩かたに暁がポンと手を置いた。まるで大変だなと言いたげな態度だ。

「ここじゃ、ゆっくりと話も聞けませんし、みんなで署に移動しましょうか」

　暁はまるで二次会の場所を決めるかのような穏おだやかな口調で提案した。傷害未み遂すい事件のはずなのに、その緊きん迫ぱく感かんを感じさせない。おかげで仁美も敦子も刃は向むかうことなく、促うながされるまま素す直なおにそれぞれ別のパトカーに乗り込んだ。

「君はこっちな」

　暁が響を案内して、近くに停とめていた覆ふく面めんパトカーへと連れて行く。仁美と敦子に人員が割さかれてしまったからか、響に付き添そうのは暁一人だった。

　暁は響を後部座席に座らせると、自らは運転席に乗り込んだ。

「君はあの二人のどちらかと付き合ってんの？」

　車内で二人きりになると、暁の口調は砕くだけたものに変わる。

「いえ、ゼミ仲間と指導を受けている先生というだけです」

　響は簡潔に関係性を説明した。

「どっちにも特別な感情は持ってないってことか？」

　問いかけに響はそうだと頷うなずく。仁美と一緒にいたのも、ゼミでの発表が同じグループだったから、その打ち合わせをしていたに過ぎない。敦子に至っては、二人きりになったことすら、一度もないのだ。

「そうか。だったら、災難だったな」

　暁の声には、心の底から同情したような響きがあった。どんな表情をしているのか見てみたくても、後部座席からでは窺えない。

　これまでは誰もそんなふうには言ってくれなかった。やっかみがあったのかもしれないが、そうされる響にも責任があるのではないか、思わせぶりな態度を取ったんだろうと言われ続けていたのだ。家族ならまだしも、初対面の人間が響の言葉を信じてくれた。それが嬉うれしかった。

「せっかくのイケメンなのに、もったいないな」

「もったいないって……」

　急に何を言い出すのだと、響は苦にが笑わらいで同じ言葉を繰くり返す。

「今回みたいに嫌いやな思いをすることもあるだろうけど、逆の発想で、利用することを考えてもいいんじゃないのか？　誰だれにでもできるってことじゃないんだ」

「この顔を利用して、何ができるんですか？」

「それは自分で考えろ」

　突つき放す言い方ではなく、響の自主性を促うながすような口ぶりに、響はそれ以上は頼たよれなくなる。暁にがっかりされそうな気がしたからだ。

「それから、今回の一件は話だけ聞いて、事件化せずに帰すことにしようか」

「そんなこと、できるんですか？」

「誰も怪我してないからな」

「でも、吉川さんが黙だまってるとは思えないんですが……」

　加害者側の敦子はともかくとして、仁美はもう少しで刺されるところだったのだ。敦子になんらかの刑けい罰ばつを加えたいと思うのではないだろうか。

「仮にだ、殺人未遂で訴えたとしよう。裁判になれば、被ひ害がい者しやも名前が残る。しかも、原因が男の取り合いじゃ、体裁のいい話じゃない。この先の人生を考えれば、何もなかったことにするのが一番だ。君にとってもな」

「俺のことも調書に載のったりするんですか？」

「調書に載ることより、もし、これであの先生が罪に問われたら、関係者が君を逆さか恨うらみしないとも限らない」

「あ……」

　その可能性に初めて気付き、響は言葉を詰つまらせる。確か、敦子は既き婚こん者だったはずだ。もし、敦子が逮たい捕ほでもされれば、夫はどうなるのか。准教授と学生の関係でしかないと言っても、それだけで犯罪に走るとは信じないかもしれない。そうなると、恨うらみの矛ほこ先さきは響に向かう。暁はそのことを心配してくれていた。

　意外だった。刑けい事じの暁がこんな話をしてくれるのも、こんな配慮をしてくれるのも、響が抱いていた刑事のイメージとはかけ離はなれている。

「刑事さんって、犯人を捕まえたら終わりなんだと思ってました」

「終わりにできりゃ、楽なんだけどな」

　暁は独り言のように呟つぶやいてから、

「カッコのいいことを言うつもりはないが、犯人を捕まえるだけじゃ、市民の平和は守れないってことだ」

　自分で言った台詞せりふが気き恥はずかしかったのか、微かすかに聞こえるくらいの小さな笑い声を上げた。







　あのときの暁は本当に格好よかった。こんな大人になりたいと思い、そこから刑事を志すようになったくらいだ。今でこそ、魔ま性しようと言われる力も、使い方を考え始めたのは、暁がきっかけだった。

　それまではなんとなくどこかの会社に入って、サラリーマンになるのだろうというぼんやりとした将来像しかなかったから、目標ができたことに響は夢中になった。警察官になるために必要なことは、在学中に片かたっ端ぱしから手を着けていき、おかげで、警視庁の採用試験は一発合格だったし、警察学校での成績もどの教科でもトップになれた。

　暁とはそれ以来、八年ぶりの再会だ。その間、一度も会っていなくても、もしかしたら、顔を見れば思い出してくれるのではないかという、淡あわい期待を抱いだいていた。だが、暁にとっては、あの一件も過去に関かかわった多くの事件の中の一つでしかなく、しかも殺人事件のようにインパクトのあるものでもない。忘れてしまっても無理はなかった。

　暁の印象が当時とは違ちがって見えるが、刑事として優ゆう秀しゆうなのは間ま違ちがいないらしい。刑事歴二年で、今のところ他ほかに尊敬できる先輩がいないから、学べる存在が近くにできたことは嬉しかった。

　ただ、自分の能力に関しては、疑問が残る。徳川は認めてくれていたが、ここにいる二人のようなはっきりと人より優すぐれていると言えるものではない。大たい抵ていの女性が、響に好かれようと必死になるというだけの、かなりあやふやな力なのだ。

　そんな力など使わなくても、刑事として使える男だと認められれば、トクセンに居続けられる。そのためには、まず事件だ。響も他の二人を見習い、パソコンを起たち上げた。







　　　　２




「暁さん、ちょっとこれを見てもらっていいですか？」

　響は出しゆつ勤きんしてきたばかりの暁を捕つかまえ、手元にあった調書を示す。

「なんだ？」

　暁が興味を持ったように、自らのデスクではなく、響のそばで足を止め、調書を覗のぞき込む。

　トクセンが設置されてから、三日目のことだ。三日の間、各自で捜そう査さ対象になりそうな事件を探していたのだが、響は渋しぶ谷や署で起きた強ごう盗とう殺人事件に目を留めた。

　事件があったのは一週間前の深夜未明。渋谷区松しよう濤とうにある医い療りよう機器メーカー『キビノ』の社長宅に強盗が押し入り、その家の主である社長の吉き備び郁いく夫おが殺害され、金庫に保管してあった現金約一千万円が強ごう奪だつされた。渋谷署が現在、捜査中の事件だ。

「お前は何が気になってる？」

　調書に目を通し終えた暁が、響に尋たずねる。

「押し入った手順です」

　何が変かというと、犯罪に対しておかしな形容詞だが、一いつ切さいの無む駄だがなく、非常にスマートなのだ。屋や敷しき内に残った足そく跡せきから、犯人は一切の無駄なく被害者の寝しん室しつに進み、完全な寝ね込こみを襲おそって殺害し、その後、また迷うことなく金庫に到とう達たつしている。だからこそ、渋谷署はプロの仕し業わざとして捜査しているのだが、響はその一言では片付けられない異常なほどの手て際ぎわの良さだと感じた。

「確かに、おかしいな」

　調書を読み終えた暁も神しん妙みような顔で同意した。

「お前が引っかかったのはここだろ？」

　調書をめくって指で示され、響は驚おどろきを隠かくして頷く。最初に響が目を留めた箇か所しよを、暁はずばりと言い当てた。

　現場周辺は大きな屋敷が多い高級住宅街で、隣となりと言っても塀へいに囲まれていて、互たがいの敷しき地ちの中は見えない。おまけに深夜で目もく撃げき証言も、異変に気付いた住民もいなかった。それに、正面の門と勝手口には監かん視しカメラが設置されていたのだが、そこにも事件当日、不ふ審しんな人物の出入りする様子は映っていなかった。

　そこで問題になってくるのは、事件前夜に被害者宅の向かいにある有名俳優の自宅を張り込んでいた、雑誌記者の証言だ。暁が指差したのもここだった。

　記者たちが見ていたのは俳優宅だが、誰だれかが通りかかればわかる。だが、深夜には誰も通らなかったと、記者たちは証言した。張り込みを開始したのは二日前で、刑事がする張り込みとは違い、記者たちは隠れていたわけではない。現に近きん隣りん住民も記者たちが乗った車が停とまっているのには気付いていた。つまり、邪じや魔まな存在があるにも拘かかわらず、犯人は計画を中止しなかった。どうしても、この日でなければならない何かがあったのだ。

「その日は被害者以外の同居家族は全員出で払はらっていたのか」

　暁が資料に目を落として呟く。響はそれを聞き逃のがさなかった。

「ここまで下調べをした犯人なら、全員が留守にする日を狙ねらってもおかしくないと思うんですが……」

「つまり、ホシの狙いは、金じゃなく、被害者を殺すことにあったって言いたいんだな？」

　確かく認にんを求めるように尋ねられ、響は頷うなずいた。そうでなければ、犯人の行動が説明できない気がするのだ。

「班長に話してみろ。多分、トクセン扱あつかいになるはずだ」

　暁の後押しを受け、響は徳川のデスクに目を遣やった。トクセンができて以来、ほとんど席にいないのだが、用があれば電話をするようにと言われている。

　携けい帯たい電話で徳川に電話をかけた響は、早さつ速そく、用件を切り出した。

「トクセンで扱ってもらいたい事件があるんですが……」

『わかった。すぐに戻もどるから、全員、集めておいてくれ』

　それだけ命令すると、徳川はすぐに電話を切った。

　今、室内にいないのは、菅野だけだ。菅野は事件を探すのだと、朝から出かけていた。初日こそ、パソコンの前に座っていたが、翌日からは方々の所しよ轄かつに顔を出しては煙けむたがられているらしいとは、徳川からの情報だ。

　菅野に電話ですぐに戻るように伝えると、たまたま近くにいるので、戻るのに十五分もかからないとのことだった。

　響がそうやって二人に電話をしている間、暁は波野のデスクに歩み寄っていた。何かを話しかける暁に対して、波野は無言で頷くだけだ。三日経たっても、響は未いまだに波野の声を聞いていなかった。

「待たせたな」

　庁舎内にいたことは間違いなさそうだが、どこにいたのか、徳川がすぐに姿を見せた。それから菅野が戻るまでの間に、徳川は響が差し出した調書に目を通していた。そして、五分後に菅野が戻ってくると、おもむろに口を開いた。

「トクセン初の事件が決まったぞ」

「本格的に取りかかる前に、少し調べておかなくて大だい丈じよう夫ぶですか？」

　あまりにあっさりと徳川が決断したことに、響のほうが不安になる。トクセンの今後に関わってくる最初の事件なのだ。

「こうして、何もしないでいるのは、税金の無む駄だ遣づかいだ」

　だから、とりあえず捜査をしてみるのだと徳川は言った。トクセンメンバーの力ちから試だめしの意味もあるのかもしれない。

「ってことで、捜査会議を始めようか」

　徳川の合図で会議が始まる。とはいっても、ここはトクセンだ。これまで響が経験してきた捜査会議とは異なっていた。

　まずは波野が無言でプロジェクターを使って、事件の概がい要ようをスクリーンに映し出した。初日にはなかった装置だが、徳川がどこかに進言して昨日、導入されたばかりだった。

「事件の概要はここに書いてあるとおりだ。未だ容疑者も見つけられていないことから、渋谷署と同じ捜査をしてたんじゃ、ホシには辿たどり着けないだろう」

「でしょうね」

　即そく座ざに暁が同意する。

「だから、各おの々おのが自分の思うように捜査すればいい。ただし、外に出るときは単独行動は禁止な」

　それが徳川から提示された唯ゆい一いつの捜査方針だった。言うまでもない、基本のことなのに、暁が露ろ骨こつに不満を示した。

「トクセンなんだから、そういう普ふ通つうの捜査は止やめましょうよ」

「そういう意味でのトクセンじゃない」

　徳川はきっぱりと暁に釘くぎを刺さした。二人のやりとりから、暁が単独捜査を好んでいることがわかる。

「一人じゃできない捜査なら、誰かの手を借りますよ。ただでさえ、人が少ないんだから、それぞれが得意な捜査をするべきじゃないですかね」

「俺を言いくるめられると思ってるのか？」

「言いくるめるだなんて、人聞きの悪い。俺のはただの提案ですよ」

　暁と徳川では、班長の徳川のほうが立場が上だ。だが、暁は敬語こそ使っているものの、内容は対等の関係のように聞こえた。それを許しているのは、徳川が暁を認めている証しよう拠こだろう。

「まずは情報を集めることから始めよう。波野はネットで、菅野は渋谷署の鑑かん識しきに行ってこい」

「鑑識ですか？」

　徳川の指示に、菅野が露骨に顔を顰しかめた。その表情には、ようやく鑑識から離はなれられたのに、また行くのかという不満が表れている。

「自分の目で確認してくるんだ。お前が見れば、俺たちが見るのとは違ちがうものが見えるかもしれないだろう？」

「ですね」

　特別な目を持っていると褒ほめられたように感じたのか、菅野が嬉うれしそうに笑っている。よほど、これまで人から認められてこなかったらしい。

　トクセンに集められて、まだ日は浅いが、徳川の班員の扱い方には感心させられる。それぞれの能力を活いかせられなければ、トクセンの意味がない。だからなのだろうが、菅野は適度に褒めて乗せ、波野は他人と関かかわらせず、好きにさせている。響や暁に対しては、特別な対応をしているようには見えないが、居い心ごこ地ちが悪いとは感じないのは、徳川がそういう雰ふん囲い気きを作り出してくれているからかもしれない。

　そういえば、徳川の特とく殊しゆな能力が何かは聞いていない。誰も尋たずねようとしなかった。気にはなるが、知らなくても捜そう査さはできる。だから、響も無理に知ろうとはしなかった。もしかしたら、人をまとめる力に優すぐれているとか、そういったことなのだろうか。

「暁と楢崎は関係者に聞き込み。元々刑けい事じだったんだ。得意分野だろ？」

　温和な物言いだが、反論を許さない力を持っていた。おそらく、さっきも釘を刺したように、暁に単独行動を取るなと言っているのだろう。

　このメンバーでは、聞き込みに回れるのは、元刑事の暁と響だけだ。コンビを組まされるのは、自然の成り行きだった。

　これで、誰もが優ゆう秀しゆうな刑事だと認める暁の捜査を間近で見ることができる。不ふ謹きん慎しんだが、響はそれが楽しみだった。

「トクセンが扱う最初の事件だ。ま、頑がん張ばってくれ」

　そう言う割りには、徳川はあまり気合いが入っていないように見える。気負っていないのか、それともトクセンがどうなろうがどうでもいいのか、響には判断しかねた。

「自分で事件を見つけられなかったのは悔くやしいけど、俺の推理で解決してみせますからね」

　菅野が満面の笑えみで宣言した。響よりも遥かに不謹慎な態度だが、それだけ刑事として初めての事件捜査にやる気が満ちあふれているのだろう。

「推理じゃなくて、捜査な」

　徳川は菅野の言こと葉ば尻じりを捉とらえて訂てい正せいしてから、

「俺は渋谷署に話を通してくるから、各自、それぞれの捜査を進めてくれ」

　短い捜査会議の終わりを告げた。

　菅野はすぐさま部屋を飛び出していく。誰だれよりも早く成果を上げようという意気込みが感じられた。

「さてと、俺たちも行くか」

　暁に促うながされ、響も席を立つ。それから、聞き込みに行くために必要な覆ふく面めん車の鍵かぎを手に取り、先に出ていた暁を追いかけ、部屋を後にする。徳川はまだ何かすることがあるのか、そのまま部屋に留とどまっていた。だからなのか、部屋を出た途と端たんだった。

「別行動にしないか？」

　暁はまだ何も捜査を始めていないうちから、さっき徳川に釘を刺されたばかりのことを提案してきた。

「捜査は二人一組が規則ですが？」

　響は険しい声で、わかりきったことを口にする。

　一人で捜査したいというのは、相棒が信用できないからに他ほかならない。響のことなど何も知らないくせに、暁は響を足手まといだと言っているようなものだ。

「固いこと言うなよ。それぞれ別に捜査したほうが、情報も倍集められるってもんだろ」

「そんな言い分で納なつ得とくさせられると思ってるんですか？」

　響は冷たく問いかける。

「お前が納得しようとしまいと、俺には関係ない。お前が班長から何か言われたときのための言い訳を教えてやっただけだ」

「頼たのんでません」

「可愛かわいげのない奴やつだな」

　暁が呆あきれたように溜ため息いきをついてから、

「わかった。はっきり言おう。俺は一人で好き勝手に捜査したほうが効率がいいんだよ」

　相棒はいらないと言い放った。　>>>♥

「じゃ、そういうことで」

　暁はもう話は終わったとばかりに歩き出した。

「暁さん」

　止める響を無視して、暁は足早にエレベーターに向かう。廊ろう下かの角を曲がった暁の姿はすぐに見えなくなった。

　まだ庁舎の中だ。追いかければ、捕つかまえることはできるだろう。だが、追いすがるのは、響のプライドが許さなかった。

　協調性がないと自他共に認める響でも、刑事として捜査に当たる上で、単独行動をしたことはない。それはルールを守りたいからではなく、捜査のミスをなくすためだ。一人より二人いれば、犯人と対たい峙じしたときに取り逃にがす恐おそれが少なくなるし、聞き込みでの聞き漏もらしや聞き間ま違ちがいも減る。

　一人がいいなどと言うのは、そのリスクを考えられない、独りよがりの愚おろか者でしかない。仮にも、八年前には憧あこがれの対象だった暁だが、響は既すでに幻げん滅めつし始めていた。

　暁が当てにならないなら、一人でもできることをするしかない。響はすぐに頭を切り換かえた。そもそもが他の所しよ轄かつが捜査している事件なのだ。ミスを恐れていては、先に進めない。

　響と暁に任されたのは、関係者への聞き込みだ。まずはどこから行くかだが、どこを訪ねたとしても、暁とかち合うことはないだろう。わざわざ単独行動を取るのだから、ありきたりの聞き込みをするはずがない。それなら、響は捜査の基本どおりに被ひ害がい者しや周辺の聞き込みに行けばいい。

　最初に訪ねるのは、被害者の妻、吉備峰みね子こにした。さすがに夫を殺された家では暮らせないと、落ち着くまではホテル暮らしをしているらしい。

　犯人は絶対に家人と接せつ触しよくしている。響はそう確信していた。だから、家族に接触した、共通する人間がいないかを調べるつもりだった。

「何度も申し訳ありません」

「いえ……」

　もう何度も刑事たちから話を聞かれているはずだが、いきなり訪ねていった響に対して、峰子は迷めい惑わくそうな素そ振ぶりは一いつ切さい見せなかった。だが、憔しよう悴すいしきった表情は、事件発生から一週間経たっていても消えていない。この様子を見るだけでも、シロと断定した渋谷署の判断は間ま違ちがっていない気がする。

　峰子は終始、俯うつむきがちで、響とまともに目を合わせることもできなかった。これでは魔ま性しようの力を発揮するどころではない。もっとも、峰子には必要なさそうだ。

「あれから、何か思い出されたことはありませんか？」

「ずっと考えているんですが、何も……」

　峰子は申し訳なさそうに首を横に振ふる。事件解決のため、夫を殺した犯人を捕まえるため、自分にできることなら何でも協力しようという意志は感じられた。

「あの日はご主人だけが在宅されていたわけですが、日ひ頃ごろから、そういうことは多かったんですか？」

「いえ、滅めつ多たにありません。主人が留守をすることのほうが多いくらいで……」

「それじゃ、たまたま運悪く、あの日はご主人が一人だったと？」

　響の問いかけに、峰子はそうだと頷うなずく。

「もう一日、遅おそければ、主人が殺されることはなかったんです。せめて半日だけでも遅ければ……」

　峰子は涙なみだを零こぼし、言葉を詰つまらせた。

　それは調書にも書いてあったことだ。事件当日、一家は新にい潟がたにある峰子の実家に行っていた。被害者だけが仕事の都合で翌日の朝に向かうことになっていたのだ。半日遅ければと、峰子が言ったのはそういうわけだ。

　もし、犯人が内部事情を調べ尽つくしていたのなら、家族全員が留守の翌日を狙ねらったほうが楽に作業ができたはずだ。殺人を犯おかすことなどなかった。

　そこに響は違い和わ感かんを覚えた。調べ尽くしていながら、わざわざ被害者だけが在宅していた日に犯行を行った。まるで初めから殺すつもりだったとしか思えないのだ。

「金庫の場所を家族以外に知っている方は？」

「他の刑事さんにも聞かれましたけど、わざわざ言って回るようなことでもありませんし、私は話した覚えはありません。子供たちも同じように言ってました」

　峰子は涙を拭ぬぐいながらも、はっきりと言い切った。

　吉備家では定期的に庭の手入れと清せい掃そうを業者に頼んでいた。大きな屋や敷しきだから、家族だけで手入れするのは難しい。渋谷署では出入りしていた業者を全すべて調べ上げたが、怪あやしい人間はいなかった。

　家族が誰かに話した覚えがなくても、来客の誰かがたまたま金庫を見かけたりしたことがあるかもしれない。そうなると、その線から犯人を見つけ出すのは困難だ。

「事件より以前、何か変わったことはありませんでしたか？　自宅周辺で知らない人間を見かけたとか、間違い電話がかかってきたとか、そういう些さ細さいなことでもかまいません」

　響の問いかけに、峰子は記き憶おくを辿たどるように軽く目を伏ふせた。

「特に何もなかったと思います」

「わかりました。何か思い出したことがあれば、ここに電話してください」

　響はそう言って、名めい刺しを取り出し、峰子に差し出した。そこには響の名前の他に、トクセンに直通でかかる電話番号が記されている。

　このホテルでの聞き込みはこれで終わりだ。同居している子供たちも、ここに宿しゆく泊はくしているが、それぞれ仕事と学校に行っていて、今は峰子しかいなかった。

　響はその後、子供たちのところも順番に訪おとずれ、全員に同じ質問をぶつけた。だが、結果は似たようなものだった。

　どこかに共通する人間がいないか。全員の予定を知ることができた男がどこかにいるはずだ。犯人が男だというのは、現場に残された足あし跡あとからわかっている。ただ二十七センチというサイズだけで、靴くつ跡あとは正確に取れなかった。つまり、靴から犯人を辿るのは不可能ということだ。

　そして、被害者が社長をしていた『キビノ』の本社ビルに、響が到とう着ちやくしたのは、もう終業時刻が迫せまる夕方五時前だった。

　社員が帰宅しないうちに話を聞こうと、急いで中に入ろうとした響は、視線の先に見覚えのある背中を見つけた。

「暁さん」

　その背中に呼びかけながら、響は近づいていく。見つけてしまった以上、無視するわけにはいかない。

「なんだ、お前もここか？」

　振り返った暁が、さして驚おどろきも見せずに問いかけてくる。

「ええ。家族からは芳かんばしい証言が得られなかったので。暁さんは？」

「金目的に見せかけた怨えん恨こんの線が強そうだからな。仕事関係で恨うらみを買ってないか、調べてたんだよ」

　単独行動を取っていたくせに、隠かくすつもりはないらしい。暁は躊躇ためらいなく、響の質問に答えた。

「それなのに、会社に来るのが後回しですか？」

　おかしくないかと言外に匂におわせ、さらに尋たずねる。暁に置いてきぼりを食くらわされたのは午前のことで、この時刻までにはかなりの時間があった。今まで暁はどこを回っていたのか、響が疑問に思うのは当然だろう。

「取引先から聞いて回ったほうが、案外、本当のことがわかったりするもんだ。内部だと隠そうとするだろ」

　暁の返事には納なつ得とくできるものがあるのだが、それなら別行動を取る意味もわからない。何か隠したい情報源でもあるのかと、響は推測していた。

　だが、言葉では問い返さず、ただ訝いぶかしげにほんの僅わずか眉まゆ根ねを寄せただけの響の表情には気付かなかったのか、

「さあ、行こうか」

　暁は響を促うながし、さっさとビルに入っていく。響は急いでその後を追いかけた。

『キビノ』は医い療りよう用器具を製造販はん売ばいしていて、主な取引先は病院だ。社長の吉備の急きゆう逝せいにより、専務が臨時に社長業を引き継つぎ、通常どおりに業務を行っている。会社としては、目立った混乱はなかった。

「何か聞き込みの成果はありましたか？」

「それは後で話す」

　社員たちに聞かれては困るからか、響の問いかけに、暁は声を潜ひそめて返事した。

　受付で警察だと名乗り、話を聞きたいと申し入れると、すぐに総務部長室に案内された。事件に関しての対応は、全て総務部長が請うけ負っているとのことで、対応は早かった。

「捜そう査さに何か進展でも……？」

　総務部長室の応接ソファで向き合って座った総務部長が、探さぐるような視線を向けつつ、問いかけてくる。その声には若じやつ干かんの迷惑そうな響ひびきがあった。

　社長が殺されるという事件が起き、どうにか通常どおりに操業しているというのに、刑けい事じに何度も訪ねてこられては、社員たちが落ち着かないとでも思っているのだろう。こんな態度を取られるのは初めてではなく、響も隣となりに座る暁も気にしないで話を進めた。

「何度も申し訳ありません」

　暁が如じよ才さいない笑え顔がおを浮うかべて頭を下げてから、本題を切り出した。お手並み拝見というわけではないが、響はこの場は暁に任せることにした。

「捜査本部にも聞かれていることかと思いますが、社長個人に恨みを抱いだいている人間に心当たりはありませんか？」

「特には思い当たりません」

　何度も聞かれているからか、部長の答えに迷いはなかった。

「トラブルは何もなかったと？」

　そう重ねて問いかける暁の態度は、納得していないことがありありとわかるものだった。ここに来る前に、取引先を回っていたというから、何か聞き込んできたのかもしれない。

「それは、会社を経営していく上では、避さけられない些細なものはありますが、とても殺されるようなものでは……。それに強ごう盗とうなんですよね？」

　部長は不安そうに視線をさまよわせ、確かく認にんしてくる。

「どんな小さな可能性でも、犯人逮たい捕ほのためには、無視するわけにはいきません」

　部長を言い込める暁の姿は、やり手の刑事に見える。

　渋谷署では金庫の中身を丸ごと奪うばわれていることから、金銭目的の強盗だと決めつけているらしく、怨恨の線はあまり捜査していなかった。調書でわかっていたが、この部長の態度もそれを物語っていた。初めて尋ねられたことだから、戸と惑まどっているのだ。

「ちなみに、その些細なトラブルとはなんですか？」

「我が社の製品に対するクレームなら……」

「それでも構いません。教えてください」

「……少々、お待ちください」

　引き下がらない暁に押されて、部長は内線電話で部下を呼び出し、クレームに関する資料を持ってくるようにと命じた。

「取引先はほぼ病院ですよね？　ということはクレームも病院から？」

「いえ。病院からは提案という形で、旧製品への意見をもらうことはありますが、クレームなどはありません」

　それでは誰だれからクレームが入るのか。響が首を傾かしげていると、すぐに部下が資料を持って現れた。警察が必要としていると言われて、急いで揃そろえたようだ。

「これがこの三年で受けたクレームです。それより以前はありません」

「それは資料がないということですか？　それともクレーム自体がなかった？」

　資料を受け取りながら、暁が尋ねる。

「三年前までは、個人からクレームの電話を受けることはありませんでした」

「三件か……」

　資料に目を落とした暁が小さく呟つぶやく。響も横から覗のぞいてみたが、一枚の用紙に三つのクレームについて記されているだけだった。

「少ないですね」

「我が社の取引相手は全て病院ですから、製品に不満があれば、そことの取引が終わるだけで、クレームを受けることはありません」

　暁の感想に対して、部長が理由を答える。

「この三件のクレームに関して、実際はどうだったんでしょう？」

「言葉は悪いですが、言いがかりです」

　部長の言葉には隠しきれない憤いきどおりがあった。自社製品に自信を持っているのだろう。

「言いがかりと言うと？」

「例えば、これです」

　部長は資料の一番上を指で指し示す。

「うちの製品に欠けつ陥かんがあったから、感かん染せん症しようにかかったと言ってますが、病院からそのような報告は受けていないんですよ。手て袋ぶくろにしろマスクにしろ、間ま違ちがった使い方をされては、こちらではどうにもできません。使う本人がどれだけ細心の注意を払はらうかなんですが……」

　だから製品に欠陥はないのだと、部長は訴うつたえた。

「ということは、クレームの主は医療従事者？」

「だと思います。偽ぎ名めいだったので、確認しようもありませんでした」

　真しん偽ぎの程ほどを確かめるため、勤め先の病院に問い合わせるのは当然のことだ。ということは、他ほかの二件も確認していることになる。

「他の二件はどうでしたか？」

「偽名でした」

「この三件が同一人物の可能性は？」

「ある、かもしれません」

　滅めつ多たにない個人からのクレーム。三件全すべてが偽名となれば、疑って当然だ。部長も断定こそしなかったものの、暁の問いかけに完全な否定はしなかった。

「クレームは電話ですか？」

「電話でした。ただ、全て公衆電話からでしたので、相手の番号はわかりません」

　偽名を使うくらいだ。それくらいの用心はしているだろう。暁もさして期待して聞いた訳ではなさそうだ。すぐに次の質問に移った。

「録音はしていませんか？」

　今のところ、このクレーム主が犯人である可能性は限りなく低い。ただ、少しでも被ひ害がい者しやを恨うらんでいそうな相手は、全て調べてみる必要があった。

「念のため、最後の一件だけは残してあります」

「お借りできますか？」

「もちろんです。すぐにお持ちします」

　部長が再び、部下に内線電話をかける。そして、数分後に届けられたテープを手に、暁たちは部長室を後にした。

「暁さん、乗って帰りますか？」

　ビルを出たところで、響は暁に問いかける。

　夕方から、それぞれの捜査結果を持ち寄り、報告し合うことになっていた。響は覆ふく面めん車で来ているが、一人で捜査に出かけた暁は、電車かタクシーを利用していたはずだ。

　置いてきぼりにされたことを許したわけではないが、暁が一人で調べた結果が知りたかった。車でなら、人の耳を気にしなくていいから、暁も話してくれるのではないかと考えたのだ。

「そうだな。乗せてもらうか」

　もう勝手な捜査をするつもりはないらしく、暁は素す直なおに響の誘さそいに乗ってきた。

　響は助手席に暁を乗せ、本庁に向けて車を走らせる。そして、前を向いたままで、暁に話しかける。

「今日の聞き込みの成果を教えてください」

「ああ、それか。たいした情報はない」

　暁が素そっ気なく答える。

「隠かくすんですか？」

「別に隠しちゃいない。まだ話すほどでもないってだけだ」

「その判断をするのは暁さんではないと思います。それに、同じ情報でも人によって感じるものが違ちがいますから」

　暁への反発心が、響の態度を硬こう化かさせていた。それに、まだ暁が刑事として優ゆう秀しゆうだというところは見られず、そんな暁に憧あこがれた過去の自分が恥はずかしく思えて、ますます暁に苛いら立だちをぶつけてしまう。

「魔ま性しようの男なんて言われてるから、もっとチャラい男かと思ってたら、随ずい分ぶんと真面目まじめなんだな」

　響は前を向いているから、暁がどんな表情でこの台詞せりふを言っているのかはわからない。だが、その声には、確実に笑いが含ふくまれている。響は馬ば鹿かにされたように感じた。

「俺は破る必要のないルールを破らないだけです」

「必要ないか？」

「むしろ破るべきではないと思います。単独捜そう査さばかりしていたら、肝かん心じんなときにコンビ間の意思の疎そ通つうが図はかれなくなるんじゃないですか？」

　今がいい機会だと、響は自分の考えを伝える。結果を出しているから、規則を無視してもいいという、暁のやり方には賛成できない。仮に、上が決めた捜査方針に納なつ得とくできなくても、命を預ける立場になる、相棒にだけはせめて何をしているのかくらいは伝えておくべきだ。

「意思の疎通ねえ……」

　そう呟いた暁が、運転中の響の横顔を見つめているのが気配でわかる。

「そんなこと言ってるけど、そもそも、お前が心を開いてないだろ」

「心を開けるほどの時間を過ごしましたか？」

「なるほど、そう来たか。頭の回転は速いみたいだな」

　響は事実を言っただけなのだが、何故なぜか、ツボに入ったらしく、暁は声を上げて笑う。

「まあ、そういうわけなら、今後は考えないといけないか」

「そうしてもらえると助かりますね」

　これでどうにか暁の単独行動を抑おさえられそうで、響はひとまず、その点だけは安心する。暁のせいで響まで目を付けられ、せっかく刑けい事じを続けられるチャンスを台無しにされたくはなかった。

「それじゃ、俺からも一つ提案だ。お前はもう少し肩かたの力を抜ぬいたほうがいい」

「緊きん張ちよう感かんは必要だと思いますが……」

「魔性が通じる女相手ならいいが、男相手じゃ、そのつっけんどんな物言いは反感を買うぞ」

　確かに、さっきの暁の対応を見ていると、響のそれとは違っている。緩かん急きゆうをつけるというのか、時折、笑え顔がおさえ見せていた。響には絶対にできないことだ。

「せめて笑ってみせろ」

　ちょうど信号待ちで車を停止させていたときだった。そう言った暁が、隣となりから手を伸のばしてきて、響の顎あごを摑つかみ、強ごう引いんに顔を横に向けさせる。

　これまで誰にもこんな真似まねをされたことがなく、響は啞あ然ぜんとして咄とつ嗟さに言葉が出なかっただけでなく、手を振ふり払うこともできなかった。

「こうやって、口角を上げるだけでいいんだ」

　簡単なことだろうと暁は両手で響の頰ほおの薄うすい肉を挟はさんで持ち上げた。　>>>♥

「ほら、信号が変わるぞ」

　自分で顔を横向かせたくせに、暁は前を見るようにと響を促うながす。その直後、信号が青に変わり、響は何も言えないままで車を走らせる。

　結局、その意表を突つく行動に、単独捜査の成果を聞き出せないまま、車は警視庁へと到とう着ちやくしてしまった。

「お前は先にその音声データを科か捜そう研けんに持って行け」

「わかりました」

　響は多くの説明を求めなかった。声以外に何か個人を特定できる音が入っているかもしれない。そのための分ぶん析せきを頼たのむのだ。

　科学捜査研究所は警視庁のすぐ隣にある。駐ちゆう車しや場で暁と別れ、響は科捜研に急いだ。







　響が一足遅おくれてトクセンに戻もどると、新たな情報が響を待っていた。波野がネットを検けん索さくしていて見つけたもので、波野のデスクの周りに全員が集まっている。

「どうやら、家族の情報はだだ漏もれだったようだ」

　苦にが笑わらいの徳川に言われて、響も波野のパソコンを覗のぞく。そこには見知らぬ名前のツイッターアカウントが表示されていた。

「これは？」

「ガイシャの長女のツイッターアカウントだ。こっちは、長男のフェイスブックのページだな」

　徳川の言葉に従い、波野がまた別のウィンドウを表示させる。そこには数時間前に会ったばかりの長男の顔があった。フェイスブックだから本名も記されていた。

　長男に関しては本名だから探すのは難しくなかっただろうが、長女のツイッターは本名に掠かすりもしていないアカウント名だ。アイコンも動物のイラストで、長女とは全く結びつかない。これが長女のものだとどうしてわかったのか。響が抱いだいた疑問に、波野ではなく、徳川が先回りして答えた。

「メールアドレスさえわかれば、簡単だったそうだ。まあ、そのアドレスをどうやって調べたんだって話だが、難しすぎて、俺は説明を聞くのを途と中ちゆうで挫ざ折せつした。だが、波野によるとパソコンに詳くわしい人間なら、不可能ではないらしい」

　響自身があまりネットに詳しくないのもあって、携けい帯たいは通話とメールだけできればいいからと、未いまだにガラケーだし、ツイッターやフェイスブックに関しても、してみたいとさえ思わないから、他人がしている可能性に思い至らなかった。だが、考えてみれば、今時の若者なら、そのどちらかに登録している確率は高そうだ。

「ともかく、これを見ていたら、家か族ぞく揃そろって母親の田舎いなかに行くことは両方の書き込みでわかる。長男がはっきり日程まで書いていて、長女が父親だけ一日遅れると友達に教えている」

　つまり、子供たちのアカウントさえ知っていれば、誰だれでもが被ひ害がい者しや家族の予定がわかる状態になっていた。まさか、強ごう盗とうに入られるとは予想もしていなかったのだろうが、ネットに情報を垂れ流すことへの危機感のなさが、悲劇を引き起こす一因になったかもしれない。

　もし、これが事実なら、家族はさらに心に深い痛手を負うことになりそうだ。悲ひ嘆たんにくれていた妻の峰子の姿を思い出し、響は表情を曇くもらせる。

「ちょっと思ったんですけど」

　それまで黙だまって自分のスマホで子供たちの過去の書き込みに目を通していた菅野が声を上げた。

「被害者宅に盗とう聴ちよう器きが仕し掛かけられてたってことはないですか？」

「どうして、そう思う？」

　問い返したのは徳川だ。

「それなら、たった一度、自宅に入る機会さえあれば、いいわけでしょう？　家族の会話を聞けて、そこから生活サイクルを知ったり、ついでに金庫の場所も聞けたりするかもしれませんよ。まあ、その前にこれで留守を確かく認にんしてたんでしょうけど」

「悪くない推理だな」

　暁が感心したように菅野の思いつきを褒ほめた。

「犯行後に撤てつ去きよすれば、盗聴器を仕掛けていたこともばれないってわけだ」

「そういうことです」

　自分の考えが認められたことに、菅野は嬉うれしそうに同意する。

「昨日、今日で思いついた犯行じゃないな」

　徳川が目を細め、険しい表情を見せる。

「仮に、犯人がこのクレーム主だとすれば、最後の電話が半年前だから、最低でも半年かけて計画を練ったってことになる」

　暁の視線が波野のデスクに置いた資料に注がれる。響が戻る前に、既すでに徳川たちにクレームのことを報告していて、波野のデスクに置いていたのだろう。

　響は黙って三人のやりとりに耳を傾かたむけていた。自分の意見を言う前に、他ほかの三人が声を上げるから、言う隙すきがなかった。

「そう考えると、ものすごく粘ねん着ちやく質しつなホシですね」

　菅野が嫌いやそうに顔を顰しかめて感想を口にした。

　このクレーム主が犯人だとするならばだが、響も常じよう軌きを逸いつした執しゆう着ちやくを感じていた。まさにトクセン向きの事件だと言えるだろう。
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　捜そう査さ開始二日目、響はまた一人にさせられていた。朝一番、トクセンに顔を出した響を出で迎むかえたのは波野だけだった。

「他の三人はまだ？」

　響の問いかけに、波野はパソコンのキーボードを叩たたいて答えた。すぐに響の携帯にメールが届く。

『班長は警備部、暁さんは直接捜査に、菅野さんは科捜研』

　たったこれだけのことを、すぐそばにいるのにメールで伝えてくるのだから、人付き合いが苦手というレベルを超こえている。よくこれで警察に入れたものだと、不思議に思う。何か専門職の特別枠わくでもあったのだろうか。

　だが、今はそんなことより、目の前の事件だ。昨日の注意を聞き入れてくれたかと思ったのに、また暁は単独行動をしているようだ。

　クレーム主を当たっているのか、それとも菅野が言った盗聴器の線から辿たどろうとしているのか。暁の考えは響にはわからない。だから、響は自分が思うとおりに行動するしかなかった。

「科捜研に行ってきます」

　響は波野の返事は待たずに部屋を出た。波野は全員の行動を把は握あくしているのだから、ちゃんと聞いているということだ。だから、伝えるだけはしておいた。

　科捜研に顔を出すと、先に来ていた菅野が手を上げて響を出迎える。

「楢崎もこっちに来たんだな」

「先に結果を聞いてから、聞き込みに行こうと思って。菅野さんは？」

「今んとこ、これが一番、ホシに近いかなってさ」

　どちらにせよ、解かい析せき結果を知りたいのは同じだ。二人は科捜研の所員から、揃そろって説明を受けることになった。

「電話は公衆電話からかけられたものです。これがその場所」

　所員が具体的な住所を示してから、さらに話を続ける。

「声から判断すると三十代前半の男性で、微かすかに静しず岡おか訛なまりがありました」

「静岡訛り？　それは普ふ通つうに会話しててもわかりますか？」

「短い会話なら難しいと思います。語ご尾びのアクセントが少し違ちがうくらいですから」

　響の質問に答えた所員の返事を聞きつつ、響はもう一度、家族から話を聞こうと考えていた。その条件に当てはまる男が近くにいないか、何か心当たりがないかを聞くためだ。

「俺はもうちょっと、ここにいるよ。他に何か聞こえないか、調べてみる」

「お願いします」

　響は菅野に向かって小さく頭を下げ、科捜研を後にした。それから警視庁の駐ちゆう車しや場に向かい、車に乗り込む。そして、エンジンをかけようとしたところで、携けい帯たい電話が着信を知らせた。暁からだ。

「お疲つかれさまです」

『今から、青山のカフェに来てくれ』

　暁は挨あい拶さつもなく、いきなり響を呼び出そうとしてきた。事件の捜査に関係しているのだろうが、理由が知りたい。

「事件の関係者でもいるんですか？」

『それは来てのお楽しみだ』

「冗じよう談だんを言っている場合じゃないと思いますが」

『来ないなら、それでもいいけどな。俺が何を調べてるのか、知りたいんじゃなかったのか？』

「わかりました。すぐに行きます」

　渋しぶ々しぶながら答えると、それが声にも出ていたのだろう。電話の向こうで暁が微かに笑った気がした。

『場所はメールで送る。すぐに来いよ』

　そう言って暁が電話を切ってすぐ、カフェの住所がメールで送られてきた。響は行き先を変へん更こうして、その住所を目指し、車を走らせる。

　三十分後、響は指定されたカフェの前にいた。女性が好みそうな洒しや落れたオープンカフェで、暁はテラス席に一人で座っていた。

　響は店に入り、暁と同じテーブルに腰こしを下ろす。

「こんなところに何があるんです？」

「ここはガイシャの長男がよく通ってる店だ」

　暁がそう答えたとき、店の奥から黒いギャルソンエプロンを着けた若い男が近づいてきた。年は二十代後半くらい、緩ゆるくウエーブした明るい茶色の髪かみは、肩かたに掛かかるくらいに長く、派手な顔立ちをさらに華はなやかに見せていた。なかなかのイケメンだ。

「いらっしゃい」

　男は親しげな態度で暁に声をかけてから、二人の前に水の入ったグラスを置いた。

「ああ、また来たぞ」

　気さくに答える暁の態度からは、常連客のような雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　男がチラリと響を一いち瞥べつする。それはまるで値ね踏ぶみするような視線だった。だが、暁の目的がわからない以上、咎とがめるわけにはいかない。不快感は感じたが、響は何も気付いていない振ふりをした。

「今日は同どう僚りようを連れてきた」

「またあの話？」

　暁の言葉を受け、男が嫌そうな顔で問い返す。

「ちょっとくらいなら抜ぬけられるだろ？　店長なんだから」

　まさか、この男が店長だとは思わなかった。こんな立地条件のいい場所に出店するには、どれだけの資本金が必要なのか。まだ若そうに見えるだけに、響は意外だった。

「な、頼たのむよ」

　暁が顔の前で拝むように手を合わせると、男は根負けしたのか、奥にいた店員に手て振ぶりでこのテーブルに座ることを伝え、そのとおりにした。

　丸テーブルを男三人で囲んで座る。響はわけがわからず、見ているしかできなかった。下手な口出しは、暁の行動を妨さまたげることになりかねないからだ。ガイシャの長男が行きつけの店だからというだけではない何かが、ここにはあるに違いない。

「もう何度も言ったけど、仲間を売るような真似まねはできないって」

　暁が何か言い出す前に、男のほうから話の口火を切った。

「仲間じゃないだろ。ただ同類ってだけだ」

　反論する暁の声には、真しん剣けんさが籠こもっている。

　ほんの一いつ瞬しゆん、暁と男が見つめ合う。その視線の中に、言葉にはしない何かを伝え合っているような気がして、響は黙だまって息を吞のんだ。

「何か見返りは？」

「金はないぞ」

　男が譲じよう歩ほする態度を見せたからか、暁はおどけた調子で答える。

「公務員に集たかるような真似はしないよ」

　他ほかの客を気にしてか、男も暁も、警察という言葉は口にしなかった。だが、これで暁が男に刑けい事じだと名乗っているのだと推測できた。

「そうだな……」

　何にしようかと迷う男の視線が、意味深に暁に絡からみつく。

　二人の間に漂う空気が、何か違う。だが、響の知っているどの空気感とも同じではなく、その『何か』の正体はわからない。

「一晩、俺に付き合うっていうのはどう？」

「何されるんだか」

「わかってるくせに」

　響を置き去りにして、二人の会話が盛り上がる。それはまるで男女の駆かけ引きをしているかのようで、割って入れない雰囲気があった。

「いいだろ。その条件なら俺にマイナスは何もないしな」

「だったら、これ……」

　男がすっと一枚のメモを暁に向かって差し出してきた。とはいえ、さほど大きなテーブルではないから、隣となりに座る響にも、そのメモに書かれた内容は見えた。並なみ木き道みち也やという名前と十一桁けたの数字が並んでいる。

「なんだ、用意してたんじゃないか」

　暁は笑いながら、そのメモをすぐにポケットにしまった。

「一応ね。落ち着いたら連れん絡らくして」

「わかった」

「じゃ、俺は仕事に戻もどるよ。ごゆっくり」

　男はそう言いおいて、店の奥へと戻っていった。その姿が完全に見えなくなるのを待ってから、響はようやく口を開く。

「今の、どういうことですか？」

「どうやら、被ひ害がい者しやの長男は俺たちの同類らしくてな」

「同類？」

　暁が答えた言葉の意味がわからず、響は軽く目を細めて尋たずねた。長男は一いつ般ぱん企き業ぎようの会社員で、警察関係者ではなかったから、職業の話ではない。

「ゲイってことだよ」

　何でもないことのように意味を教えてくれたが、さすがに響も言葉に詰つまる。暁がゲイであることはカミングアウトされて知っていたが、捜そう査さにも響にも関係のないことだから、今の今まですっかり忘れていた。

「俺たちということは……」

　響は言葉を選び、戸と惑まどいつつも確かめておかなければならないと、確かく認にんを求める。

「ああ。今の男もそうだ。それで、長男とも顔かお馴な染じみでな」

「よく突つき止めましたね」

「なかなか狭せまい世界なんだよ。こっち側は」

　意識的にか無意識にかはわからないが、暁はそう言うことで、響との間に線を引いている気がする。

「それで、さっきの彼が言っていた、仲間を売るような真似というのは、犯人に心当たりがあるということですか？」

　響は頭で暁と男のやりとりを整理して尋ねた。

「犯人かどうかはともかく、長男のことをやたら知りたがっていた男がいたらしい。あいつにはその男の情報を流してもらうように頼んだ」

　確かに、その男は気になる。犯人は被害者宅の情報を集めていた。長男のことを調べていたとしてもおかしくない。

「さっきのメモはその男の名前ですか？」

「そうだ」

　暁は頷うなずいて認めた。あの番号が間ま違ちがっていなければ、契けい約やく者を調べて、男の居所を突き止めることができるというわけだ。

　さすが、検挙率の高い刑事だけはある。響がクレーム主だけを追いかけていた間に、暁は別の線も辿たどっていた。

「そういえば、先ほど、見返りに一晩付き合うとか言ってましたが、それはどういう……」

　捜査協力の見返りを求められることは珍めずらしくないが、同じゲイだと聞いたばかりでは、どうしても、生々しい想像をしてしまう。それを打ち消したくて、響は説明を求めた。

「俺があいつの好みのタイプらしいんだよ。最初に話を聞きに来たときから、やたら口説かれてな。ま、俺にとっても悪い話じゃないし、懐ふところも痛まない」

　名案だろうと言わんばかりの暁の態度に、響は嫌けん悪お感かんで顔を顰しかめた。男同士だからではなく、捜査の手段として認められないからだ。

「それは問題ですよ」

「個人の恋れん愛あいは自由のはずだ」

　暁は悪びれずに反論してくる。

「今のが恋愛だと？」

「この先どう進むかなんて、神のみぞ知るだ。恋愛になる可能性がゼロってわけじゃない。だから、これも違い法ほう捜そう査さじゃないってわけだ」

　誰だれがどう聞いても無む茶ちや苦く茶ちやな理り屈くつで、響も到とう底てい、納なつ得とくなどできないのだが、響の意見など暁は聞き入れるつもりはなさそうだ。だからこそ、こんな適当な言い訳しかしないのだろう。

「その副産物として、ホシに近づけたんだから、ラッキーだった」

　暁はあくまで個人的な関係で押し通そうとしている。きっとばれなければ問題ないと考えてるに違ちがいない。これまでもこんな違法捜査をして、実績を積み上げてきたのかと思うと、ますます暁への尊敬の念は薄うすれていく。

「まだその男がホシだと決まったわけじゃありません。無む駄だ足あしになるかもしれないんですよ？」

　それでもこんな手段を取るのかと、響は言外に込めた。並木は長男に興味を持っていたというだけだ。それこそ、ただの恋愛問題ではないのか。

「ゲイでもないのに、ゲイの男を追いかけ回して、ゲイバーにまで顔を出してたんだ。充じゆう分ぶんに怪あやしいだろ」

「その男がゲイじゃないというのは間違いないんですか？」

　暁はまだ並木には会ったことがないはずだ。それなのにどうして、そう言い切れるのか。響はその疑問をぶつける。

「あいつが断言するくらいだ。間違いない」

　ゲイにしかわからない何かがあるらしく、さっきの店長の目を暁は信用している。

「その男、三十代くらいですか？」

　響はふと思いつき、質問を変えた。

「ああ。それくらいだと聞いてる」

「訛なまりがあったとかは……」

「音声解かい析せきが出たんだな？」

　響が最後まで言い終わるのを待たず、暁が確信を持って尋ねてきた。

「はい。僅わずかに静岡訛りがあったとのことです」

「僅かじゃ、一いつ般ぱん人にはわからないな。会ったら、俺が自分で確認する」

「それじゃ、早さつ速そく、この男に話を聞きに行きましょう」

「それは俺が一人で行く」

　立ち上がりかけた響を暁が止める。

「今度はどんな理由で、単独行動をするんですか？」

　響は嫌いやみを込めて問いかけた。

「警察が近づいていると悟さとられないために、ここは俺一人で行くほうがいい。刑事は二人一組で捜査するって、民間人にも知れ渡わたってるだろ？」

　もっともらしいことを言っているが、この短期間でも何度も単独捜査をされているだけに、響には噓うそにしか聞こえなかった。だが、暁は疑いの目を向ける響を無視して、

「その間に、お前はクレーム主のほうを調べてくれ。こいつの声が録とれたら、すぐに検証できるようにな」

「時間短縮にですか？」

「まあ、そういうことだ」

「だったら、どうして俺を呼び出したんです？」

　響は追つい及きゆうの手を緩ゆるめなかった。今も響は見ているだけで、この後も一いつ緒しよに捜査しないのなら、ここにいる意味はない。最初の予定どおり、クレーム主について調べていればよかったのだ。

「警察手帳を見せたんだけどな、あいつは俺が刑けい事じだって信用しなかったんだよ。さっき言ったみたいに、単独行動がおかしいってな」

「つまり、俺はただの身分証明書代わりというわけですか」

　さすがに響も怒いかりを露あらわにしないではいられなかった。それでも声を荒あらげたりはしないが、気分を害したことは、暁にも伝わったはずだ。だが、暁はそれを気にした様子は見せない。

「俺が何を調べているのか、知りたかったんだろ？」

「一緒に捜査すれば、こんな面めん倒どうな真似まねをしなくても済みます」

「それは無理だな。俺の捜査は気ままなんで」

　とても通るはずのない言い訳を、暁は平気で言い放つ。どうあっても、響と一緒に捜査はしたくないということらしい。

　今、響の目の前にいる暁は、八年前の暁と同一人物なのか。あの親身になってくれた暁とは、とても同じ人間とは思えない。あのとき、響は民間人だった。そのために対応が違うのか、それとも、あれから今日までの間に、暁を変えてしまう何かがあったのか。尋たずねたところで、暁はきっと答えないだろう。

　響が反論しないのをいいことに、暁は伝票を手に取り、一人で店を出て行った。頼たのんだコーヒーの到とう着ちやくも待たず、響だけが残される。

「お待たせしました」

　女性の店員がトレイにコーヒーを二つ載のせて運んでくる。だが、響だけしかいないことに、困こん惑わくした表情を見せる。

「置いてください」

　響は無表情のまま店員に指示した。

　響の目の前に、カップが二つ並べられる。響は店員が立ち去った後、ぶつけられない暁への不満を晴らすかのように、意味なく二杯はい分のコーヒーを立て続けに飲み干した。







　その後、響はトクセンに戻もどった。捜査が嫌になったわけではなく、気になることができたからだ。

「このカフェについて調べてくれないか」

　響はまっすぐ波野のデスクに近づき、カフェのカードを差し出した。さっき店を出るときに、レジ横から持って帰ってきたものだ。

　何に必要なのか、何を調べたいのか、波野は一いつ切さい、質問せずに無言で受け取り、早速、パソコンを操作し始める。

　響はそれを横に立って見ていた。波野の指は素す早ばやい動きでキーボードを叩たたき続け、画面には次々と新しいページが開かれていく。もはや響には波野が何をしているのか、理解不能だった。

「すごいだろ？」

　いつの間に来ていたのか、徳川が響の隣となりに立ち、自じ慢まんげな口調で言った。

「もうカフェのパソコンに侵しん入にゆうしてるな。これは帳ちよう簿ぼだろ？」

　徳川の問いかけに波野が無言で頷く。

「そんなことができるんですか？」

「警察官になってなければ、サイバー犯罪を犯おかす側になってたかもしれないぞ」

　徳川が茶ちや化かすように言っても、当の波野は否定も肯こう定ていもしない。ただ黙もく々もくと手を動かし続ける。

　目まぐるしく変わる画面を、響も目を凝こらしながら見つめ、どうやら、あのカフェは会社が経営しているものだとわかった。店長はオーナーではなく、雇やとわれだったということらしい。

「お、ちょっと待った」

　画面を覗のぞき込んでいた徳川が、波野の手を止めさせる。

「こいつは清せい流りゆう会かいの幹部だな」

　徳川が口にした言葉は、響だけでなく、波野の手の動きを止めさせるに充分な威い力りよくがあった。

　清流会は関東では一、二を争う規模の広域指定暴力団だ。その幹部の名前が、銀行口座の出入金一覧の振ふり込こみ先にあったのを徳川が目め敏ざとく見つけた。

「この流れを見ていると、このカフェを経営する会社のバックに、清流会がついてるようですね」

　波野が手を止めたおかげで、じっくりそのページを見ることができた。響はそれを見ながら、意見を述べた。

「そのようだな」

　徳川も同意見だと頷うなずく。

　洒しや落れたインテリアと明るい雰ふん囲い気き、それに美形の店長の存在もあってか、今日も平日の午前中だというのに女性客で賑にぎわっていた。とてもヤクザが関係している店には見えなかったが、あの店長はこの事実を知っているのだろうか。

「どうして、お前はこの店を調べてるんだ？」

　徳川が抱いだいて当然の疑問を口にした。

「暁さんが調べていたので、何か事件に関係しているんじゃないかと……」

　暁が店長と交かわした一晩の約束については触ふれるわけにはいかない。暁を庇かばおうとしたのではなく、不ふ祥しよう事じでトクセンが取りつぶされることを恐おそれたからだ。それでも、並木が犯人だった場合、最初に暁がどこでその名前を摑つかんだかは、明らかにする必要がある。だから、今、知らないでは通せなかった。

「なるほどな。暁は聞いても教えてくれないか？」

　わかったように言われ、響はそうだと頷く。

「どうせ、今も単独捜そう査さ中なんだろ？」

　コンビを組んでいるはずの響が一人でいれば、暁が単独捜査をしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。違ちがうとは言えなかった。

「まったく、どこに行っても単独行動の好きな男だな」

　呆あきれたように言っているものの、慣れているのか、徳川は暁を責めているわけではなさそうだ。

「班長は昔から暁さんのことをご存じだったんですか？」

　同じ本庁にいたとしても、捜査一課と警備部では、そうそう接点はないはずだ。だが、徳川の口ぶりからは、暁とは昔からの知り合いのように聞こえた。

「あいつは有名人だったからな。最初は俺が一方的に知っているだけだった」

　暁が有名だった理由はゲイだからなのかとは、さすがに聞きづらく、響が言葉を探していると、徳川がそれに気付いたのか、先に教えてくれた。

「ゲイだとわかる前から有名だった。結構な問題児だったんだよ」

「本当ですか？」

　響は驚おどろきの声を上げずにはいられなかった。今はどうでも、響の記き憶おくの中にある過去の暁からは、問題児らしさはまるで感じられなかったからだ。

　徳川によると、暁は単独捜査は当たり前で、上司の指示に従わないのは日常茶さ飯はん事じだったらしい。強ごう引いんな捜査で問題になったことも、一度や二度ではなかったのだと言う。

「それじゃ、何かがあって変わったわけじゃなく、元々、あんな性格だったってことですか？」

　つい昨日からのことが思い出され、響は顔を顰しかめてしまう。

「あんな性格か……」

　徳川は苦にが笑わらいしてから、

「いや、そう言われてみたら、ゲイだとばれてからのほうが、拍はく車しやがかかったような気がするな。怖こわいものなしになったのかもしれない」

　そう言って、あくまで自分の想像だと付け加えた。

　隠かくしていた性せい癖へきがばれるだけでも、充じゆう分ぶんに大きな事件だ。それで周りの態度が一変したら、開き直ってもおかしくない。つまり、そういうことなのだろうと、響は自分を納なつ得とくさせた。今は暁に拘こだわっている場合ではない。

「班長、誰だれか、清流会に詳くわしい方を知りませんか？」

「まだこのカフェが気になるのか？」

「事件とは関係ないかもしれませんが、ヤクザと関かかわりがあるとわかった以上、放ってはおけません」

　響はきっぱりと言い切った。カフェについてというよりも、あの店長について、もっと詳しい情報がほしい。もし、問題があるなら、暁が接せつ触しよくを持つ前に止めなければならないからだ。

「お前は暁とは違って大だい丈じよう夫ぶだと思うが、無む茶ちやはするなよ」

　徳川はそう釘くぎを刺さしてから、自らのデスクに向かい、メモに走り書きをして、それを響に差し出してきた。

「生活安全課にこいつを訪ねろ」

　徳川のメモには、男の名前が記されていて、それがヤクザを取り締しまる生活安全課の刑けい事じだとすぐにわかった。

　響は徳川と波野に礼を言って、生活安全課へと向かった。







　翌日、菅野がトクセンに駆かけ込んできた。

「声せい紋もん一いつ致ちしました」

　晴れやかな顔で報告した鑑かん定てい結果は、クレーム主と暁が持ってきた並木の声とを比べたものだ。

　どうやって接触したのか、暁は朝一番で並木の声を録音したデータをメールで送ってきた。それを菅野が科捜研に届け、その場で鑑定してもらったというわけだ。

　だが、まだこれで並木が犯人だと確定したわけではない。『キビノ』にクレームの電話を入れた男と、被ひ害がい者しやの長男の周辺をかぎ回っていた男が、同一人物だとわかっただけだ。

　店長から教えられた並木という名前も電話番号も本物だった。おかげで経歴は簡単に調べられた。

　並木は静岡出身の三十二歳で、二年前まで看護師だったが、感かん染せん症しようにかかり、それがきっかけで退職している。さらには、波野の調べで、並木がネットで盗とう聴ちよう器きを購こう入にゆうしたことも判明した。おまけに事件当日のアリバイもない上に、最近、金回りがよくなっている。

「ここまで状じよう況きよう証しよう拠こが揃そろってるんじゃ、話を聞かないわけには行かないな」

「参考人として来てもらいますか？」

「そうだな。頼たのんだ」

　並木を連れてくる役目を頼まれたのは、響と菅野だ。まだ逮たい捕ほ状は出ていないから、参考人としてしか話を聞けない。断られることも考えられるが、それをどうにかして連れてくるのが、響たちの仕事だ。

　通常なら、菅野ではなく暁になるのだが、今、暁は並木の部屋を見張っている。昨日の夜に戻もどってから、まだ出かけていないとのことだ。

　響と菅野は、並木のアパートへと急行する。暁はアパートの並木の部屋が見える場所で、気付かれないように潜ひそんでいた。

「奴やつはどこです？」

　刑事らしい台詞せりふを口にするのが嬉うれしいらしく、菅野が喜々として暁に尋たずねた。

「俺がここにいるんだから、あいつも部屋にいるに決まってるだろ」

　半ば呆れたように暁が答える。

「正面からお前たちが行ってくれ。俺は万が一、奴が逃にげ出そうとしたときのために、窓の外を見張ってる」

「了りよう解かいです」

　暁の指示を受け、菅野は嬉しそうに敬礼までしてみせた。響はその間、何も言わなかった。ただ黙だまって暁への対応は菅野に任せていた。そのほうが嫌いやな思いをせずに済み、精神的に落ち着いていられる。

「菅野さん、行きましょう」

　響は菅野を促うながし、アパートに向けて歩き出す。

　二階建ての見るからに古そうな建物だ。その一階の角が並木の部屋だ。インターホンもなく、ドアをノックするしかない。

「……はい？」

　ノックをして数秒後、中から男の声が聞こえてきた。おそらく、並木は自分が疑われているとは思ってもみないのだろう。相手が誰かも確かめずにドアを開けた。

　出てきた男は並木が以前に勤めていた病院に提出した履り歴れき書にあった写真と同じ顔をしている。この男が並木で間ま違ちがいないようだ。

　並木は訝いぶかしげに響と菅野を見比べている。響もそうだが、菅野もあまり刑事らしくは見えない。だからなのだろう。昼間からスーツ姿の男が二人、訪ねてきたというのに、並木には全く警けい戒かいした様子は見られなかった。

「並木道也さんですね？」

　ここぞとばかりに、菅野が響より先に問いかけた。ずっと刑事になりたかった菅野だ。問題行動を取らない限りは、夢を叶かなえさせてやってもいいだろう。

「そうですけど……」

「警察です」

　菅野は警察手帳を示し、身分を証明してから、

「少しお話を伺うかがいたいので、一いつ緒しよに警視庁まで来ていただけませんか？」

　あくまで物もの腰ごし柔やわらかに、任意同行を求めた。

「なんで俺が？」

　並木は一いつ瞬しゆんにして表情を変え、落ち着かない様子で視線をさまよわせた後、取り繕つくろった声で問い返してくる。

「詳しいお話はここではなんですから、本庁で……」

「嫌だ。断る」

　並木はそう言うなり、ドアを閉めようとした。

　響たちは逮捕状を見せたわけではない。穏おん便びんに断ることもできたのに、そこまで頭が回らなかったようだ。警察に行けば、もう逃げられないとでも思っているのだろう。その表情は必死だった。

「その場合、大変、心証が悪くなりますが、それでもよろしいですか？」

　響は咄とつ嗟さにドアの間に足を差し入れ、これ以上、閉められなくしておいてから、冷たい声で問いかける。

　今、みすみす取り逃がせば、並木はきっと逃とう走そうを図はかるに違ちがいない。それはこの態度から容易に推測できる。

　響と菅野は強面こわもての刑事ではないどころか、どちらかと言えば、優やさ男おとこに見える容姿だ。だから、この二人ならなんとかなると思ったのかもしれない。

　並木はいきなり勢いよくドアを開けた。その弾はずみで、正面にいた菅野がそのドアに弾はじかれ、後ろに飛ばされる。並木の計算ではその隙すきに、響を押しのけ、走り去るつもりだったのだろう。だが、現実はそうはいかなかった。

「ぐふっ……」

　並木がくぐもった声を上げ、足あし下もとに崩くずれ落ちる。

　並木より響の行動のほうが早かった。押しのけようとした並木の腕うでを摑つかみ上げ、反対に捻ひねり上げると同時に、膝ひざをその腹に蹴けり込んだのだ。

「公務執しつ行こう妨ぼう害がいで緊きん急きゆう逮たい捕ほします」

　響は何もなかったかのように冷静な声で並木に告げてから、

「菅野さん、大丈夫ですか？」

　手て摺すりにぶつけた背中を痛そうに擦こすっている菅野に、体勢を変えずに声を掛かけた。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫」

　菅野は手ではたいてスーツの汚よごれを落としながら、笑え顔がおで答えた。

「手て錠じようをお願いします」

「了解」

　初めて手錠を使うことになり、菅野の顔には満面の笑みが浮うかんでいる。その菅野に手錠を掛けられている間、並木は呆ぼう然ぜんとして、一いつ切さい、抵てい抗こうを見せなかった。一瞬のことで、響に何をされたか、まだよく理解できないでいるらしい。

「それじゃ、連行しましょう」

　響が腕を摑んで並木を立ち上がらせる。そして、そのまま両りよう脇わきを菅野と二人で挟はさみ込み、車に向かって歩き出した。
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　その日のうちに、並木は全すべてを自供した。綿密に計画を立てたが故ゆえに、過信しすぎていたのだろう。警察に目を付けられることすら、想定していなかった並木は、状じよう況きよう証しよう拠こを並べただけで観念した。

　動機はやはり逆さか恨うらみだった。並木は細かすぎるほどの完かん璧ぺき主義者で、だからこそ、自分のミスが許せなかった。だから、感かん染せん症しようになったのは手て袋ぶくろのせいで、それを作った会社が悪いのだと、責任転てん嫁かすることで、自分を保っていたのだ。

　看護師を辞やめた途と端たん、生活が困こん窮きゆうしていき、そんなときに『キビノ』の社長の自宅を見てしまった。自分をこんな目に遭あわせたくせに、ぬくぬくと裕ゆう福ふくな暮らしをしているのが許せなかったのだと、理解できない動機を語った。

　こうして、トクセン最初の事件は、無事に解決した。身み柄がらを渋谷署に引き渡わたし、トクセンの仕事は終わりだ。

「お疲つかれさん。みんな、よくやった」

　労ねぎらいの言葉を口にする徳川は上じよう機き嫌げんだった。未解決の事件を解決したことで、トクセンの力を見せつけられたからだろう。さして、やる気があるようには見えなかった徳川だが、いい結果を出せたことは嬉うれしいようだ。

「今日は早めに上がって、明日から、また次の事件探しを頑がん張ばってくれ」

　徳川が言い終わると同時に、暁が真っ先に腰こしを上げた。

「じゃ、お先に」

　何か約束でもあるのか。言い捨てるように言って、暁は部屋を出て行った。

「なんだ？　忙いそがしそうだな」

　徳川は暢のん気きに見送っているが、響はそうはいかなかった。

「俺もお先です」

　急いで席を立ち、暁を追いかけるように部屋を飛び出す。

　容疑者が逮たい捕ほされたことは、既すでに報道されている。つまり、暁が落ち着いた状じよう況きようにあるということだ。

　カフェの店長、後に沢さわ木きという名前だとわかったが、沢木との約束を果たすとしたら、今日ではないか。響はそう睨にらんだ。だから、暁の後を追いかけた。

「お前ももう帰るのか？」

　閉まりかけたエレベーターに乗り込んだ響に、暁が尋たずねてくる。

「ええ。約束があるので」

「お前にも約束をするような相手がいるんだな」

　驚おどろいたように言われ、響は心外だと冷たい視線を向ける。

「どういう意味ですか？」

「いや、言葉どおりの意味だ」

　暁は全く悪びれた様子を見せない。響からすれば、恋こい人びとや友人がいないと思われていたことになり、悪口にしか聞こえないのだが、暁にはそんなつもりはないらしい。

「俺は急ぐから。お疲れ」

　一階に到とう着ちやくすると、暁は早口でそう言って、足早に響の前から立ち去る。その姿はまるで、行き先を響に知られたくないからのように見える。

　あれから事件の捜そう査さと並行して調べてもらった結果、沢木は清流会幹部の情人だと判明した。男同士のことだから、大っぴらにはしていないものの、近しい人間は知っていた。そんな男と関係を持てば、個人の恋れん愛あいだなどと言っていられなくなる。暁の刑けい事じとしての将来はなくなったも同然だ。それだけではなく、確実にトクセンの存亡問題へと発展するだろう。だから、響はそうなることを阻そ止しするため、密ひそかに暁の尾び行こうを開始した。

　暁は庁舎前からタクシーに乗り込んだ。響もすぐに後続のタクシーを捕つかまえ、暁を追いかける。

　難しい尾行ではなかった。道路は渋じゆう滞たいしていて、急な進路変へん更こうなどできないし、タクシーも何台も走っているから、二台続いていても不思議はない状態だ。

　暁の乗ったタクシーが、シティホテルの前で停とまる。念のため、響は一いつ旦たん、通り過ぎ、少し先で車を停めてもらった。

　暁がホテルに入るのを確かく認にんしてから、響も車を降りて追いかける。

　他ほかの客に紛まぎれて、響がホテルに入ると、一階にあるラウンジで、暁と沢木が同じテーブルに座っているのが目に入った。周囲に会話を聞かれないためにかもしれないが、二人は顔を寄せて、楽しげに話している。

　ここはホテルだ。ただお茶をするためだけに来たわけではないだろう。このままでは二人が部屋へ行ってしまう。

　どうすれば、止めることができるのか。響は必死で頭を働かせた。

　沢木は暁が刑事だと知っていながら、関係を求めた。つまり、暁が警察官であることは脅おどしにはならないということだ。むしろ、下手な手を打てば、逆に脅される立場になってしまうだろう。

　刑事がヤクザの情人と関係を持つのを止めたいからではなく、個人的な事情で止めるのだと思わせられれば、どうだろうか。

　咄とつ嗟さに思い浮かんだ、勝算も何もない作戦だが、今はそれしか考えつかなかった。二人はもう席を立っている。躊躇ためらっている時間はなかった。

「待ってください」

　響は二人の前に立ち塞ふさがった。

「お前、何しに来たんだ？」

　足を止めた暁が、突とつ然ぜんの響の登場に驚いた様子で問いかける。

「行かないでくださいと言いましたよね？」

「言ったっけ？」

　おそらく、暁は響の目的を探さぐるために、どうとでも受け取れるような、曖あい昧まいな言葉を返してくる。

「俺を試ためしてるんですか？」

　短時間で必死で考えた結果、個人的な事情で引き留める理由は、恋愛関係にあるから、それしか思い浮かばなかった。暁はゲイなのだから、あり得ない話ではない。問題は、演技などしたことのない響の芝しば居いを、沢木が信じてくれるかどうかだ。

「この人、何言ってんの？」

　沢木は気分を害したらしく、眉み間けんに皺しわを寄せ、響にではなく、暁に尋ねた。

「ちょっと面めん倒どうなことになったかな」

　暁が苦にが笑わらいで答える。どうやら、暁も響の芝居に付き合おうとしているようだ。下手に騒さわぐよりも、そのほうが穏おん便びんにこの場を切り抜ぬけられると考えたのだろう。

「俺に嫉しつ妬とさせるにしては、やり過ぎです」

　口にするのも嫌いやな台詞せりふに、自然と響の表情が歪ゆがむ。それが下手な芝居にリアリティを持たせてくれたようだ。

「もしかして、俺、痴ち話わ喧げん嘩かに巻き込まれてる？」

「結果的に」

　無責任な暁の答えに、沢木は見るからにムッとした表情になる。

「勘かん弁べんしてよ。そういうのが一番、嫌きらいなんだ」

　ヤクザの情人でありながら、遊びで刑事の暁を誘さそうくらいだ。沢木はきっと軽いノリの付き合いを求めていたのだろう。それなのに、嫉しつ妬と深い恋人が現れ、修しゆ羅ら場ばの状況が出来上がる。それが沢木の気を削そいだようだ。

「なんか、やる気なくした」

「だったら、帰ってください」

　このチャンスを逃のがすわけにはいかない。響は止とどめを刺さすように強い口調で言った。一気に片を付けないと、こんな三文芝居はいつまでも続かないからだ。

「はいはい、わかりましたよ。後は二人でなんとかして」

　沢木は呆あきれたように言うと、暁に向き直る。

「職場恋愛するなら、もうちょっと上手うまくやりなよ」

「悪い。これからは気をつける」

　沢木にただで情報をもらったことになるから、暁は殊しゆ勝しような態度で頭を下げた。

「せいぜい、周りにばれないように頑張って」

　最後に、仲間への励はげましを口にして、沢木はホテルから出て行った。

「どう見ても下手な芝居だったけど、必死さがよかったのかね」

　沢木が完全にいなくなってから、暁がさっきの響の芝居をそう評価した。だから、沢木も騙だまされてくれたのだろうと言いたいようだ。

「で、お前は何が目的だ？」

　暁は一いつ瞬しゆんにして真顔になった。

「話を合わさないと、余計に面倒なことになりそうだったから、芝居に付き合ったが、なんであんな真似まねをした？」

「もちろん、暁さんに違い法ほう捜そう査さをさせないためです」

「黙だまってりゃ、わかんないだろ」

　悪いことなどしていないと言いたげな暁の態度が、響を苛いらつかせる。

「暁さんは今の男が何者なのか、知ってるんですか？」

「清流会幹部の愛人だろ。知ってる」

　あっさりと答えられ、響は言葉に詰つまる。てっきり知らないから、こんな馬ば鹿かな真似をしたのだと思っていた。知った上での行こう為いなら、尚なお更さら、質たちが悪い。

「暁さんはトクセンがどうなってもいいんですか？」

「俺のせいで潰つぶされるってか？」

「そうです。今は様子見の時期なんですよ？　一人の不ふ祥しよう事じが、班全体の失態にさせられかねないんです」

「そんなにトクセンが大事か？」

　暁はまるで他人ひと事ごとのように問いかけてくる。

「俺のような問題児には大事です」

　それは響だけでなく、菅野や波野にとってもそうだ。念願の刑事になれて、喜々として捜査に励んでいる菅野から、その職を取り上げる権利は、暁にはないはずだ。

「俺もトクセンを潰そうとしているわけじゃない。男の本能が騒ぎ出すんだ。仕方ないだろ」

　いわゆる下ネタでやり過ごそうとする暁の態度が、腹立たしい。こんなに誰だれかに対して、怒いかりの感情を持ったのは久しぶりだ。響の顔がみるみる険しくなっていく。

「お前でも感情的になることがあるんだな」

　響の顔をまじまじと見つめ、暁が不思議そうに呟つぶやく。

「今はそんなことを言ってる場合じゃありません」

「そうだった。その気になってた俺の息子むすこが大変なんだ」

　笑えみさえ浮うかべて、ふざけた冗じよう談だんを口にする暁に、ついに響も声を荒あらげた。

「いい加減にしてください。自分が刑けい事じだってことをわかってるんですか？　あんな危ない男を相手にして、後で脅されでもしたらどうするんです？」

「危なくない男ならいいってことか？」

　問い返された言葉の意味がわからず、響は目を細め、軽く首を傾かしげる。

「お前は危なくないよな？」

「当たり前でしょう」

　刑事である響が危ないはずがない。何を言い出すのだと、響は不ふ審しんな目を向ける。

「だったら、お前が代わりに相手をしてくれよ」

「相手って……」

　暁の相手をするという意味が、すぐにはピンと来なかった。だが、ここはホテルで、さっきまで暁は沢木と一夜を共にしようとしていたのだ。いなくなった沢木の代わりを求められているのだと、響にもわかってきた。

　暁はきっと本気で言ったのではないはずだ。邪じや魔まをされた仕返しに、響を困らせようとしているに違ちがいない。

「わかりました。今から行きますか？」

　響は淡たん々たんとした声で答えた。

　暁が自分を試そうとしているのなら、響はそれに乗った振ふりで、暁の鼻を明かしてやりたかった。この数日、捜そう査さで振り回されていた仕返しをしたいという気持ちもあった。

「何をするかわかった上で言ってんのか？」

　響の真意を探ろうと、暁が険しい視線を向けてくる。だが、今の響には何の表情も浮かんでいなかった。表情を消すのは得意だ。おまけに暁は響との付き合いが浅い。本音を見み抜ぬくなど無理に違いない。

「もちろん、わかって言ってます。俺も子供じゃないんで」

「男としたこともないくせに、できるのか？」

　何度も確かく認にんしてくるのは、暁が焦あせっているからに違いない。どうにかして、響に引き下がらせようとしているのだろう。それがわかるから、尚更、響は強く出た。

「暁さんこそ、男としたことのない俺に相手をさせるんですから、二度と違い法ほうな捜査はしないでください」

「それが交こう換かん条件か？」

「そうですね。それくらいはしてもらわないと割に合いません」

　響は強気を崩くずさなかった。

　沢木の代わりにセックスの相手を求められていることはわかっても、男同士のセックスに現実味がわかなかったからこそ、こんなことが簡単に言えたのかもしれない。

「いいだろ。だったら、相手をしてもらおうか」

　暁も引き下がるのが負けだと思っているのか、響の挑ちよう発はつを受け止め、フロントに向かって歩き出した。

　暁がチェックインの手続きをしている間、響は少し下がって待っていたが、それでもツインの部屋を押さえたのはわかった。フロント係も、まさか、スーツ姿の男が二人で、そういう目的で宿しゆく泊はくしようとしているとは、思ってもいないだろう。

　フロント係からカードキーを受け取った暁が、無言でエレベーターへと向かうのに、響も黙ってついていく。

「お前、意外と無む茶ちやをする奴やつだったんだな」

　乗り込んだエレベーターで二人きりになってから、暁が呆れ口調で言った。

「暁さんに言われたくないですね」

「クールビューティどころか、とんでもない負けず嫌ぎらいじゃねえか」

　苦にが笑わらいの独り言は、響の耳にも届いたが、元々、自分で言い出したことでもない噂うわさだ。反論する気にもなれない。

　部屋は五階だった。エレベーターを降り、廊ろう下かを暁を前にして縦に並んで歩く。その後ろ姿を見ながら、響はこの先の展開を考えた。

　このまま部屋に入ったとして、暁は本当に響とセックスをするのだろうか。全く実感が湧わいてこない。

　男とは当然ながら未経験だが、響は女性ともあまりセックスをしたことがなかった。熱ねつ烈れつに好かれすぎるあまり、逆に身構えてしまうようになっていたからだ。その経験の少なさが、響に現実味を与あたえなかったのだろう。

　部屋に入ると、当たり前だが、ベッドが二つ並んでいる。それほど豪ごう奢しやなホテルではないから、家具もベッドの他ほかにはライティングデスクとテレビボードがあるくらいだ。彼女を連れてきたらがっかりされるような部屋だった。だが、男同士なら、これでも問題ないのだろう。

　なんとなく部屋の奥まで進み、窓から景色を眺ながめていた響とは違い、暁は手前にある冷蔵庫を開けていた。早さつ速そく、何か飲み物を選んでいるらしいのは、音でわかった。

「お前も飲むか？」

　響の背中に暁が問いかけてくる。

「いえ、俺は……」

　振り返り、いらないと答えようとした響は、缶かんビールを片手にネクタイを緩ゆるめている暁の姿に言葉を詰まらせた。

　いつもなら、なんとも思わない光景だ。けれど、密室に二人きりの状じよう況きようが、妙みようななまめかしさを感じさせる。

「それよりも、シャワーくらい、浴びてきたほうがいいですか？」

　とりあえず、響は少し心を落ち着かせようと、時間稼かせぎのために尋たずねた。

「いや、必要ない」

　短く答えた暁が、手招きで響を呼び寄せる。

　何の用だと響が近づいていくと、いきなり腕うでを引かれ、ベッドへと引き倒たおされた。体勢を立て直す間もなく、すぐさま、上から暁が覆おおい被かぶさってくる。

　暁の顔が間近に迫せまる。響はそれを何も言えずに見つめるだけだった。

「目は開けたままか？」

　微かすかな笑みを浮かべた暁の問いかけが、これからキスをされるのだと響に実感させた。

　急に心臓がばくばくと激しく鼓こ動どうし始める。ここに来て、ようやく暁とセックスするのだという実感が湧いてきたが、もう遅おそい。拒こばむための口実など、何も思い浮かばなかった。

　極度の緊きん張ちよう感かんに襲おそわれ、響はただ暁を見つめ返すしかできなかった。

　そんな響をじっと見つめていた暁が、ふっと口元を緩める。

「お前が魔ま性しようって言われてる理由がわかってきたな」

「何……」

　問い返そうと、乾かわいた唇くちびるをどうにか動かしたのに、すぐにそれは封ふうじられた。

　暁の唇が、響のそれに重なる。

　最初は触ふれるだけの優やさしいキスだった。それでも響が動けないでいると、今度はゆっくりと味わうような深い口づけへと変わっていく。

　口中を這はい回る舌に嫌けん悪お感かんを抱いだく間もなく、巧たくみな暁によって、響の体は熱を帯びていった。

「は……ぁ……」

　さんざん貪むさぼられた唇が解放されると、自然と甘い息が口から零こぼれ出る。　>>>♥

　キスの経験くらいはあるが、最後にしたのはもう随ずい分ぶんと前の話だ。久しぶりすぎたこともそうだが、受け身になってキスをされるのが初めてなのもあって、いつも以上に体が昂たかぶっていた。

「なんだ、随分と感じやすいんだな」

　暁が顔を覗のぞき込みながら、揶や揄ゆしてくる。

「そんなことは……」

「さすがに、この状況じゃ、クールビューティを装ってられないか」

　今の自分がどんな表情をしているのかなど、響にはわからない。だが、自分を見つめる暁の視線が熱を帯びていることはわかった。

　暁が再び顔を近づけてくる。またキスをされるのかと、響は身構えたが、今度は唇を通り過ぎ、耳元に顔を寄せた。

「今のお前、すごくいやらしい顔をしてる」

　耳みみ朶たぶに息を吹ふきかけるようにして囁ささやきかけられ、背筋に震ふるえが走る。

「案外、お前の魔性は男にも通用するのかもな」

　暁はそう言って、響の右手首を摑つかむと、自らの股こ間かんへと導いた。

「あ……」

　予想外の昂ぶりに触れ、響は思わず手を引こうとしたが、暁が力を込めて、それを許さなかった。

　スラックスの上からでも、既すでに暁が昂ぶり始めていることは充じゆう分ぶんにわかった。リアルな感覚、その生々しさに、響は思わず生なま唾つばを飲み込む。

　ただの挑発だったはずなのに、互たがいに引くに引けない状況になっていた。このままでは本当に暁に抱かれてしまう。けれど、自分からは止やめてくれとは言いたくなかった。

　現実に、響は暁のキスに感じさせられ、暁は響の体で昂ぶっている。その事実が、先に進むことへの躊躇ためらいを暁から奪うばい取った。

　動どう揺ようしている響を余所よそに、暁は響のネクタイに手を掛かけた。するりと音を立てて抜ぬき取られ、続けざまにシャツのボタンを外される。

「……っ……」

　剝むき出しになった肌はだに暁が手を這わせ、響は息を吞のんだ。

　他人に素す肌はだを触さわられるのは、キス以上に久しぶりだった。健けん康こう診しん断だんで医師に触られたことはあっても、状況が違ちがうと全く違う感かん触しよくに思える。

「いい手て触ざわりだ」

　暁が手を動かしながら、感想を口にした。もしかしたら、暁はわざと言葉にすることで、響に現実を突つきつけようとしているのではないだろうか。引き返すなら今のうちだとチャンスを与えているつもりなのかもしれない。

　相手が暁でなければ、とっくに突き飛ばしていた。かつては憧あこがれ、今は幻げん滅めつさせられた暁だから、負けたくないという意地があった。

　暁が身を屈かがめ、響の胸むな元もとに顔を埋うずめる。何をするのかと、響が首を曲げて見下ろすと、暁が胸の小さな尖とがりをめがけて舌を伸のばしている。

「ふ……ぅ……」

　尖りを舌先で舐なめられ、微かな息が漏もれる。違い和わ感かんとくすぐったさが、響の腰こしを揺ゆらめかせた。感じるなどと思ってもみなかった場所だけに、戸と惑まどいが起きる。

　初心者相手に、暁は手加減しなかった。続けざまに反対側を指で弄いじくり始める。それは決して乱暴な動きではなく、ゆっくりと柔やわらかく擦こすられ、かえってもどかしさに息が上がってくる。胸ばかりを執しつ拗ように責められ、その刺し激げきだけで、ついに響の中心は力を持ち始めた。

「満まん更ざらでもなさそうだな」

　暁はすぐにその変化に気付き、顔を上げた。

　羞しゆう恥ちが響の目を伏ふせさせる。暁に言いように嬲なぶられて反応してしまう自分自身が信じられず、堪こらえ性しようのなさに情けなくなる。

「これは邪じや魔まだな」

　何がとは聞かなくても、すぐにわかった。暁が響のベルトを抜き取り、スラックスのボタンを外し、ファスナーを下ろしている。キスだけで済まないなら、洋服など邪魔なだけだ。暁の行動は、自分に向けられてさえいなければ納なつ得とくできた。

　スラックスと下着を一いつ緒しよに摑み、暁はそれらを一気に響の下か肢しから引き抜いた。今、響はジャケットとシャツを肩かたに纏まとわせただけの姿だ。

「こんな据すえ膳ぜん、我が慢まんできる男なんていないだろ」

　響に聞かせるつもりのない独り言は、それだけに真実味を帯びていた。暁の表情は真しん剣けんそのもので、響は思わず後ずさる。

「ちょ……待って……」

　ようやく出た静止を求める声は、もう暁には届かなかった。

　背中を丸めた暁が、響の股間に顔を埋める。

「あ……」

　衝しよう撃げきで響は言葉を詰つまらせ、その光景から目を離はなせなくなる。

　中心を口で愛あい撫ぶされるのは、初めてだった。過去に付き合った数少ない女性たちの誰だれからも、こんな積極的な行こう為いはされなかった。

「暁さ……、や……あぁ……」

　やめてくれと言いたかったのに、言葉にならない。初めての感覚は、あっという間に響を頂点へと導いていく。

　視界の中で暁の頭が動くと、口に含ふくまれた屹きつ立りつが扱しごかれる。喉のどの奥に吸い込まれるような動きは、激しく響を追い詰めた。

「も……出る……っ……」

　響は暁の頭を引き離そうと、その髪かみに指を絡からませたが、びくともしなかった。

「ああっ……」

　響は声を上げて迸ほとばしりを解き放つ。暁の口中に出すことだけは避さけたかったのに、堪こらえることができなかった。

　ゆっくりと顔を上げた暁が、響が放ったものを口中から手の平へと、見せつけるように吐はき出した。

　響は呆ぼう然ぜんとして、暁の手の平を見つめる。暁の口の中に射精してしまったことが、自分でも信じられなかった。

　全身を上気させ、目を潤うるませて、茫ぼう然ぜん自じ失しつになっている響を、暁の熱い視線が捉とらえている。だが、響はその視線から逃のがれる術すべを知らない。

　響をじっと見つめながら、暁は動けないでいる響の膝ひざを摑み、左右に割り広げた。

　股間どころか、その奥まで見られているのに、響は動けない。この先、何が始まるのか。想像すらできないくらい、響の思考は麻ま痺ひしてしまっていた。

「……っ……」

　何か冷たい感触が、あり得ない場所に与あたえられた。その冷たさに響は身を竦すくませ、正体を確かめようと顔を向けた。

「う……くぅ……」

　響が答えを知る前に、その冷たい何かが響の中へと押し入ってきた。引き攣つれたような痛みの後、経験したことのない圧あつ迫ぱく感かんが響に襲おそいかかる。

　男同士のセックスで後孔こうこうを使うことは、知識として知っていた。だが、こんなに苦しいとは思わなかった。それでも、快感より痛みを我慢するほうが気が楽だ。快感を得てしまうと、引き返せないところに行ってしまう気がする。

　けれど、暁はそんな微かすかな逃にげ道さえ奪い取った。

「あ……あぁ……」

　痛みだけしかないはずが、暁が指を動かした瞬しゆん間かん、信じられない快感が背筋を駆かけ上がる。響の口から漏れるのは、痛みを訴うつたえる悲鳴ではなく、嬌きよう声せいだった。

　前ぜん立りつ腺せんを擦られ、響の口からはひっきりなしに声が溢あふれ出る。かつて味わったことのない快感を、堪えることなど響にはできなかった。

　さっき達したばかりの中心は、再び力を持ち始める。その反応に気をよくしたのか、中の指の動きが激しくなる。

　指が二本に増え、中を広げるような動きを見せる。それでも前立腺への刺激はなくならないから、圧迫感よりも快感が勝まさり、萎なえることはなかった。

「ラブホにすればよかったな」

　返事を期待しない、暁の独り言が響の耳に届く。

「ここじゃ、ゴムすら売ってない」

　暁の声には、若じやつ干かん、後こう悔かいしているような響ひびきがあった。もし、暁が本当に沢木とセックスをするつもりでいたなら、ちゃんと準備していたはずだ。そうしなかったのは、するつもりがなかったからではないか。響が下手な芝しば居いで止めなくてもよかったのかもしれない。

　響は快感により思考が鈍にぶった頭で、ぼんやりとそんなことを考えた。だが、そうだとしたところで、今いま更さら、状じよう況きようは変わらない。

　指が引き抜かれ、代わりにもっと硬かたくて大きいものが押し当てられる。そして、すぐに響は悲鳴を上げさせられた。

「ああっ……」

　貫つらぬかれる衝撃で声が押し出される。

　暁が充分に解ほぐしてくれたおかげで、痛みはなかったが、あまりの圧迫感に、快感を得るどころではなかった。顔が引き攣り、額には汗あせが滲にじみ、屹立は力をなくす。

　暁はすぐには動かなかった。宥なだめるように響の胸元から腹にかけて撫なで回し、萎えてしまった屹立にも指を絡ませる。

　時間が経たてば、やがて圧迫感も薄うすれ、体も馴な染じんでくる。暁はそれを待っていた。　>>>♥

「ふ……ぅ……」

　暁が僅わずかに腰を使っただけで、響の口から甘い息が漏れる。それはもう大だい丈じよう夫ぶのサインとなった。

「あっ……はぁ……っ……」

　ゆっくりと暁が腰を動かし始め、それに合わせて響が嬌声を上げる。

　暁の屹立は、指よりも遥かに奥深くまで届く。それが引き抜ぬかれるときには、内臓が引きずり出されそうな感覚がある。けれど、それすらも快感となっていた。萎えていたはずの屹立はとっくに硬さを取り戻もどし、先走りまで零こぼし始めている。

「もう……またっ……」

　射精の瞬間が近づいている。響は震ふるえる声で訴えた。後孔への突き上げだけで勢いを持っているものの、このまま前に触ふれられないままでは達することができない。だから助けてほしいと、涙なみだ混じりの目で暁に訴えた。

「ああっ……」

　響の屹立に待ち望んでいた刺し激げきが与えられる。暁は素す早ばやい動きで屹立を扱きながら、奥を突つき上げることも止やめなかった。

「……っ……」

　最後の瞬間は、もう声も出なかった。ただ息を詰めるだけで、暁の手の中に射精する。

　その直後、響の中から暁が抜け出たかと思うと、響の腹に濡ぬれた感かん触しよくが与えられた。暁が解き放ったものだと、ぼんやりとした視界で確かく認にんできた。

　響は指一本動かせず、瞬まばたき一つできずに、四し肢しを投げ出し、脱だつ力りよく感で呆然としていた。

「これに懲こりたら、もう馬ば鹿かな挑ちよう発はつはやめるんだな」

　ベッドから降りた暁が、響を窘たしなめる。こんな結果になったのは響のせいだと言いたいに違ちがいない。

　響は何も言えなかった。喉が掠かすれ、声が出せなかったのもあるが、仮に話せたとしても、何も言わなかっただろう。今はもう何も考えたくなかった。

「俺は先に出るから、お前はゆっくりしていくといい」

　その言葉を聞きながら、響は目を閉じた。眠ねむりに落ちるのは一いつ瞬しゆんだった。
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　出勤に対して、こんなに気が重く感じたのは初めてだ。充じゆう分ぶんすぎるくらいに睡すい眠みん時間は取れているのに、朝あさ陽ひがやたらと眩まぶしく見える。

　昨日は結局、あのままホテルに宿しゆく泊はくした。そして、太陽が昇のぼらない早朝にチェックアウトし、自宅に戻って着き替がえてから、こうして警視庁に向かっているというわけだ。

　休むという選せん択たく肢しは頭になかった。どんなに気まずくても、顔を合わせづらくても、あんなことまでして守ろうとしたトクセンから、逃げ出すわけにはいかないのだ。

　そう考えられるだけの冷静さは取り戻していた。

　どうして、あそこまでしてしまったのか。途と中ちゆうで止めることはできなかったのか。あのときの自分のみっともない姿を思い返すと、羞しゆう恥ちで焼け死にそうになる。

　後悔しても始まらないが、あと三十分もすれば、トクセンに着く。そうすれば、嫌いやでも暁と会わなければならない。どんな顔をすればいいのか、どんな態度で接すればいいのか、何も結論が出ないまま、響はトクセンの部屋の前へと到とう着ちやくした。

　トクセンには当直がない。捜そう査さ一課の他ほかの班のように、待機する理由がないからだ。どの事件がトクセン扱あつかいになるかは、事件発生時にはわからない。そのために、今のところ、会社員のように土日に全員で休みを取ることになっていた。つまり、暁とはずっと同じ勤務というわけだった。

　それでもまだ救いなのは、暁の出勤が誰だれよりも遅おそいことだ。捜査が始まらない限り、二人きりになることはない。だから大丈夫だと自分に言い聞かせ、響はドアを開けた。

「おはようございます」

　いつも響が一番乗りなのだが、今日に限って、何故なぜか、徳川と暁が出しゆつ勤きんしていた。咄とつ嗟さに挨あい拶さつできたのは、条件反射のようなものだ。

　暁はチラリと一いち瞥べつしただけで、すぐに視線を徳川のデスクに戻す。その態度に、特別、響を意識した様子は見受けられない。ただ、いつもの無ぶ精しよう髭ひげだけがなくなっていた。

「お早いですね」

　響は暁を視界に入れないようにして、徳川に疑問を含ふくませた言葉を投げかける。

「ああ、全員が揃そろってから話す」

　徳川がそう答えて間もなく、菅野と波野も出勤してきた。

「それじゃ、早さつ速そく、俺たちが次に捜査する事件を報告する」

　全員の注目を集めるように、徳川が大きな声を上げた。

「もう次が見つかったんですか？」

　喜々として尋たずねた菅野が、真っ先に徳川の元へと近づいていく。

「現在、特とく殊しゆ犯捜査係が担当している誘ゆう拐かい事件だ」

「ああ、例の……」

　菅野がすぐにどの事件か思い当たるくらい、その誘拐事件は世間を騒さわがせていた。

　ただの誘拐ではない。同じ犯人による誘拐が二件、続いたのだ。連続誘拐事件としてだけでも注目を集めるに充分なのだが、それ以上に犯人の目的が異質だった。

　二件とも被ひ害がい者しやは無事に解放されている。それは犯人の要求に従ったからだ。犯人の目的は金でも命でもなく、被害者の秘密の暴ばく露ろにあった。被害者が自らの秘密を告白している映像がネットで流された後、家族に居場所の連れん絡らくが入るのだ。

　一人目の被害者は医い療りようミスの隠いん蔽ぺい、二人目は社員にパワハラをし続け、自殺に追い込んだことだった。どちらも公おおやけにはなっておらず、その秘密を告白させられたせいで、誘拐の被害者なのに世間からバッシングを受け、二人とも現げん役えきを退き、世間の目を気にしながら、ひっそりと生活しているらしい。

　金銭を取られたわけでもなく、身体的に危害を加えられていない誘拐に対して、警察の捜査も緊きん迫ぱく感かんが薄かった。何しろ、被害者がもうその話はしたくないと、犯人逮たい捕ほに消極的なのだ。下手に騒いで、さらに傷を抉えぐられたくはないのだろう。

　二人の被害者に接点はなく、顔見知りでもなかった。ただ二人とも著名人であることだけ、共通している。一人はセレブ相手で有名な病院の院長で、二人目は最近人気のソーシャルゲーム会社の社長だ。

　二人とも犯人については、全く心当たりがないと証言している。誘拐されていた間も、ずっと目め隠かくしをされていて、顔は見ていなかった。指示を出す声も、機械で変えた声だったらしい。解放のときも、被害者たちを動けない状態にしてから、人ひと気けのない場所に放置していた。

「確かに、俺たち向きの事件ですね」

　事件を解決した後だから、菅野は俄が然ぜん、やる気になっている。その表情にはいつも以上に自信が満ちあふれていた。

「できれば、手出しはしたくなかったんだけどな」

「どうしてです？」

　菅野が徳川にその意味を尋ねる。

「世間の注目を集めすぎてる事件だからだよ。ただでさえ、俺たちに解決されちゃ、特とく捜そうの面めん目ぼく丸つぶれだってのに、話題の事件じゃ尚なお更さらだ」

　誘拐事件は、捜査一課特殊捜査班が担当する。もちろん、今回の事件も発生当初から特捜が動いていた。

「でも、捜査するんですよね？」

「一週間経っても、何の手がかりも得られていないんじゃ、乗り出すしかないだろ。それに、気がかりなことがあってな。急いだほうがいいんじゃないかと、暁が言ってきた」

　徳川の言葉を受け、暁が神しん妙みような顔で頷うなずいてから口を開いた。

「この事件、被害者が二人とは限らないかもしれない」

「どういうことですか？」

「二人は秘密を告白したから解放されたが、もし、告白しなかったら？」

「あ、そうか……」

　菅野は驚おどろいた顔で徳川と暁を見比べる。響も表情には出さなかったが、菅野と同じで驚いていた。どうしてそこに思い至らなかったのか。

「そうだ。絶対に告白できない罪を背負っていれば、どんなに脅おどされたって口を噤つぐむだろう」

「既すでに殺された被害者がいてもおかしくないってことですね」

　菅野が可能性を口にすると、暁がそのとおりだと頷いてみせた。

　そのとき、モニターに男の写真が表示された。黙だまって話を聞いていた波野が、パソコンを操作して映し出したらしい。

「松まつ下した昭しよう造ぞう？」

　菅野が声を上げて、男の顔写真の横に記された名前を読み上げる。

　それは家族から警察に届け出された捜そう索さく願ねがいだった。波野は何も言わず、誰よりも先に捜査を開始していたらしい。まずは有名人の行方ゆくえ不明者を探すことだと、データベースを検けん索さくしていたようだ。

「そうか。ここ数年は見てないけど、テレビにもよくコメンテーターとして出演していた政治評論家ですよ」

　菅野が記き憶おく力抜ばつ群ぐんなところを発揮して、波野が省いた説明を加える。

「そいつが行方不明になってるのか」

　徳川が神妙な顔で呟つぶやく。

　他にも被害者がいる可能性があると暁から聞かされていても、現実に被害者候補が出てくると、緊迫感が嫌でも増してくるのだろう。

「捜索願が出されたのは二週間前……」

　松下が最初の被害者だったかもしれない。呟いた暁の重い口調には、そんな予想が含まれている気がした。

「今も活かつ躍やく中ならマスコミも騒いだのかもしれないが、もう過去の人だから、気付かなかったんだろうな」

　徳川が独り言のように呟いた後、それぞれに指示を出す。

「まずは松下の消息を探さぐってみるか。暁と楢崎は関係者に聞き込み、菅野と波野は松下に脅きよう迫はくされるようなネタがないか調べてくれ」

　前回と同じ割り振ふりだ。だが、前回のように当然として受け入れることが、今の響にはできなかった。

「どうした、楢崎」

　響が返事もなく固まっているのを見て、徳川が訝いぶかしげに問いかけてくる。

「いえ、あの……、菅野さんも聞き込みをしたいんじゃないかと……」

　咄嗟に思いついた口実を口にしてみる。

　菅野は先日の事件では、証しよう拠こ品からのアプローチに回っていた。刑けい事じに憧あこがれていたというのだから、聞き込みや張り込みといった、いかにも刑事らしいことをしたいのではないか。響はそのポジションを譲ゆずるつもりで言った。

「いや、いいよ、別に」

　だが、菅野はあっさりと響の目もく論ろ見みを打ち砕くだく。

「犯人逮捕とか、面おも白しろかったけど、もういいかな。俺が取り押さえるとかは無理だしさ。聞き込みの結果だけ教えてもらえれば、それを聞いて推理するから」

　仮にも刑事とは思えない台詞せりふを、菅野は平然と言い放つ。

　聞き込みは地味な仕事だが、重要な捜そう査さの一つだ。おろそかにするような発言は許されるべきではないが、今まさに、その聞き込みから逃にげようとした響には何も言う権利はない。

「それじゃ、行くぞ」

　暁に促うながされ、響は捜査に向かう。

　前回は暁が勝手な単独捜査をしたせいで、偶ぐう然ぜん、一いつ緒しよになったときを除けば、ほとんど別行動だった。今回もそうならば、暁と行動を共にしなくて済む。

　エレベーターに向かって歩く暁を追いかけながら、前回のように置き去りにされることを響は願った。

「松下の自宅は目め黒ぐろだったな。道はわかるか？」

　エレベーター前で足を止めた暁が、響に確かく認にんを求めてくる。

　今日、初めてまともに目が合った。響は不自然なほどに慌あわてて視線を逸そらした。

「だ、大だい丈じよう夫ぶです」

「そうか。だったら、運転は任せる」

　響が動どう揺ようしているのに気付いていないのか、暁はそう言うと、到とう着ちやくしたエレベーターに先に乗り込んだ。

　響も急いで後に続き、暁の後ろに回り込む。

　後ろ姿だけなら、まだ平気だ。顔を見ると、どうしても昨日のことを思い出してしまう。だから背中だけしか見ないでいいからと、後ろ側に場所を取った。

　運転を任されたということは、暁は響と一緒に聞き込みをするつもりのようだ。前の事件のときのような当てがないからなのかもしれないが、今は困こん惑わくするだけだ。

　駐ちゆう車しや場で割り当てられた車の運転席に響が座ると、当たり前だが、暁が助手席に乗る。距きよ離りは近いが、顔は見なくて済む。まだ少しは気が楽だった。

「犯人は、どうして、被害者たちの秘密を知ることができたんでしょうか？」

　車を走らせ始めてから、響は自分から話しかけた。沈ちん黙もくが訪おとずれるのが怖こわかったからだ。それに、捜査のことを考えていれば、余計なことに気が回らないはずだ。響はそう思った。

「どちらも、第三者がいない場での出来事ではないし、調べられなくはないが、何か被ひ害がい者しやと接点がなければ、そんな事件があったことには気付かないはずだな」

　響の疑問に、暁は自分の考えで答えてくれる。完全に刑事の顔で、暁だけを見ていれば、響との間にあんなことがあったなどとは、誰だれも気付かないだろう。それくらい、暁はいつもどおりだった。

「被害者二人には、まだ警察が気付いていない共通点があったんだろうな」

　五十人態勢の捜査本部でも見つけられていない共通点を、たった五人のトクセンで見つけられるのか。だが、それをするのがトクセンだ。改めて、自分たちの役割が思い出され、身が引き締しまる。

　車はやがて目黒にある松下の自宅へと到着した。松下と妻の二人暮らしだから、今は妻だけしかいないことになる。捜索願を出したのは、この妻だ。

　松下は十年前に離り婚こんしていて、その一年後に再さい婚こんした。二度目の妻は、不安いっぱいの顔で、響たちに応対した。

「捜索願を出されたのは二週間前ですが、実際にご主人と連れん絡らくが取れなくなったのは、いつですか？」

「その二日前です」

　若い後妻は心配で堪たまらないのだろう。目に涙なみだを浮うかべている。

「いつもは二日も連絡が取れないことはなかったんですね？」

　重ねて問いかける暁に、妻は無言で頷うなずいた。

「失しつ踪そうの原因に心当たりはありませんか？」

「何もありません」

「ご主人に何か変わった様子は？」

「気付きませんでした」

　妻は問われるままに答えていく。暁の隣となりでそのやりとりを見つめていた響は、妻が噓うそは言っていないと判断した。ここでも響の魔ま性しようの力は出る幕がなさそうだ。

　妻が最後に松下を見たのは、仕事だと言って出かけるのを見送ったときだった。だから、いつも持っているという鞄かばんや携けい帯たい電話や手帳は、自宅に残されていなかった。

「ご主人のお部屋を調べさせてもらってかまいませんか？」

「お願いします」

　捜そう索さく令状があるわけでもない。まだ犯罪に関かかわっているかどうかもわからない。それでも、妻はわらにも縋すがる思いなのだろう。響たちを松下の仕事部屋に案内した。

　二人がかりで室内を探ってみたが、これといって、失踪に繫つながりそうなものもなければ、誘ゆう拐かいの被害者になりそうな秘密も見つからなかった。ただ、デスクの上にあるノートパソコンだけが、パスワードがかかっていて中を見られない。

「こちら、お借りしてもよろしいですか？」

「それで主人が見つかるなら……」

　なんでも持って行ってもらって構わないと、妻は貸し出しを許してくれた。

「それから、ご主人と親しい方をご存じでしたら、教えていただけますか？」

「二人だけですが……」

　妻はそう言ってから、二人の男の勤務先と名前を告げた。

「ありがとうございます。それでは、今日のところはこれで帰ります。何かわかり次し第だい、すぐにご連絡しますので」

「よろしくお願いします」

　深々と頭を下げる妻に見送られ、響たちは松下宅を後にした。

「一いつ旦たん、トクセンに戻もどるか。このパソコンを早く波野に調べてもらおう」

「わかりました」

　響は行き先を警視庁にして、車を走らせた。







　パソコンを波野に託たくした後、次に向かうのは松下の友人のところだ。携帯電話が残っていれば、そこから全すべての交友関係を探さぐれるのだが、ないものを強請ねだっても仕方ない。

　妻が教えてくれたのは、テレビ局でプロデューサーをしている矢や野のという男だ。妻が知る限り、一番、親しかったらしい。

「行方ゆくえ不明なんですってね。驚おどろきました」

　テレビ局の喫きつ茶さ室で面会に応じてくれた矢野は、松下のことでと暁が切り出しただけで、その先を自分から口にした。

「それはどなたから？」

「奥さんです。電話がかかってきて、心当たりはないかって聞かれましたから」

「ということは、心当たりがなかったんですね？」

「ありません。いなくなったっていう前日にも一緒に飲んでたんですけど、松下さん、いつもどおりでしたよ」

　矢野は不思議でならないと首を傾かしげている。その態度に噓や誤ご魔ま化かしは感じられなかった。

「松下さんには、何か人に話せないような秘密がありませんでしたか？」

「秘密、ですか？」

　意外そうに問い返してくるところを見ると、矢野は何も知らないらしい。

　妻も知らず、最も親しいとされる男も知らない。松下は自らの意志で失踪しただけで、誘拐の被害者ではないのだろうか。そもそも、有名人の行方不明者というだけで、松下を調べているのだから、見込み違ちがいの可能性は大いにある。

　だが、殺されても守りたいとする秘密なら、絶対に誰にも話さないはずだ。だから、まだ諦あきらめるわけにはいかなかった。

「もしかして、松下さんも例の事件の被害者なんですか？」

　さすが矢野もマスコミの人間だ。ただの失踪では警察が動かないから、世間を騒さわがせている誘拐事件との関連に気付いたようだ。

「まだなんとも言えません。ただ、松下さんも著名人ですから、念のためにお話を伺うかがっているだけです」

　暁が如じよ才さいなく答える。実際、その言葉に噓はなかった。

「何かあったら、真っ先に教えてくださいよ。いくらでも捜そう査さ協力しますから」

　そう言って、矢野は響にも名めい刺しを押しつけてきた。

　たいした収しゆう穫かくもなく、テレビ局を出た二人は、次に松下の親しん戚せきを訪ねるために、千葉に向かう。松下の両親は既すでに亡なくなっていて、兄弟もおらず、一番近い親類が千葉に住む叔父おじだった。

「さっきのディレクターですが、先走って報道したりしないでしょうか？」

　車を走らせながら、響は前を向いたままで暁に尋たずねる。矢野の張り切った様子を見ていて、少し心配になったのだ。

「それはそれでアリだけどな」

　暁から予想外の答えが返ってきた。

「どうしてですか？」

「報道を見て、目もく撃げき者が名乗り出てくるかもしれないだろ。ただの失踪だとしても、何か情報が欲しい」

「犯人に知られて、松下さんの身に危害が加えられる恐おそれは？」

　誘拐事件ではまず被害者の身の安全を優先する。そのために警察発表があるまでは公おおやけにしないという報道協定が敷しかれるのだ。だが、松下はまだ誘拐されたと判明したわけではない。矢野が協定を気にする必要はなかった。

「例の事件の被害者になってるなら、もうとっくに殺されてるはずだ。無む駄だに二週間も生かしておくと思うか？」

「いえ……」

　嫌いやな予想だが、これは響も認めざるをえない。現に他ほかの二人の被害者は誘拐されてから解放されるまで、どちらも三日以内に終わっていた。二週間は長すぎた。

　つい暗い想像をしてしまったからか、車内に沈ちん黙もくが訪おとずれる。そうなると、嫌でも二人きりだということを実感させられる。

　どうして、今日に限って、一人で捜査をすると言ってくれないのか。普ふ通つうにできる刑けい事じのような振ふる舞まいが、響を戸と惑まどわせる。だから、つい、その思いが口を突いて出てしまった。

「今日は一人で捜査しないんですか？」

「してほしいのか？」

「そういうわけでは……」

　返事に困り、響は言い淀よどむ。

「昨日、約束しただろう？　違い法ほうな捜査はしないって」

　確かく認にんを求められ、響は言葉に詰つまる。

　売り言葉に買い言葉で、確かにあのとき、響は暁に対して、捜査方法を変えるように迫せまった。その交こう換かん条件として、セックスの相手をすると言ってしまったのだ。

　だが、昨日のことは口にしないと、そんな暗あん黙もくの了りよう解かいができているように、響は勝手に思い込んでいた。そうしていれば、自然に忘れられるのではないか。そんな甘い期待さえ抱いだいていた。

　けれど、暁からはっきりと覚えていることを匂におわされ、その期待は打ち砕くだかれた。自分を抱いた男と一いつ緒しよに車にいるのだという現実を突きつけられる。

「ま、今は抜ぬけ駆がけするようなネタを何も摑つかんでないってのもあるけどな」

　冗じよう談だんなのか、暁は笑って言った。

　響がこれだけ意識しているのに、暁は何も気にならないようだ。暁にとっては、一度のセックスなど、気にするほどのことではないのかもしれない。それとも、これが大人の対応なのだろうか。

　暁を見ていると、割り切れない自分が情けなくなる。だから、響は視線を決して横に向けず、前だけ見て車を走らせた。







　トクセンが松下の行方を捜さがし始めて二日後だった。最悪の想像が現実となり、松下の遺体が発見された。奥おく多た摩まの山中にある廃はい屋おくで、椅い子すに縛しばられた状態で、腹をナイフで刺さされての出血死だった。検死結果は死後約二週間で、行方不明になってから、すぐに殺されたと推測される。担当は奥多摩署だが、他二件の誘ゆう拐かいとは関連づけていないらしい。

「奥多摩署には誘拐のことは連れん絡らくしないんですか？」

　松下が発見された情報を得てから今まで、徳川が一向に電話をかける様子がないことに、菅野が問いかける。

「まだいいだろ。本当に関連してるかどうかわからないんだ。それに、どういった捜査方針でも、結果に辿たどり着ければいいんだしな」

　徳川にやる気がないわけではないのだろうが、この様子ではあくまでトクセン単独での捜査になりそうだ。一見、如才ないように見えるが、徳川も他と仲良くできるタイプではないのかもしれない。

　松下の遺体が発見され、トクセンは誘拐事件の最初の被ひ害がい者しやとして、捜査を開始することにした。まずは、それまでに調べていた捜査結果の報告だ。

「今のところ、まだ脅おどされそうなネタは発見できてません。前の奥さんとの離り婚こんは、松下氏の不ふ倫りんが原因ですけどね」

　真っ先に、菅野が報告する。

「命と引き替かえにするようなネタじゃないな」

「ですよね」

　徳川に否定されても、菅野も同じ意見だったのだろう、すぐに引き下がった。

「まあ、命がけで隠かくしたいくらいだ。そうそう簡単には見つけられないか」

　徳川も仕方ないと思っているのだろう、班員の捜査不足だと責めるようなことはない。

「よし、菅野、俺と一緒に現場を見に行こう」

　打開策を見つけ出したいのか、それとも、何か案が浮うかんだのか、徳川が初めて、自ら捜査に出向くことを宣言した。

「班長も行くんですか？」

　菅野が意外さを隠さずに尋ねる。

「本庁内なら、お前の無礼さは有名でも、奥多摩は知らないだろ。お前一人で行かせると、向こうと揉もめそうだから、仕方なくだ」

　嫌そうに顔を歪ゆがめた徳川の説明を受け、菅野が肩かたを竦すくませる。

「波野は三人に共通点がないかを調べてくれ。暁と楢崎は……」

「引き続き、聞き込みに行ってきます」

　徳川の言葉の先を読んだ暁が、自ら行動を口にした。そして、すぐさま立ち上がり、響に声をかける。

「行くぞ」

「は、はい」

　暁に促うながされ、響も急いでトクセン部屋を出た。

「元奥さんに会いに行ってみるか」

「そうですね。まだ話を聞いていませんでした」

　並んで歩きながら、暁がこれからの行き先を提案し、響が同意する。

　離婚理由が松下の浮うわ気きだから、恨うらんでいてもおかしくない。だったら、松下の嫌なところを話してくれるかもしれない。

　この二日間、暁と二人きりになる時間は多かった。だが、事件捜査という共通の目的があるおかげで、どうにかやり過ごせていた。暁も一度だけ、あの夜のことを匂わせたが、それ以降は何も言わなかった。

「次の聞き込みはお前に任せるからな」

　もうすぐ目的地に着くというときになって、暁が確定事じ項こうのように言った。

「それは構いませんが……」

　どうしてかと、響は疑問に思う。

　今までずっと、聞き込みは暁が行っていた。年上というだけでなく、刑事のキャリアも暁のほうが遥かに長い。隣となりで聞いていても、不足のない聞き込みだった。だから、響はこれまで自分を主張しなかったのだ。

「前の奥さん、ちょっとキツいタイプのおばさんなんだよ。奥多摩署の連中もギャンギャン責められたらしい」

「奥多摩署と連絡を取ったんですか？」

　意外な台詞せりふが響を驚おどろかせる。情報よりも、その行こう為いに、思わず問いかけずにはいられなかった。

「事前情報は必要だ」

　得意になることもなく、暁は平然と答えた。

　ずっと行動を共にしていたのに、暁がそんなことをしていたとは全く気付かなかった。松下の遺体が発見されず、また誘拐とは無関係だとなれば、言うつもりもなかったのだろう。

　無駄に思える情報収集も、捜そう査さには必要になってくる。勝手な行動を取ったり、違法スレスレの捜査をするばかりではなかったというわけだ。

「そのマンションだな」

　暁が指差す先に、元妻が暮らすマンションが見えてきた。

　松下がコメンテーターとして活かつ躍やくしていた頃ころに離婚したから、かなり高額の慰い謝しや料りようを受け取り、それでこのマンションを買ったらしい。

「昨日も警察の方が来られましたけど、何度も迷めい惑わくなんです。今いま更さら、あの人のことで話すことなんてありません」

　訪ねていった響たちに対して、元妻は玄げん関かん先さきでいきなり先制パンチを繰くり出してきた。中にも上げず、早々に追い払はらおうという雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

　浮気で別れた夫のことだ。今でも恨んでいて、思い出したくないのも無理はない。それに、奥多摩署から聴ちよう取しゆは既すでに受けているから、どうして、何度も同じ話をしなければならないかと腹を立てているのだろう。

「申し訳ありません。今の奥様ではわからないことがありましたので……」

　響はここぞとばかりに前に出た。トクセンに配属されて初めて、魔ま性しようの力を使うときが来た。

「立ち話もなんですから、どうぞ、中に入ってください」

　まっすぐに響から見つめられ、元妻は急に目を蕩とろけさせ、一オクターブ上がった声で響たちを室内へと誘いざなった。

　我ながら、すごい力だと、心の中で苦にが笑わらいする。自分の意志でコントロールできれば、もっと有効に活用できるのだが、今はマイナスに作用することのほうが多いのが難点だ。

「それで、私に聞きたいことというのは？」

　リビングのソファに響たちを座らせ、その向かいに腰こしを下ろした元妻が、自分から先を促してくる。早く響の役に立ちたいと、必死になっているのがその表情から伝わってくる。

「松下さんには誰だれにも話せない、重大な秘密のようなものがありませんでしたか？」

　単刀直入に切り出した響に対して、元妻がはっきりと動どう揺ようを見せて言葉を詰つまらせる。

　何もなければ、矢野のように質問の意図がわからないと、不思議な顔をするはずだ。それが動揺を見せるということは、何か知っているからに違ちがいない。響はさらに畳たたみかけた。

「その秘密が原因で、松下さんは殺されたのかもしれません。何かご存じでしたら、教えていただきたいのですが……」

　響は体を前に乗り出し、元妻に顔を近づけた。そうすることの効果を充じゆう分ぶんに理解してのことだ。望んだ力ではなくても、効果的な使い方は覚えてきている。

「関係あるかどうかはわからないんですけど」

　元妻はそう前置きをしてから、

「松下は高校生のとき事件を起こしたそうなんです」

　資料にはなかったことだ。初めて聞く話に、響は思わず暁を振ふり返り、顔を見合わせる。暁は無言で頷うなずき、先に進むように促す。

「どんな事件ですか？」

「強ごう盗とう殺人だと聞いています」

「強盗殺人？」

　さすがに響も声を上げずにはいられなかった。

「いえ、主犯ではなく、仲間にされて、見張りをさせられただけらしいんです。だから、罪には問われていないし、自分は悪くないと言ってました」

　そうはいっても強盗殺人だ。そんな過去を知られては、評論家としての今後はない。以前のように華はなやかな世界に戻もどれなくなる。松下は絶対に隠し通そうとしただろう。それに、本当に殺されるとは思わなかったのかもしれない。だから、告白を拒こばみ、殺されてしまったのではないか。

「そんな犯罪者と結けつ婚こんしていたなんて言いたくなかったから、昨日の刑けい事じさんたちには言わなかったんです。秘密があるかどうかなんて、聞かれませんでしたし」

　でも、あなたには話したんだと、元妻は媚こびを売るような瞳ひとみで言ってくる。響はそれを笑え顔がおで受け止め、さらに情報を引き出そうとした。

「そのことは松下さんが自分から打ち明けられたんですか？」

「いえ、確か、主犯だった男が亡なくなったというニュースを見たときに、ついぽろっと口に出したのがきっかけでした」

「主犯も有名人だったということですか？」

「ああ、いえ、そうじゃなくて、高速道路で起きた大きな事故に巻き込まれて、被ひ害がい者しやとして主犯の名前が出たんですよ。それで……」

　主犯は誘ゆう拐かいとは無関係の事故死だった。被害者が増えずに済んで、響は小さく安あん堵どの息を漏もらす。

「松下はこれで秘密は守られると言ってました」

「つまり、松下さんの過去を知っている人間は、その亡くなった主犯だけだったということですね？」

「あの人はそう思ってたみたいですよ。でも、亡くなった方が誰にも話していないという保証はありませんよね？」

　元妻から問い返され、響も頷くしかない。

　どれだけ松下の経歴を調べても、強盗殺人に関かかわったことが出なかったのは、主犯が話さなかったからだ。どういう経けい緯いがあって、そうなったのかは、今はもう知る術すべもないが、おかげで松下は何事もなかったかのような生活を過ごしていた。

　だが、いくら松下が秘密を守りとおしたところで、主犯が黙だまり続けているとは限らない。出所してから、有名人になった松下をテレビででも見かけ、つい口を滑すべらせることもあり得るだろう。

　松下には誘拐事件の被害者になりうる重大な秘密があった。その事件についてもっと詳くわしく調べてみる必要がありそうだ。

　大きな収しゆう穫かくを得ることができた。響と暁は急いでトクセンへと戻った。







　翌日は松下が関わったという過去の強盗殺人事件について、朝からずっと調べ回っていた。だが、結果は芳かんばしくなかった。いつ、という時期がはっきりしないのも、捜査が進展しない原因になっていた。聞き込みをするにも、高校時代の同級生から話を聞き始めたものだから、なかなか進まないのだ。そして、当時の同級生たちは、何も知らなかった。

　ただ闇やみ雲くもに聞き込みをしても成果が出ないかもしれないと、一度、トクセンに戻り、他ほかの捜査結果を聞きつつ、対策を立て直すことを暁が提案した。

　響に拒きよ否ひする理由はない。それで本庁に戻ってきたのだが、もう午後七時近かった。

　何か成果があれば、疲つかれも感じない。だが、何も収穫がないと、働いた分だけの疲れが蓄ちく積せきする。響は知らず知らず溜ため息いきを吐ついていた。

「まだ遺体が発見されて二日目だ。いつもいつもすぐに犯人が見つかる訳じゃない。今から疲れててどうする」

　溜息を暁に見み咎とがめられ、初めて暁から先せん輩ぱいらしい叱しつ責せきを受けた。

「すみません」

　ただの先輩と後輩という関係になれた気がして、響は素す直なおに頭を下げる。

「本気で疲れる前に、ケリをつけたいところだけどな」

　暁はそう言って、ふっと口元を緩ゆるめた。それはまるで本当は自分も疲れているんだと、響を励はげましているように聞こえた。

　あれからまだ四日しか過ぎていないが、日が経たつにつれ、あの夜のことは夢だったのではないかと思うようになっていた。あまりに暁の態度が平然としているから、忘れそうになるのだ。ただ、それは暁とまともに視線を合わさず、体温を感じるほど近くには寄らないよう、響が注意を払っていたからでもある。

　今も響は並んでいるように見えて、実は暁よりも少し後ろを歩いていた。庁舎のロビーを横切り、エレベーターに向かっていると、

「暁刑けい事じ」

　不意に聞き覚えのない声に呼びかけられ、暁が足を止め、響もそれに倣ならった。

　声のほうに顔を向けた響が見たのは、スーツ姿の若い男だった。響と同年代くらいだろうか。ジャケットに記者証を付けているからそう見えるのかもしれないが、短い黒くろ髪かみに黒くろ縁ぶち眼鏡が頭の良さそうな雰囲気を醸かもし出していた。

「誰だっけ？」

　暁が男に向かって首を傾かしげ問いかける。相手が名前を呼んだから、てっきり顔見知りなのかと思ったが、そうではなかったらしい。

「毎朝新聞の所ところ沢ざわです」

　所沢は名乗りながら名めい刺しを差し出してきた。意外なことに、暁はそれを受け取った。

「記者さんが俺に何の用？」

「松下さんの事件、トクセンが動いてるんですよね？」

　おそらく探さぐりを入れようと、いきなり切り出す作戦だったのだろう。所沢はどんな表情も見み逃のがさないとばかりに、暁の顔をじっと見つめていた。　>>>♥

　トクセンのことは、大っぴらに宣伝したわけではないが、警視庁の張り番記者なら知っている。だが、今はまだ『仮』のようなもので、正式な稼か働どうとなるまでは公おおやけにしないよう、マスコミには通達してあった。だから、詳しよう細さいは伏ふせられていたのだが、暁たちがトクセンのメンバーであることは、新聞記者であれば調べられただろう。

「さあ、どうかな」

　答える暁の表情には、欠片かけらも動揺は見つけられない。だから、所沢は響にも視線を向けてきたが、無表情は響に標準装備されているようなものだ。これくらいで表情を変えることはなかった。

　松下が殺されたことは明らかになっていても、警察はまだ一連の誘拐事件の被害者だとは決定していない。それは捜そう査さ一課の方針だった。ここでトクセンが動いていることがばれれば、松下の事件が異常犯罪だと思われてしまう。それ故ゆえ、口を滑らせるわけにはいかないのだ。

「そう言わず、教えてくださいよ。発表があるまでここだけの話にしますから」

　所沢は簡単には引き下がらなかった。

「暁さんはうちに借りがありますよね？」

「借り？」

　訝いぶかしげに問い返す暁の様子から、心当たりがないことがわかる。

「昔の事件、うちは知っていたのに伏せておいたんですよ」

「ああ、あのことな」

　暁はすぐに理解したように頷いた。おそらく、暁が過去に巻き込まれた事件のことだろう。響が知らなかったくらいだから、事件そのものが報道に出なかった可能性もある。殺人ともなれば難しいだろうが、刺さされたといっても軽傷だったらしいから、伏せることができたのだろうか。

「で、協力しないと、それを公にするって？」

　暁が茶ちや化かして尋たずねるが、さすがに響はもう黙っていられなかった。

「それは警察官を脅きよう迫はくしていると考えてよろしいですか？」

　決して声を荒あらげず、淡たん々たんと問いかけたが、無表情故にその声まで冷たく聞こえる。響の問いかけは警告だった。

「そんな怖こわいことしませんよ」

　所沢は大げさに右手を顔の前で振ふって、慌あわてて否定した。

「別に書きたきゃ書いていいぞ。俺は隠かくしてるわけじゃない」

　暁は笑え顔がおで所沢を唆そそのかす。暁自身はカミングアウト済みだから、知られて困るのは、事件を隠そうとした警察上層部だ。つまり、記事にするということは、毎朝新聞が警察を敵に回すことになる。所沢個人の問題ではなくなるのだ。

「じゃ、そういうことだから」

　まだ何か言いたそうな所沢をその場に残して、暁は話を一方的に切り上げ、歩き出す。所沢のことが気になるものの、響も暁に続いた。

「ああ言っておけば、書かないだろ」

　エレベーターで二人きりになってから、暁が自分から話題にした。

「やっぱり記事にされると困りますか？」

「俺はいいんだけどな。もうカミングアウト済みだし。けど、被害者でも加害者でもない奴やつに迷めい惑わくがかかる」

「それは、その、元カレ……？」

　確かく認にんしたかったが、名前を知らないため、他に言いようがなく、響は躊躇ためらいながらも男に対して使うとも思わなかった言葉を口にした。

「ああ。あいつは一いつ般ぱん人だからな。当時も、マスコミには流れなくても、刃にん傷じよう沙ざ汰ただ。周りには知られてしまった。それで、転職せざるをえなかったんだよ」

　だから、もう無用の苦労はさせたくないのだと、暁は元カレを気き遣づかう。だが、響は暁の口ぶりが気になった。今の言い方では、元カレが事件に無関係なように聞こえるのだ。

「ですが、暁さんが刺された原因の男なわけですよね？」

　そもそも、暁に未練たっぷりだった元カレの態度が、当時の恋こい人びとを嫉しつ妬とに駆かり立てたのだ。それに、何故なぜその恋人が暁のことを知っていたのかも疑問だ。元カレが漏もらさなければ、知りようがないのだ。

　踏ふみ込んだ質問をしているとは思いながらも、響は自分を止められなかった。数日前なら、きっと気付かない振ふりをしただろう。だが、今は違ちがう。

　元カレなら、きっと暁と何度も抱だき合ったはずだ。あの夜、響に触ふれたのと同じように、暁は元カレを優やさしく撫なでたのだろうか。

　おかしな妄もう想そうが響を支配し、捜査に関係のないことを暁に問い詰つめることになった。

「確かに、俺は刺された。それなりの怪け我がを負ったのも事実だ。けど、それだけだ」

　響の問いかけに、暁はなんでもないことのように答える。

「それだけって……」

「俺は少し休職しただけだが、あいつらは違う。失うものが大きかった」

　暁にしては珍めずらしく、聞いてもいないのに元カレたちがどうなったかを自分から説明してきた。事件後、元カレはすぐに会社を辞やめ、暁を刺した恋人は失職したのはもちろんのこと、元カレとの付き合いも終わり、家族からも絶ぜつ縁えんされたのだという。

　暁にはなんら非はなかったのに、痴ち話わ喧げん嘩かに巻き込まれ、刺され、結果的に捜査一課を追われることになったのだ。にも拘かかわらず、暁は刺した恋人のことさえ恨うらんでいない。同情しているようにさえ聞こえた。

「捜査一課から所しよ轄かつに異動になったのは、たいしたことじゃないんですか？」

「一課って、そんなに魅み力りよく的か？」

　暁が半ば呆あきれたように問い返してくる。

「俺は……捜査一課に憧あこがれてました」

　刑けい事じになるきっかけを与あたえてくれた暁がいたから、目指すのは捜査一課だと思っていた。だが、それは言えなかった。八年前のことを暁は忘れているし、何より、ホテルでのことがあるから、あれで邪よこしまな感情を抱いだくようになったと、誤解されたくなかった。

　暁にとっては過去の恋れん愛あいに関係する話だ。そうなると、どうしても、あのホテルでの出来事を思い出してしまう。おまけに今は密室で二人きりだ。

　いつもは無む理り矢や理りに頭から追い出していた。そうしないと、暁を意識しすぎて、捜査に集中できなくなる。だが、所沢のせいで、あの夜の暁が頭から離はなれなくなってしまった。

　響がこんなにもあの夜の記き憶おくに囚とらわれているのに、暁はまるで忘れているかのように見える。ありがたいと思う反面、少し悔くやしくもあった。

「確かに、刑事になりたいって奴は、最終的には捜査一課だよな」

　隣となり合ってはいるが、互たがいに前を向いているから、暁は響の動どう揺ようには気付かないらしい。笑いながら、わかったように頷うなずいた。

「しかし、さっきの記者は気になるな」

「さっき、記事にはしないはずだと……」

「そうじゃない」

　響の言葉を遮さえぎり、暁が真顔で否定する。

「今のあいつの手口、誘ゆう拐かい犯と同じだ」

「あ……」

　指し摘てきされ、響は言葉を失う。

　言われてみれば、確かにそうだ。今の目的は捜そう査さ状じよう況きようを知るためではあったが、隠されている過去をネタに脅おどし、従わせようというやり方は同じだった。

　これが他ほかのときなら、特ダネを摑つかむための記者の手段だとしか思わなかったかもしれない。だが、今はまさにその手口の誘拐事件を捜査しているときだ。類るい似じ点に違い和わ感かんを感じないわけにはいかなかった。

「波野に頼たのんで、あいつのことを少し調べてもらったほうがよさそうだな」

　暁の提案に、響は無言で頷いた。







　トクセンには外部から直通の電話はかかってこない。トクセンの存在が一般には公おおやけにされていないからだ。だから、電話が鳴ると、内線でしかない。

　今もまた呼び出し音を響ひびかせる電話に、内線だろうと思いながら、響は応対に出た。

『暁巡じゆん査さ部長に西にし畑はたさんという方から外線です』

　電話の声は、外部からの電話を取り次ぐ交こう換かんの女性だった。

「今、席を外してるんですが……」

　個人的な用なら携けい帯たい電話にかけてくるはずだ。外部から、暁を指名してかかってくる電話に違和感を覚えつつ、響は無人の暁のデスクを見ながら答えた。ほんのついさっきまではいたのだが、トイレに行ってくると席を立ったばかりだった。

「代わりに用件を伺うかがいますので、繫つないでください」

　話しているうちに暁が戻もどってくるかもしれないし、そうでなくても、伝言を聞いておくことはできる。そう思い、響は交換に取り次ぎを頼んだ。

『では、お繫ぎします』

　その女性の声の後、すぐに若い男性の声が聞こえてきた。

『あの、暁さんは……？』

　おそらく交換の女性から、代わりの者が出ると言われていたのだろう。どうして、別の人に繫がれるのかという、不安そうな響きが声から感じられた。

「申し訳ありません。暁はただいま席を外しております」

『戻ったら、電話をしてくれるよう伝えてもらえますか？』

「わかりました。それでは電話番号を……」

　響がメモを取ろうとペンに手を伸のばしたとき、入り口から暁が姿を見せた。

「お待ちください。戻りましたので、代わります」

　響はまず西畑に断りを入れてから、

「暁さん、お電話です。西畑さんという方から」

　暁に対して呼びかけた。

「西畑？」

　暁は眉まゆ根ねを寄せ、訝いぶかしげな表情を見せる。けれど、それは相手が誰だれだかわからないという顔ではなかった。どうして、その相手から電話がかかってくるのかという、不思議がった顔に見えた。

　暁はすぐにデスクに戻り、受話器を持ち上げる。

「淳あつ志しか？　どうした？」

　電話の向こうにいる西畑に問いかける暁の声は、驚おどろくほどに優しかった。その顔にも声と同じ、優しげな笑えみが浮うかんでいる。再会して以来、初めて見る暁の姿だった。

「ああ、……うん。……それで？」

　だが、西畑の話に相あい槌づちを打っていた暁の表情が、次し第だいに険しくなっていく。

　他人の会話を盗ぬすみ聞きするのはよくないとはわかっていても、暁の態度が気になって、電話から注意が離れない。それでも、西畑の声までは聞こえなかった。

「わかった。一度、そっちに行く。住所は？」

　何やらただ事ではない雰ふん囲い気きが漂ただよってきた。この場にいたのは、就業時間中はずっとパソコンの前にいる波野だけだが、その波野ですら、途と中ちゆうから聞き耳を立て始めているのが、気配で伝わってきていた。

「わかった。すぐに行く」

　暁はそう言って電話を終えると、響に向き直った。

「出るぞ」

　短い言葉で促うながし、暁はもう外に向かって歩き出している。

「どうしたんですか？」

　暁を動かした理由が、西畑からの電話のせいだとわかるだけに、響は気になって理由を尋たずねる。

「訳は歩きながら話す」

　余よ程ほど急いでいるのか、暁は足を止めずに答えるから、声が遠くなっていく。響は急いで後を追いかけた。

　トクセンは各自に捜そう査さの裁量は任されているから、どこに行くだとか、誰に話を聞くだとか、一々、断りを入れなくてもいいようになっていた。今も部屋にいた波野は、二人の行き先を尋ねようとはしなかった。

　二人が在庁していたのは、たまたまだった。午前中の聞き込み先が本庁に近く、それが終わった後、一いつ旦たん、戻っただけで、元々、すぐに出かける予定ではいた。

「西畑はこの間話してた、俺の元カレだ」

　響が暁に追いついたのを確かく認にんしてから、暁が理由を話し始めた。

「あいつのところに新聞記者が訪ねてきたそうだ」

「まさか、それって……」

　暁の険しい顔の理由が思い当たるだけに、響は言葉を詰つまらせる。

「ああ。毎朝の所沢だ。名めい刺しをもらったらしい」

「狙ねらいはやはり、昔の事件についてですか？」

　響の問いかけに、暁はそうだと頷く。

「事件について教えてほしいと言ってきたそうだ。俺を脅すためには詳しよう細さいを知っておきたいのか、それとも他に狙いがあるのかはわからないが……」

　昨日の今日での所沢の行動に、暁も目的を量りかねているらしい。訝しげに目を細め、考える素そ振ぶりを見せる。

「それで、西畑さんはなんと？」

　新聞記者が訪ねてきただけで、警察に電話をかけてくるとは思えない。暁に頼みたいことがあったからではないか。響はそう考えた。

「俺から警告してほしいそうだ。記者にうろつかれちゃ、いつ昔の事件が周囲に知られるかわからない。やっと見つけた新しい仕事なんだ」

　以前の事件は、西畑の自宅近くで起きたことから、まず近所にゲイと知られ、すぐに職場にもばれることになってしまった。以前にそういうことがあれば、用心深くなるのも無理はなかった。

「あいつは事件のことを忘れようと、俺の連れん絡らく先を全すべて消してた。だから、警察に電話をかけてくるしかなかったんだ」

「それなのに、よくトクセンに暁さんがいるとわかりましたね」

　電話はトクセン宛あてにかかってきた。事件当時は捜査一課所属だったから、本庁にかけてきてもおかしくはないが、その後は所しよ轄かつに異動になっている。暁という名前だけでは、交換が取り次がなかったはずだ。

「所沢に教えられたそうだ。俺は本庁のトクセンにいるってな」

「つまり、西畑さんから暁さんに連絡を取らせようとしたってことですね？」

「だろうな」

　そうなると、やはり、所沢の目的は捜査情報を引き出すことなのだろうか。言葉で脅おどさなくても、西畑を困った立場に追い込むことで、暁を動かそうと考えたのかもしれない。

　そう思う一方で、もしかしたら、所沢が犯人ではないかという疑念が湧わいてきた。暁に拘こだわりすぎている気がしてならないのだ。

　スクープを取るために、他社を出し抜ぬこうと近づいてくる記者は他ほかにもいる。だが、上が揉もみ消した事件をネタに情報を引き出そうとするのはやりすぎだ。フリーのジャーナリストならまだしも、全国紙の新聞記者のすることではない。他に狙いがあるとしか考えられなくなるのだ。

　ただ、仮に所沢が一連の誘ゆう拐かい事件の犯人だとしても、暁は次のターゲットにはならないはずだ。秘密ではあるが、暁は被ひ害がい者しやだ。西畑に至っては、被害者でも加害者でもない。

　これまでの誘拐事件の被害者たちは、罪に問われず悪事を働いていた。だから、誘拐犯への世間の評判も、正義の味方だと応おう援えんするような意見があったのだ。これで暁を誘拐すれば、世間の評価は確実に下がるだろう。

「松下の事件も誘拐犯の仕し業わざだと警察が発表すれば、そうも言ってられないだろうな」

「どうしてですか？」

「今までは被害者を無事に釈しやく放ほうしていたから、世間もヒーロー扱あつかいしたが、松下は殺されてるんだ。世間が殺人犯を褒ほめ称たたえると思うか？」

　確かに、暁の言うとおりだ。意に沿わなければ殺すような凶きよう悪あく犯を、誰が支持するだろうか。

　菅野のプロファイリングによれば、今回の犯人は、自己顕けん示じ欲よくの塊かたまり、認められたいという欲よつ求きゆうが人並み外れている男らしい。

「もう何をしようが関係なくなるってことですか？」

　暁が険しい顔で頷うなずく。

「俺をターゲットにしてくる分には、所沢が犯人でいてくれたほうがありがたいが、西畑を狙われると厄やつ介かいだ」

「所沢が黒か白か、早く結論を出す必要がありますね」

「ああ。あいつが行動に起こす前にな」

　犯人なら逮たい捕ほできるし、そうでないなら、行きすぎた取材活動を上から注意してもらうだけで済む。どちらにしても、急がないと、一いつ般ぱん人の西畑が迷めい惑わくを被こうむることは避さけられない。

　駐ちゆう車しや場に向かう二人の足は、自然と速まった。







　西畑の住所を電話で聞いたのは暁だ。だから、説明するより自分が運転したほうが早いと、暁がハンドルを握にぎり、車を走らせる。

　決まった休みがない刑けい事じをしていると、曜日感覚がおかしくなるものだ。今日が日曜日だということを、サラリーマンの西畑が在宅していたことで思い出した。そのせいで、朝から所沢の訪問を受けることになったというわけだ。

　マンションを訪ねると、すぐに八畳じようほどの広さのワンルームの部屋に招き入れられる。

「久しぶりだな」

「わざわざごめん。忙いそがしいのに」

　元恋こい人びと同士が事件以来、数年ぶりの再会だ。やはり、二人の間には、そんな雰囲気が漂っていて、響は疎そ外がい感を感じずにはいられなかった。

　狭せまい部屋ではソファセットなど置くスペースがないから、ベッドの前にあるテーブルを挟んで座るしかないのも、居い心ごこ地ちの悪さを増ぞう幅ふくさせていた。生活感と言うよりも、ベッドがどうにも生々しく感じるのだ。

　捜査の一いつ環かんだとはいえ、この場に立ち会うことの気まずさに、響はつい瞳ひとみを伏ふせる。抱いだく必要のない罪悪感や後ろめたさのようなものを、暁の元カレである西畑に対して抱いてしまうからだ。

「俺のことはいい。大だい丈じよう夫ぶか？」

　暁に気き遣づかわれ、西畑が力なく笑ってみせる。

　西畑の印象は一言で言えば、儚はかなげだ。小こ柄がらで細身だからということもあるのだろうが、三十歳という年ねん齢れいよりも遥かに幼く見える可愛かわいらしい顔立ちも、男なのに守ってやりたいと思わせる。響とは何もかもが正反対だ。

　今の二人からは、久しぶりの再会に対する気まずさは感じられなかった。そもそも何が原因で別れたのかはわからないが、少なくとも、喧けん嘩か別れではなさそうだ。

「所沢は他になんて言ってた？」

　暁が詳細を知ろうと、早々に本題を切り出す。

「最初は、暁刑事をご存じですよねって言われて、何も言えないでいたら、昔の事件のことを教えてほしいって……」

　困こん惑わくした様子で、西畑は数時間前の話を語り出す。休日だからと、自宅でくつろいでいると、いきなり所沢が訪ねてきたという。

「何も話すことなんてないからって断ったんだけど、また来るって言ってた」

「また？」

　西畑と所沢のやりとりは、短時間で済んだようだ。簡単に引き下がったにしては、すぐに次の話をするのに違い和わ感かんを覚えたのだろう。暁が訝いぶかしげに問い返す。

「それまでに思い出しておいてくれって」

「お前の周りをうろついて、俺に脅しをかけるつもりだろうな」

「それってどういう意味？」

　西畑が不安そうな顔で、暁に尋たずねる。

「俺はカミングアウト済みだから、男同士の関係が脅しにはならない。だが、お前には有効だ。だから、俺に助けを求めさせようとして、お前に近づいたんだ。そうすりゃ、俺たちが再会するはずだってな」

「どうして、そこまで……」

　新聞記者から脅されるような覚えがないからだろう。西畑は驚きよう愕がくした顔で言葉を詰つまらせる。

「俺を脅しても効果がなかったから、お前を利用しようとしたんだ。俺が今追いかけてる事件の特ダネを摑つかむために、逢あい引きの現場でも押さえたかったんだろう」

「そんなことで？」

「どこの世界にもおかしな奴やつはいるってことだ」

　暁は苦にが笑わらいを浮うかべ、行きすぎた取材活動だと西畑に説明する。

「だから、そうさせないために、こいつを連れてきた」

　暁の方針に、響も異論はなかった。誘拐と関かかわりがあるかどうかは定さだかではないのだし、無む駄だに怯おびえさせることはないだろう。かといって、無む警けい戒かいでいるのも危ない。ここに来るまでの間に、西畑にはそう対処しようと二人で決めたことだ。

「お前、しばらく警護をしてくれないか？」

「俺がですか？」

　暁の頼たのみに、響は思わず反射的に問い返してしまった。

　最初に暁から同どう僚りようの楢崎だと紹しよう介かいされて以降、響が口を開く機会はなかった。邪じや魔まをしないように気を遣つかっていたのだ。

「俺と一いつ緒しよにいること自体が脅しのネタになるんじゃ、誰だれかに頼むしかないだろ。いくら警備畑の人間だったからって、班長に頼むわけにはいかないし、となれば、他に警護ができそうなのはお前だけだ」

　菅野と波野に無理なことは、響にもわかっている。現実に、響しか人員が割さけないのなら、納なつ得とくするしかなかった。

「守ってもらわなきゃいけないくらいのこと？」

　西畑が怯えた様子で問いかけてきた。西畑からすれば、ただ新聞記者が近づいてきただけだった。それなのに、暁と響の刑事二人が、警護の必要性について意見を一いつ致ちさせているのだ。不安になるのも当然だろう。

「刑事が隣となりにいれば、あいつも近づいてこられない。まさか、刑事の目の前で恐きよう喝かつはできないだろ。虫むし除よけだと思って、我が慢まんしてくれ。その間に、事件を解決して、特ダネじゃなくしてやるから」

　西畑を安心させるために、暁は気楽な口調で言った。それでもまだ西畑は不安を拭ぬぐえないらしく、本当に大丈夫なのかという目を響に向けてきた。

　おそらく、付き合っていた頃ころから、暁は相手を気遣い、何かあっても何でもないと言い続けていたのだろう。刑事という仕事をしていれば、危ない目に遭あうことは少なくない。今回もまた、心配する西畑を安心させるための方便ではないかと、響に確かく認にんしようとしているようだった。

「大丈夫です。安心してください。暁さん以外のトクセンメンバーは優ゆう秀しゆうですから」

　響にしては珍めずらしく軽口を叩たたく。いつもの自分の態度では、決して安心感を与あたえないことはわかっていた。今は刑事として、民間人を守ることを優先すべきだ。暁の元カレだとか、そういうことは頭の中から追い払はらう。

「俺以外って、どういうことだよ」

「捜そう査さに私情を交える人を優秀だと言わないと思いますよ」

　西畑からの電話を受けて暁が飛んできたことを響が当てこすると、暁もすぐに理解したのか、苦笑するだけで否定しなかった。

「それに、あまり強そうには見えないかもしれませんが、俺は柔じゆう道どう剣けん道どうともに有段者ですし、同じ階級なら、警視庁内では負け知らずですから、あの記者一人くらい、簡単に投げ飛ばせます」

　響の言葉に食いついたのは、西畑より暁のほうが早かった。

「マジで？」

「こんなことで噓うそを吐ついてどうするんですか」

　驚おどろいた顔の暁に、響はいつもの調子で冷静に言い返した。柔道も剣道も、警察官になろうと決めてから始めたのだが、元々、運動神経がよかったのもあって、有段者になるのは早かった。暁はどう見ても、自ら進んで道場に足を運びそうにはないから、その事実を知らなかったのだろう。

「いや、それなら頼もしい」

　暁は感心したように言ってから、西畑に視線を向ける。

「お前も安心して、こいつに守られてろ」

　暁の言葉を受け、西畑が少しだけ安あん堵どしたような笑えみを浮かべた。

　暁から信しん頼らいされたのは、ようやく刑けい事じとして認められたような気がして嬉うれしかったのだが、二人だけで通じ合っているような雰ふん囲い気きには、何故なぜか、少しだけ胸が痛んだ。
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　西畑を無事に会社に送り届けてから、響は暁と合流する。週明けの月曜日から、そのスタイルで警護を開始していた。

　西畑の仕事がまず外に出ないことから、出しゆつ勤きんした後は、ずっと社内にいるため、警護の必要がなくなる。万が一、所沢が会社まで押しかけてきたとしても、面会を断ればいいだけだ。毎朝新聞という肩かた書がきがある以上、人の目がある場所では、強ごう引いんな態度には出られないだろう。だから、西畑の警護は、会社への行き帰りだけでよかった。

「松下のパソコンから、所沢の名めい刺しが出たぞ」

　西畑の会社前まで車で迎むかえに来た暁は、響が助手席に座るなり、響がいない間の捜そう査さ状じよう況きようを報告してきた。

　前回、松下宅から持ち帰った私物のノートパソコンだが、パスワードはとっくに波野によって解除されていた。だが、そのときには秘密に繫つながるものが何も見つけられず、念のため、データだけをコピーさせてもらい、現物はもう返へん却きやくしてあった。

　所沢について調べる過程で、松下との接点も探さぐっていた。そこで、コピーしていたデータの中から、所沢の名前を見つけたというわけだ。松下は携けい帯たい電話で、名刺をデータとして保存するアプリを使っていた。そのバックアップデータの中に、所沢の名刺があったのだ。

　松下はマメな性格だったようで、定期的に携帯電話のデータもパソコンに移していた。まさか、松下も自分の死後にこんな役立て方をされるとは思ってもみなかっただろう。

「これで、他ほかの二人の被ひ害がい者しやにも所沢が接せつ触しよくしていれば、ほぼ決まりと言っていいだろう」

　そう語る暁の横顔は真しん剣けんそのものだった。

「所沢について、他に何かわかりましたか？」

　響は他にも自分がいない間に、何か捜査に進展がなかったかを尋たずねる。

「今のところ、たいした情報は上がってない。菅野が毎朝新聞に知り合いがいるとかで、聞き込んできたが、それほど有能でもなければ、正義感に溢あふれたタイプでもないとのことだ」

「それで、被害者たちの秘密を知ることができたんでしょうか？」

　他の二人の被害者はともかく、松下に関しては、大昔の話らしいし、響たちでもまだ完全に詳しよう細さいを知ってはいないのだ。有能でない記者にそのネタを摑むことができるのか、響は疑問を口にする。

「噂うわさを聞きつけるだけなら、無能でもできる。難しいのは裏付けをとることだ。俺たちだってそうだろう？」

　もっともな意見に響も頷うなずくしかない。いくら容疑者を見つけ出しても、どんなに怪あやしくても、証しよう拠こがなければ逮たい捕ほできない。同じことが新聞記者にも言える。裏付けが取れなければ、記事にはできないのだ。

「もしかして、記事にしようとしたのに、裏付けが取れず、誘ゆう拐かいなんて乱暴な手段に出たってことですか？」

「そういうふうにも考えられるってことだ」

　響の仮説を、暁は否定しなかった。

「でも、さすが、菅野さんですね。顔が広い」

　今回の事件では一人目だとされていた病院の院長についても、元医者の経歴を活いかして、菅野が情報を集めてくれたのだ。響にはない交友関係の広さに、心底、感心した。

「犯人は自己顕けん示じ欲よくの塊かたまりだって、菅野が言ってただろう？」

「ええ、そうでしたね」

　菅野がプロファイリングした結果は、以前に響も聞いている。それが専門的に学んだものでなく、趣しゆ味みだと聞かされて呆あきれたのだが、あながち間ま違ちがっていないような気がしてきた。

「それ以外にも、三十前後の男で、貧しい家庭で育ったという分ぶん析せきをしていてな、それらが全すべて所沢に合がつ致ちするんだ。だから、あいつは自分の分析が正しいことを証明したくて、相当、薄うすい繫がりを頼たよって、毎朝に行ったらしい」

　動機はどうあれ、事件解決に必死になるのは悪いことではない。犯人逮捕という結果が出ることが一番大事なのだ。

「今も、元病院長には自分が聞き込みに行くって名乗り出たくらいだ」

「菅野さんが聞き込みに？」

　響の驚きは、菅野が足を運んだことではなく、大だい丈じよう夫ぶなのかという心配からだ。

「大丈夫だろ。渋しぶ々しぶ、班長が付き合ってたからな」

　相当に徳川が嫌いやそうな顔をしていたのか、暁は思い出し笑いをしている。

「こっちでも成果があるといいがな」

　暁がそう言いながら、車をマンション近くのコインパーキングに停とめた。

　最初に訪ねるのは、誘拐事件の被害者の一人、元会社社長だ。今はマスコミから逃のがれ、セキュリティ万ばん全ぜんのタワーマンションで暮らしている。

「この状じよう況きようを見ると、犯人のしたことは全く無意味だったってことか」

　豪ごう華かなタワーマンションを見上げ、暁は吐き捨てるように言った。

　社長を退任しても、会社の筆頭株主のままでいるらしい。会社の評判は落ちたものの、ソーシャルゲームだけに不買運動が起こることもなく、人気のあるゲームだったから、会社へのダメージは少なかった。その証拠に、株価もすぐに持ち直した。これでは一足早い、悠ゆう々ゆう自じ適てきの隠いん居きよ生活を送っているだけになってしまう。

　暁だけでなく響もまた、被害者たちへ同情する気持ちは、全く湧わいてこなかった。特に無事に解放された二人に関しては、最初から隠いん蔽ぺい工作などせず、明らかにしていれば、起きなかった事件なのだ。

　だが、このまま犯行がエスカレートすれば、秘密を持っているだけで被害者になりかねない。響たちはそれを恐おそれていた。

　西畑をそんな理由での最初の被害者にしないために、響たちは急ぎ足でマンションの中に入っていった。







　捜そう査さは大きく進展した。被害者二人から聞き込んだ結果、二人とも所沢と面識があったのだ。響たちが話を聞いた元社長は、所沢の名前を言っても首を傾かしげていたのだが、辛しん抱ぼう強く話を聞き、元秘書にも確かく認にんしてもらったところ、所沢から名刺をもらっていたことが判明した。その名刺を見て、元社長は取材を申し込まれたが、断ったことを思い出したのだ。元病院長も同じで、失礼な記者だったという意見まで一いつ致ちしていた。

「お前はまた警護に戻もどる時間だな」

　捜査会議という名の報告会が終わり、暁が腕うで時計で時刻を確認しながら言った。

　午後六時前、西畑はこの期間、極力、残業を避さけることになっているから、そろそろ出なければ待たせることになってしまう。

「ちゃんと守ってやってくれ」

　響が警護に向かうときには、必ずこの言葉で見送られる。そのときの暁にはふざけた様子は一いつ切さいなく、真剣な表情だ。

　元とはいえ、かつては愛した男だ。暁がなんらかの情を西畑に残していたとしても不思議はないのに、過去のことだと割り切れない自分自身に、響は戸と惑まどっていた。それでも、表面上は無表情で頷く。こういうときは感情が外に出づらいことが役に立つ。それに無表情はいつものことだから、不信感を抱いだかれなくて済む。

　響は一人で警視庁を出ると、電車を乗り継つぎ、西畑の勤務する会社前にやってきた。いつも、ここから到とう着ちやくをメールで西畑に知らせることになっていた。今日も同じようにすると、すぐに西畑が姿を見せる。

「すみません。お待たせしました」

　スーツに身を包んだ西畑が、申し訳なさそうに頭を下げる。

「いえ、お疲つかれさまです。行きましょうか」

　形式張った挨あい拶さつだけして、響は歩き出そうとする。

　警護と言っているものの、実質は虫むし除よけだ。そういう意味ではあまり緊きん張ちようしないはずなのだが、暁の元カレだと思うと妙みように意識してしまい、素そっ気ない態度しか取れなかった。おかげで、警護ももう三日目だというのに、会話らしい会話を一度もしていない。

　響が一歩踏ふみ出しても、隣となりに西畑が並ばない。どうしたのかと、響は振ふり返った。

　西畑が思い詰つめたような顔で響を見つめている。

「どうかしましたか？」

　今日の朝にはなかった表情だ。響は訝いぶかしげに尋ねた。

「あの……、これからはタクシーで帰ります。そうすれば、一人にならずに自宅に帰れます」

「自宅前で待ち構えていたらどうしますか？」

　響は冷静に反論した。気の優やさしい西畑のことだから、迷めい惑わくだと考えているのだろう。

「でも、毎日、送り迎むかえしてもらっていたら、捜査ができないんじゃありませんか？」

「これも捜査です」

「もっと大事な捜査がありますよね？　ここに来なければ、他の捜査ができるはずです」

　大人しく控ひかえめな西畑にしては、今日はなかなか引き下がらない。朝には、申し訳なさそうにしていたものの、やめてほしいなどとは一言もなかった。

　会社にいる間に何があったのか。響が探さぐるような視線を向けると、西畑は耐たえきれないのか、すっと視線を逸そらす。

「迷惑だとか、西畑さんが考えることではありません。それに、これで西畑さんを置いて帰ったら、俺が暁さんに責められます」

　暁の名前を出すと、西畑が僅わずかに口元を緩ゆるめる。さっきまでの強こわばった表情が少し砕くだける。それだけ、暁に対して寄せる信しん頼らいが大きいのだろう。

「暁さん、ちゃんと刑けい事じを続けてるんですね」

「ちゃんとかどうかは、人の判断によると思いますが……」

　勝手な単独捜査に振り回された経験が頭をよぎり、響が言葉を濁にごして答えると、西畑は小さく笑った。

「変わってないな。暁さん」

　西畑が懐なつかしそうな顔で、どこか遠くを見つめる。その口ぶりからは、既すでに暁のことを過去として割り切っているように感じられた。

「そろそろ、帰りませんか？」

　ずっと会社前で立ち話をしているのも、いくら響が刑事に見えないとはいえ、西畑にとってはあまりありがたくないことではないのか。

　響の言葉で、西畑は、今いま更さらながら周囲を見回し、目立つ行こう為いをしていることに気付いたらしい。立ち話をしている間には、幸いなことに、誰だれも会社から出てこなかったが、いつまでもここにいては、いずれ誰かに見られるだろう。響との関係を聞かれて困るのは西畑なのだ。

「勝手なことを言ってすみませんでした。お願いします」

　改めて小さく頭を下げる西畑と、今度こそ、響は歩き出した。

　会社から地下鉄の駅まで歩いて、そこから二度、電車を乗り換かえるのが、西畑の通勤ルートだ。だが、今日は違ちがった。

「買い物に行きたいんですけど、いいですか？」

　最初の電車に乗り込んでから、西畑が躊躇ためらいがちに尋たずねてくる。

「もちろんです。西畑さんの生活を邪じや魔まするつもりはありませんから」

「すみません。お世話になった先せん輩ぱいが退職されるので、何か贈おくり物をしたくて……」

　ただの買い物だと申し訳ないと思うからか、聞いてもいないのに、西畑は買い物の理由を説明した。

　その買い物のために、乗り換えの駅えきで電車を降り、老舗しにせデパートに立ち寄った。響は警護の立場を崩くずさず、西畑の少し後ろをつかず離はなれずの距きよ離りでついていく。

　先輩への贈り物と言っていたとおり、西畑が見回っているのは、紳しん士し小物のコーナーだ。女性向けのフロアに比べると、客も少なく、落ち着いた雰ふん囲い気きが漂ただよっている。

「何かお探しですか？」

　男性店員が近づいてきて、西畑に声を掛かける。

「贈り物なんですが……」

　西畑が店員に質問を始めたのを聞き、響はさらにもう少し後ろに下がった。広くてもここからならフロアを見み渡わたせる。どこかから所沢が近づいてきても大丈夫だ。その安心感から、響は陳ちん列れつ棚だなから遠ざかった。他ほかの客の迷惑になるし、視線は常に西畑を捉とらえていた。

　携けい帯たい電話が鳴ったのか、西畑が店員に頭を下げてその場を離れ、応対に出た。響からは少し距離があって、声は聞こえないものの、その表情は思い詰めたような真しん剣けんさがあり、響は気になって近づこうとした。

　だが、その前に西畑が響の視線に気付き、大だい丈じよう夫ぶだというふうに小さく会え釈しやくしてみせられ、響はその場に留とどまった。

　それからすぐに電話を終えた西畑は、再び、品物選びを再開した。けれど、思うようなものが見つからなかったのか、西畑はエスカレーターに向かって歩き出す。響も当然、その後に続くつもりだった。

「ちょっとよろしいですか？」

　警備の制服を着た中年男性がすっと近づいて来て、響を呼び止めた。

「なんでしょうか？」

　仕方なく足を止めた響は、西畑から目を離さずに問い返す。

「大変、申し訳ないのですが、何か身元を証明するものがあれば、見せていただきたいのですが……」

　警備員の物もの腰ごしは柔やわらかだった。響が不ふ審しん人物には見えないからだろう。念のための確認といったふうに感じる。

　どうして、そんな真似まねをしなければならないのか。何故なぜ、他にも客がいるのに、響だけが身分証提示を求められるのか。聞きたいことはあったが、ここで押し問答している時間はない。西畑はもう下に向かうエレベーターに足を踏み込んでいたのだ。

　早々に切り上げようと、響が胸ポケットから警察手帳を出した瞬しゆん間かん、西畑がエスカレーターを駆かけ下りだした。

　通報したのは西畑だ。響はそう確信した。おそらくさっきの電話でこのデパートに通報していたのだ。

「警察です」

　響は警備員に手帳をかざして見せ、急いで西畑を追いかけた。

　響がエスカレーターに乗ったときには、既に西畑はさらに下へ向かう次のエスカレーターに乗り込んでいて、なかなか差が縮まらない。客がいなければ、全速力で追いかけられるのだが、客やその荷物に阻はばまれ、思うように進まない。ただ、それは西畑も同じ条件だったから、差が開くこともなかった。

　西畑は一階でエスカレーターを降り、客を搔かき分け、店外へと飛び出していく。響も少し遅おくれて、店を出た。

「西畑さん」

　呼びかける声を無視して、西畑はデパートの真ん前で客待ちをしていたタクシーに乗り込んだ。

　走り去る車を見失わないよう見つめながら、響もすぐに後続のタクシーに飛び乗る。

「前のタクシーを追いかけてください」

　ここでも警察手帳の出番だ。運転手に提示して追つい跡せきを頼たのむ。

　交通量の多い東京の街で、そうそうスピードは出せないから、追いかけるのは難しくない。ただ、車に乗っている限りは西畑を捕つかまえられないし、中で何をしているのかわからないのも難点だ。

　前のタクシーから目を離さないまま、響は携帯電話を取り出し、暁に電話をかけた。

「楢崎です。西畑さんが逃にげました」

『逃げた？』

　暁が信じられないように問い返してくる。

「俺を撒まこうとして、タクシーでどこかに向かっています。今、そのタクシーを追いかけているところです」

『わかった。俺もそっちに向かう。居場所を逐ちく一いち連絡しろ。それから、携帯の電源は絶対に切るなよ』

「わかりました」

　短い電話連絡を終え、響はまた前のタクシーに意識を集中する。

　一時間以上、タクシーは走り続けた。メーターはガンガン上がっていき、運転手は嬉うれしいだろうが、響が財さい布ふの心配を始めなければならなかった。クレジットカードは持っていても、その処理をしていたら、降りるときに時間がかかる。西畑を追いかけるためには、そんなことでぐずぐずしているわけにはいかないのだ。

　西畑のタクシーが、ただひたすら都心をグルグルと回っているだけなのは、尾び行こう車を撒くためなのだろうが、それなら、タクシーを乗り換えるなりしたほうが、まだ撒ける可能性は高い。もっとも、素人しろうとの西畑にそこまで考えられなくても無理はない。

　前のタクシーが徐じよ々じよにスピードを落としていく。賑にぎやかな繁はん華か街がいの裏通りに差し掛かったときだった。響は財布を取り出し、いつでも支し払はらえる準備をしておく。今ならどうにか所持金で支払えそうだ。

　古い雑居ビルの前で、タクシーが停とまり、すぐに西畑が飛び出し、そのビルの中へと急ぎ足で入っていった。飲食店の看板が出てはいるが、あまりにも古びていて、現在も営業しているのかどうかはわからない。

　響は料金を支払い、釣つり銭せんを受け取らずに、西畑を追いかけた。

　おそらく、ここまでの西畑の行動は、所沢の指示に違いない。西畑が会社にいる間は、何をしていようと響の目が届かないから、連絡を取り合うことは可能だ。行き先だけでなく、尾行の撒き方まで教えられていたのだろう。

　思い返してみれば、最初にタクシーで帰ると言い出したのも、おかしかった。そうしておけば、響に迷めい惑わくがかからないと考えたのかもしれない。

　西畑が階段を駆け上がる音が聞こえてくる。撤てつ去きよ予定になっているのか、どうやら、テナントは何も入っていないようで、他に人の気配は全くしなかった。ビル内には階段を上がる二人の足音しか聞こえない。

　五階建てのビルの中、三階に差し掛かっても、西畑の足音はまだ聞こえてくる。

　どこまで行くつもりなのか。姿が見えない分、意識は足音に集中していた。初めての場所でどんな構造になっているかわからないのに、階段の上にしか注意を払はらっていなかった。それが悪かった。

　四階に向かうための階段に足をかけたところで、後ろからいきなり鈍どん器きのようなもので頭を殴なぐられ、響はそのまま階段に倒たおれ込んだ。







　目を開けた響の目に映ったのは、空き事務所といった風情ふぜいの部屋の光景だった。家具の類たぐいが何もなく、ブラインドすらない腰こし高だかの窓から見えるのは完全な夜景だ。西畑と会社の前で合流したのは午後六時半過ぎだったから、おそらく二時間近くは経たっているのだろう。

　そこに響は両手両足を縛しばられて寝ねかされていた。さらに顔を横に向けると、同じ状態の西畑が眠ねむっている。

「西畑さん」

　誰だれがどこで聞いているのか、見ているのかわからないから、響は小声で呼びかけた。だが、薬か何かで眠らされているのか、反応はなかった。ただ、こうして見る限りには、どこか怪け我がをしている様子は見受けられない。

　最後に、居場所を暁に連絡したのは、タクシーを降りる少し前だ。そこから先は、見失ってはいけないと、西畑を追いかけるのに必死だった。

　いったい、ここはどこなのか。寂さびれ具合が最初に入ったビルのような気はするが、確証はない。

「お目覚めですか」

　不意に別方向から声を掛かけられた。響は西畑に向けていた顔を、その声の聞こえた方向に向けた。

　そこにいたのは所沢だった。ドアに立っていた所沢は、にやついた笑えみを浮うかべ、近づいてくる。

　所沢が犯人かもしれないと疑ってはいたが、確証はなかった。だが、所沢はそんな状態で、堂々と顔を晒さらしてきた。響や西畑にばれても構わないと思っているからで、響たちを生きて返すつもりはないということだ。

「やっぱり、お前が一連の誘ゆう拐かい事件の犯人だったのか」

「正解」

　疑われていたことを教えられても、所沢は気にするどころか、嬉しそうにしている。そこに常じよう軌きを逸いつした何かを感じた。

「こんなに早く目を付けられるのは予想外だったけど、おかげで次のターゲットができたから、結果オーライだな」

　所沢が口にした次のターゲットとは、その視線が物語っている。所沢は響の隣となりで眠っている西畑を見つめていた。

「西畑さんには、他ほかの三人のような罪はないはずだ」

　西畑は他の被ひ害がい者しやたちと違ちがい、事件に巻き込まれただけだ。秘密はあっても、誰かを傷つけたわけではないのだ。私し刑けいを受ける覚えはないと、響は訴うつたえた。

「男が好きなんだろ。気持ち悪い。それだけで充じゆう分ぶんだ」

　苦々しげな顔で、所沢が吐はき捨てるように言った。過去に何があったのか知らないが、所沢はゲイを蔑さげすみ、憎にくんでいるようにさえ、見えた。だから、無関係の西畑を傷つけることにも躊躇ためらいがないのだ。

「しかも、男の趣しゆ味みが最悪だ」

「誰のことを言ってるんだ？」

「あんたの相棒に決まってるだろ」

　響の問いかけに、所沢が軽く声を荒あらげた。

　暁が所沢と会ったのは、警視庁のロビーで待ち伏ぶせされたあのときが初めてだと言っていた。にも拘かかわらず、所沢は暁に対して、個人的な恨うらみを抱いだいているかのような態度だ。

　たった一度の接せつ触しよくで恨みを買うほどのことを暁が何かしただろうか。そう考えて、ふと思い出す。菅野のプロファイリングによれば、犯人は自己顕けん示じ欲よくの塊かたまりとのことだった。そんな男に対して、暁はまるで興味がない素そ振ぶりで、軽くあしらった。所沢にはそれだけでも恨みに思うには充分だったのかもしれない。

　もちろん、響には全く理解できない感情だが、これが異常犯罪者の心理なのだろう。

「西畑さんを狙ねらったのは、暁さんへの腹いせか？」

　もしかしたら、西畑は暁への恨みからターゲットにされてしまっただけではないのか。響は抱いた疑問をそのまま所沢にぶつける。

　その問いかけに対して、所沢はニヤリとした笑みで応こたえた。

「今いま頃ごろ、あんたらに連絡が取れなくて、焦あせってるだろうな」

　所沢は響たちに見せつけるように、二つの携けい帯たい電話を両手に持って突つきつけてくる。一つは見覚えがある。響のものだ。となれば、残る一つは西畑のもので間ま違ちがいないはずだ。気を失っている間に取り上げられたのだろう。

「くだらない」

　あまりの馬ば鹿か馬ば鹿かしさに、つい言葉が口を突いて出てくる。おまけにその顔には一いつ切さいの感情が見えないから、向けられた人間は軽けい蔑べつされているとしか感じられないらしい。過去にそれで何度か文句を言われたことがあった。今もまた、所沢はそう受け取ったようだ。

「なんだと？」

　一いつ瞬しゆんで余よ裕ゆうをなくし、激げき昂こうした所沢が響に詰つめ寄ってくる。すぐそばまで来て見下ろされることの居い心ごこ地ちの悪さに、響は不自由ながらもどうにか上半身だけは起こすことに成功した。

「誘拐事件を起こしたのは、自分が摑つかんだ事実を公表したかったからか？」

　響はまず事実を確かく認にんすることにした。所沢の性格なら、自分が優位に立っているこの状じよう況きように酔よいしれ、きっと得意げに自分の犯行を話すに違いない。

「ああ。そうだ。せっかく摑んだスクープだったのに、デスクは臆おく病びよう風かぜを吹ふかせて掲けい載さいできないと言いやがった」

「新聞じゃ、慎しん重ちようになるのは当たり前だ。どうしても、記事にしたいっていうなら、週刊誌にでも持ち込めばよかっただろう？」

　ゴシップ系の記事を扱あつかう週刊誌なら、証しよう拠こがあやふやでもセンセーショナルに記事を仕上げてくれたのではないか。響はそう指し摘てきする。

「俺は新聞記者だ。新聞記事にならなきゃ、意味がないんだよ」

　所沢の口ぶりからは、新聞記者である自分自身を自じ慢まんに思っているのがよく伝わってきた。しかも、毎朝新聞ともなれば、一流紙だ。プライドが高くなるのも、無理はないのかもしれない。

「だから、ネットで告白映像を流したってことか」

　被ひ害がい者しやたちからすれば、今さらな過去の悪事を告白させられることになったのは、ただ所沢が摑つかんだネタだったからに過ぎなかったというわけだ。

「世間の反応を見たか？　あの事件を見過ごしてたって、警察もマスコミも無能扱いだっただろ？」

　ほら見たことかと、所沢が声を上げて笑い出す。

「それで、何か変わったのか？」

「何？」

　顔色一つ変えず、冷静に問いかける響に、所沢は驚おどろいた顔で問い返してくる。まさか、そんなことを尋たずねられるとは思ってもみなかった顔だ。

「お前が罪を明らかにしたところで、あの二人は何も変わってなかった。高級マンションで悠ゆう々ゆう自じ適てきの生活だ。世間だってすぐに忘れる。ほとぼりが冷めたら、また出てくるだろう」

　響は実際に自分が目まの当たりにした事実を告げると、所沢の顔色が変わった。きっと所沢の予想では、世間の目を気にして、怯おびえながら暮らしているはずだったのだろう。

「それに、松下さんはどうなんだ？　罪を明らかにすることもできず、お前はただ殺人を犯おかしただけだ」

「うるさいっ。黙だまれ」

　所沢が語気を荒げるが、響は止やめなかった。

「お前があんなことをしでかしたところで、結局は何も変わってないし、お前自身にも誰も注目してくれていない。新聞社の中で、誰かお前を見直してくれたか？」

　響を饒じよう舌ぜつにしていたのは、怒いかりだった。自分勝手な理由で人を殺し、挙げ句、罪のない人間まで巻き込んだ所沢への怒りが、響を突き動かしていた。

　それでも、響は怒ど鳴なりつけたり、大声を出したりすることはない。ただ、いつも以上に声が冷たくなり、淡たん々たんとした話しぶりにも突き刺さすような冷ややかさが増す。

「黙れと言ってるんだ」

　痛いところを突かれたのだろう。所沢は激げき怒どして、力任せに響の腹を蹴けり上げてきた。

　響は咄とつ嗟さに背中を丸め、衝しよう撃げきを弱める。それでも避さけることはできなかった。鈍にぶい音が響ひびき、その音で西畑が目を覚ます。

「西畑さん、大だい丈じよう夫ぶですか？」

　響は蹴られたことなど、なかったかのように、ようやく目を覚ました西畑に問いかける。意識ははっきりしているようで、何が起きているのか理解できないものの、怯えた視線を向けてくる。

「怪我はありませんか？」

　所沢を無視して、響は西畑に問いかけ続けた。それが所沢の怒りをさらに買った。無む駄だにプライドの高い所沢には、無視が一番、許せないことのようだ。また響を蹴りつけてきた。

「楢崎さんっ」

　西畑が悲鳴のような声を上げる。どうやら、声は出せるらしい。響はひとまず安心した。

　たった二度、蹴られただけだ。なんでもないと、所沢に見えないように、響は西畑に小さく笑ってみせた。もっとも作り笑え顔がおは不得手だから、上手うまく笑えたかどうかは自信がない。

　たった二度しか蹴っていないのに、何故なぜか、所沢はもう肩かたで息をしていた。荒っぽいこととは無む縁えんに生きてきたのだろう。効果的にダメージを与あたえる方法を知らないから、無駄な動きが多すぎるのだ。

　それでも、痛みがないわけではない。響が僅わずかに表情を歪ゆがめると、所沢は満足そうな笑みを浮うかべた。

「さてと、そろそろ本題に入ろうか」

　所沢が二人の前にしゃがみ込み、響の携帯電話を突きつけてくる。

「これであいつに動画を送るから、せいぜい怖こわがってくれよ」

　自分が優位だからだろう。さっき激昂したことを忘れたように、所沢は余裕の態度を取り戻もどした。

　暁がその動画を見るなら、どうにかして、今の居場所を教えることはできないだろうか。響は必死で頭を働かせる。

　携帯電話の電源は気を失うまでは入っていた。ＧＰＳを使って探たん索さくしていれば、おおよその場所はわかる。だが、問題はここが最初に飛び込んだビルかどうか、定さだかではないことだ。だから、自分が降りた場所を伝えても、ここではない可能性がある。ただ、そう遠くは離はなれていないはずだ。大の男を二人も運ぶのは簡単なことではないし、人目にも付く。

　この部屋には窓が二カ所にある。つまりビルの角部屋ということだ。正面はドアだけで、左側は一面壁かべになっている。響たちのすぐ後ろと右側の壁に、腰こし高だかの窓があった。

　ここの場所を確定するための、何かヒントはないか。響は窓の外に目を走らせた。

　響の目が見覚えのある看板を捉とらえた。忘れるはずがない名前が記されている。暁と入ったホテルだ。

　響は蹴られた衝撃で、また床ゆかに倒たおれていたから、寝ねていて看板が見えるとなると、ホテルからそう遠くは離れていないはずだ。せめて、このことだけでも伝えることができれば、トクセンのメンバーなら、ここを探し出してくれるかもしれない。響は一いち縷るの望みに賭かけた。

「寝たままだと撮とりづらいな。起きろ」

　所沢は、響と西畑のそれぞれの腕うでを摑んで上半身を起こすと、画面に収まりやすいように、背中合わせにして座らせた。

「こっちを向いて、ここに書いてあるとおりのことを言え」　>>>♥

　右手で携帯電話を響たちに向けて構えた所沢が、左手にＢ４程度の大きさの紙を掲かかげて命令する。まるで出演者にカンペを出すテレビ局スタッフのようだ。

　紙には誘ゆう拐かい犯に拘こう束そくされていること、暁一人が示した場所に来るようにと記されている。

「わかってるだろうけど、余計なことは言うなよ。何度でも撮り直すからな」

　一発勝負の電話にしないのは、ちゃんと計算してのことだった。刑けい事じを誘拐するのだから、それくらいの用心深さは当然だろう。

「ほら、読めよ」

　所沢に命令され、響が口を開く。民間人の西畑は恐きよう怖ふで強こわばり、言葉が出ないようだから、響が読むしかなかった。

『誘拐犯に拘束されています。暁さんが一人で助けに来てください』

　その台詞せりふの後に、住所とビルの名前と時間を読み上げさせられる。だが、おそらくそれは別の場所に違ちがいない。そこからは、絶対にあのホテルは見えないからだ。

　響は言葉と言葉の間に、声には出さず、ホ、テ、ル、と口を動かした。そのとき視線を右に向ける。

　携けい帯たい電話がどこまで鮮せん明めいに映せるかわからないが、きっとトクセンメンバーならなんとかしてくれるはずだ。暁がホテルという口の動きに気付きさえすればだが、それは信じるしかなかった。

「はい、オッケー」

　余計なことを喋しやべらず、指示どおり救出だけを求めたことに、所沢が満足そうに録画を終えた。どうやら小さな暗号は所沢には見つからなかったらしい。

「どうして、全く違う場所に暁さんを呼び出すんだ？」

「手出しのできない場所で、お前たちが殺されるところを見せつけるんだよ。面おも白しろい趣しゆ向こうだろ」

　所沢が下げ卑びた顔で笑う。テレビ電話でも使って、呼び出した場所とここを回線で繫つなぐつもりのようだ。卑ひ怯きような所沢の考えることらしい。

「さてと、俺はあいつの焦あせった顔でも見てくるか」

　そう言って、所沢は二人をそのままにして、一人で部屋を出て行った。おそらく遠くからだろうが、暁の様子を探さぐりに行くようだ。

　今の間に、何かできないか。響はすぐに自らの手に力を込めてみたが、びくともしない。西畑を見ると、両手両足とも、ガムテープとロープの二段構えになっていて、これでは動かせないはずだ。窓ガラスはきっちりと閉まっていて、大声を出したところで、外までは聞こえないだろう。

「すみません。俺、脅おどされて……」

　西畑が泣きそうな顔で、響に謝罪してきた。警護している響を振ふり切ろうとして、こんな目に遭あわせてしまったことを悔くやんでいるのだ。

「わかってます。わかってたのに、捕つかまったのは情けないですが」

　情けなさに響は苦にが笑わらいするしかない。西畑の行動が所沢の指図だと気付いた時点で、もっと警けい戒かいしなければならなかったのだ。どこかで自分を過信して、所沢を見くびっていたのかもしれない。西畑を責める気にはなれなかった。

「また、暁さんに迷めい惑わくをかけた」

　西畑がぽつりと呟つぶやく。

「前のときだって、俺が男を見る目がなかったばかりに、暁さんを巻き込んで、怪け我がまでさせたのに」

「暁さんとはどうして別れたんですか？」

　疑問が思わず口に出てしまった。えっという顔で西畑に見つめられ、響は我に返る。

「すみません。個人的なことを……」

「いえ、気になりますよね。最初に言い出したのは俺なんだし」

　西畑は嫌いやな顔を見せずに言った。さっきまでは恐怖で強ばっていたのが、所沢がいなくなったことで、少し落ち着きを取り戻したらしい。

「暁さんを信じ切れなかった俺が悪かったんです。刑事が忙いそがしいのも、暁さんがもてるのもわかってたはずなのに、嫉しつ妬とが抑おさえきれなくなって、それならいっそ別れたほうが楽になるかもって。勝手ですよね」

　当時を思い出したのか、西畑が無理して作った笑顔は寂さみしげだった。

「暁さんはそれで納なつ得とくしたんですか？」

「してくれましたよ。っていうか、するしかなかったのかも。あの頃ころの俺は本当にひどかったから」

　苦笑いの西畑はそう言ってから、当時の自分がどんな状じよう況きようだったのかを付け加えた。暁が誰だれかと話しているだけでも嫉妬し、捜そう査さ中で警察に泊とまり込む日が続けば、避さけられているのだと誤解して、暁を責めていたらしい。

「その後に付き合った人は、サラリーマンで生活スタイルが似てたから、頻ひん繁ぱんに会えたし、もてる人じゃなかったから、嫉妬もしなくてすみました」

「それがどうして、あんな事件に？」

「今度は俺が嫉妬される立場になったんです。俺は暁さんのようにはもてないのに、俺が浮うわ気きしてるんじゃないかって勘かんぐって……」

　西畑の表情が暗く沈しずみ込む。

「いるはずのない浮気相手を探そうとして、結局、元カレに行き着いたんです」

　そして、元恋こい人びとは暁を見てしまった。いかにも、もてそうな風ふう貌ぼうは、嫉妬するに充じゆう分ぶんだった。誰が見てもいい男で、そんな暁と付き合っていた西畑が、自分で満足できるのか、きっとしていないに違いないと思い込んだのだ。それで、逆さか恨うらみして、暁を襲おそった。それが、事件の真相だった。

「暁さんは俺のせいじゃないって言ってくれましたけど、申し訳なくて、二度と顔を見せないつもりで、行き先を言わずに引っ越こしました。それなのに……」

「今回のことは西畑さんの責任じゃありません。むしろ、暁さんが巻き込んだようなものですから」

「どういうことですか？」

　西畑が驚おどろきの表情で問いかけてくる。無む駄だに心配させてはいけないと、事件の詳細を話さずにいたのが、西畑を後こう悔かいさせることになってしまったのかもしれない。もう隠かくす理由はないから、響はこれまでにわかったことで、話せることだけを教える。

「所沢の態度を見ればわかるとおり、あいつは暁さんを逆恨みしてるんです。西畑さんも俺も、その恨みを晴らすための道具にされてるだけなんですよ」

　だから、西畑が気に病やむ必要はないのだと、響は訴うつたえた。西畑の儚はかなげな雰ふん囲い気きに、つい元気づけなければいけない気にさせられてしまうのだ。

「暁さんがですか？」

　西畑が納得できなさそうに首を傾かしげる。

「人から恨みを買うような人じゃなかったですか？」

　響の問いかけに、西畑がそうだと頷うなずく。

　響の知っている過去の暁もそうだった。一いつ般ぱん人の響を相手にしていたからというわけではなかったようだ。となれば、何か、暁を変えてしまう出来事があったのだろうか。

「俺のせいなんでしょうか？　あんな事件に遭ったのも、はっきりしない俺が悪かったんです」

「違うと思います。多分、元からの性しよう分ぶんが出てきたんですよ」

　響は即そく座ざに否定した。西畑を慰なぐさめたいからではなく、暁を変えてしまうほどの影えい響きようを西畑が与あたえたとは思いたくなかったからだ。

「ありがとうございます。慰めてくれて」

「別にそういうわけでは……」

　素す直なおに礼の言葉を口にする西畑に対して、響は後ろめたさを感じて、視線を窓の外に移した。再び、あのホテルの看板が響の目に留まった。







　所沢が戻もどってくるまで、やたらと長く感じたが、暁を別の廃はいビルに呼び出した時刻よりも早いのだから、まだ三十分は経たっていないのだろう。再び、響たちの前に姿を見せた所沢は、得意げな表情で笑っていた。

「まんまと呼び出した場所に向かって行ったよ」

　そう言って、所沢が声を上げて笑い出す。おそらく警視庁の駐ちゆう車しや場前かどこかで待っていて、暁が運転する車が、廃ビルのある方面に走っていったということだろう。暁が自分の計画に踊おどらされていることが、よほど嬉うれしいらしく、笑いはしばらく収まらなかった。

「さてと、あいつがあっちに着いたら、殺人実じつ況きよう中ちゆう継けいだ」

　ようやく真顔になった所沢が、不ふ吉きつな言葉を口にした。

「俺たちを殺したところで、トクセンはお前が犯人だとわかってるんだ。逃にげられると思うのか？」

　響は冷静に現実を突つきつける。

　たとえ、呼び出された場所に暁が向かったとしても、響と西畑が拉ら致ちされたことは、トクセンのメンバーには報告してあるだろうし、所沢についても捜査が進んでいるのだ。響や西畑を殺したところで、所沢の犯行は隠しようがない。

「証しよう拠こは？　俺がやったっていう証拠はどこにあるんだ？」

　所沢が自信たっぷりに不敵な笑えみを浮うかべて問い返す。

「証拠がなければ逮たい捕ほできないくせに、何言ってるんだ。お前らを殺せば、俺が犯人だっていう証拠は何も残らない。ちゃんと逃げ切ってやるさ」

　これだけ自分が犯人だと言っているのに、今の響には何もできないのが、悔くやしかった。

　これまで響たちが集めたのは、所沢が怪あやしいという状じよう況きよう証しよう拠こだけだ。所沢もそれがわかっているから、こんな強気な態度でいるのだろう。だが、誰が犯人かわからないときではなく、所沢が犯人だとわかった上で証しよう拠こ集めをすれば、きっと何かが見つかるはずだ。響は警察の力を信じていた。

「あっちにどれだけトクセンの奴やつらが集まるのか知らないが、全員、吹ふっ飛ばしてやる」

　所沢の目が狂きよう気きを孕はらむ。

　自らの犯行が発覚しなかったことが、行動をエスカレートさせ、自分でも暴走を止められなくなっているに違ちがいない。

　所沢がナイフを取り出した。量りよう販はん店てんで売られているような、ありふれたナイフだ。おそらく凶きよう器きから辿たどり着かれないようにしているのだろう。

「先にどっちが殺されたい」

　ナイフを手に、所沢が近づいてくる。

　きっと暁たちが助けに来てくれるはずだと、響は信じていた。だが、もう間に合わない。それなら、せめてもの時間稼かせぎに、刑けい事じとして自分が先に殺されるしかない。その間に助けが来るかもしれないのだ。

「俺からやれ」

　響が挑ちよう発はつするように所沢を睨にらみながら言った。

「さすが。刑事は言うことが違うね。かっこいいよ」

　所沢が響を一いち瞥べつし、露ろ骨こつに馬ば鹿かにした台詞せりふを投げつけてくる。

「わかった。だったら、こいつから殺してやろう」

　そう言うなり、所沢は西畑の腕うでを摑つかみ、強ごう引いんに立ち上がらせる。

　殺すと言われた西畑は、恐きよう怖ふで悲鳴すら出ず、真っ青な顔で震ふるえているだけだ。

「やめろ」

　響は初めて、感情を露あらわにして、声を荒あらげた。それしか、今の響にできることはなかった。

「殺すなら俺を殺せ」

「ああ。お前も殺してやるよ。その前に自分の無力さを思い知れ」

　暁への恨みが、警察全体にまで広がったのだろう。響に向けられる瞳ひとみの中には、憎にくしみが籠こもっていた。

　所沢が西畑の首筋にナイフを押し当てる。西畑は全く動けないでいた。

　響と所沢との距きよ離りは、一メートル余り。完全にフリーの状態なら、なんとかなるかもしれない距離だが、今は両手両足を縛しばられている。立てたとしても、時間がかかる。所沢がナイフを刺さす前に西畑を助けることなど無理だ。

　西畑を助けるために、自分にできることは何もないのか。

　響が自分の無力さに唇くちびるを嚙かみ締しめたときだった。外からビル全体を震しん動どうさせるほど、大きな音がした。車が何かにぶつかったような音だ。

　もちろん、それは響だけでなく、全員に聞こえた。所沢の視線が、何があったのかと窓の外に向けられる。響はその隙すきを逃のがさなかった。

　座っていた格好から背中を倒たおし、反動で足を大きく前へと突き出した。その先には所沢がいる。

「くっ……」

　まともに脛すねを響に蹴けられた所沢が、不意の衝しよう撃げきに顔を顰しかめる。ナイフは床ゆかに落ち、西畑が倒れながらも、所沢の腕から逃れた。

　まるでどこかから見ていたかのように、絶ぜつ妙みようのタイミングでドアが開き、大勢の男たちが室内に雪な崩だれ込んできた。その先頭にいるのは暁だ。

　響がじっと見つめる先で、暁は視線を室内にさまよわせる。その視線は所沢と西畑の上を通り過ぎ、響で止まった。

　響は無言でその視線を受け止め、小さく頷くと、見み逃のがしてしまいそうなほど、ほんの一いつ瞬しゆん、暁はホッとしたような安あん堵どの表情を見せた。

　だが、すぐに他ほかの男たちとともに動き出した。おそらく、捜そう査さ一課の刑事たちだろう。その後ろからは制服の警察官も駆かけつけてきている。

　所沢の身み柄がらはすぐに確保された。西畑は安心して力が抜ぬけたのか、立ち上がることができず、床に倒れたままでいる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　暁が真っ先に駆け寄ったのは、西畑のところだった。

　最初に視線が合っていなければ、やはり大事なのは西畑なのかと、落ち込んだだろう。けれど、暁は真っ先に響を探してくれた。その事実だけで充じゆう分ぶんだった。

「お前、なんで……」

　驚おどろきと無念さの滲にじんだ所沢の声が聞こえ、響が顔を向ける。両りよう腕うでを刑けい事じたちに摑つかまれた所沢が、まだ何が起きたのかわからないような顔をして、暁だけを見つめていた。

「ちょっと待ってろ」

　暁は西畑を安心させるように笑みを浮うかべ、そう言ってから、所沢に近づいていく。

「警察を舐なめんなよ。お前が怪あやしいとわかってて、何もせずに手をこまねいていると思ったのか？　お前が目を付けそうな場所くらい、目星は付けてた」

　だから、あんな少ない響のヒントでも、ここを見つけられたのかと、響は尊敬の眼まな差ざしを暁に向ける。響が西畑の警護をしている間も、暁は捜そう査さを進めていたというわけだ。

「お前が俺を見張ってるだろうってことも、予測済みだ。俺を尾び行こうするお前にも尾行をつけてた。気付かなかったのか？」

　暁の言葉に、所沢は目に見えて項うな垂だれていく。所沢が完全な敗北を悟さとったことは明らかだった。
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「トクセンはこのまま継けい続ぞくが決まった。大失態を起こさない限りだがな」

　午前十時を過ぎてから、ようやく顔を見せた徳川が、嬉しい報告をする。

　未解決だった二つの事件をトクセンが解決に導いたのだ。トクセンの新設には反対派もいたらしいが、その力を認めざるをえなかったのだろう。どうやら、徳川はその決定を聞くために、朝から呼び出されていたようだ。

「そのうち、向こうから捜査協力を頼たのんできたりするんですかね」

　そう言った菅野の顔には、満面の笑みが浮かんでいる。念願だった刑事を続けられることも、自分の捜査が認められたことも嬉しいのだ。

「それはどうかな。どこにもメンツがある。よそ者の力を借りたくはないだろう」

「そういうメンツが、事件解決を遅おくらせるんですけどね」

　結果を残したからか、菅野の言動はますます自信たっぷりになる。

　あの夜、拘こう束そく場所を突き止めたのは、波野だった。響が出した暗号に気付いた暁からホテルのことを聞き、窓の位置や高さや角度を計算したらしい。そして、居場所を特定した後の作戦を立てたのが菅野だ。響たちが聞いた大きな音は、拡声器からビルに向けて放たれたもので、事故実験の際の衝しよう突とつ音を録音したものを使ったとのことだった。タイミングが合っていたのは、近くのビルから、望遠鏡で中の様子を探さぐっていたからだ。

「とりあえず、しばらくはこの態勢で続けよう。暁と楢崎もいいコンビだしな」

　菅野と同じで、認められたのは嬉うれしいのだが、菅野とは違い、響は表情には出ない。隣となりにいる暁を窺うかがい見ても、いつもと変わらなかった。

　所沢が逮捕されてから、三日が過ぎている。暁に助けられたあのときも、何か特別な言葉を交かわしたわけではなかった。暁は西畑のフォローで忙いそがしかったし、被ひ害がい者しやにもなった響も事情聴ちよう取しゆをしたりされたりで、個人的な会話をする暇ひまがなかったのだ。

　暁がビルに飛び込んできた瞬しゆん間かん、確かに目が合い、気持ちが通じ合った気がした。けれど、それは気のせいだったのか。

　この三日間というもの、忙しくはあったが、容疑者の身柄を確保したばかりで、緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きはなかった。そのせいで、響の思考は、つい暁のことを考えてしまう。

　今も、報告書の作成をしながらも、隣にいる暁を意識せずにはいられなかった。

「暁、引っ越こしは済んだのか？」

　徳川の問いかけに、響はおそらく暁より早く反応した。キーボードを叩たたいていた手は止まり、耳は二人の会話に集中する。

「まあ、なんとか。荷物だけは移動しましたよ」

「変へん更こう届を出しておけよ。総務からせっつかれてるんだ」

「了りよう解かいです」

　苦にが笑わらいで答えた暁に、今度は菅野が尋たずねる。

「いつの間に、引っ越しなんかしてたんですか？」

　菅野の言葉には、どこにそんな時間があったのかという、驚おどろきが込められていた。トクセンが設置されてからというもの、捜査に追われて休みらしい休みはなかったのだ。全員が同じ状じよう況きようだったから、菅野にも暁にそんな暇がなかったことはわかる。

「俺に、青お梅うめから通ってこいってか？」

「そういう意味じゃありませんよ。っていうか、今日までどうしてたんですか？」

　響が何も言わなくても、聞きたいことは、全部、菅野が尋ねてくれる。響は黙だまって耳を傾かたむけていた。

「こっちの寮りように仮住まいしてた。ちょうど空き部屋があったからな。帰って寝ねるだけだし、布ふ団とんさえあれば問題ない」

「そのままそこに住むんですか？」

「いや、別にマンションを探した。荷物は全部、業者任せで、昨日、運び終わったところだ」

　昨日も暁は朝から出しゆつ勤きんしていた。本人が立ち会わなくても、荷物の運うん搬ぱんをしてくれるのか。まだまだ響には疑問があるのだが、菅野は話を進めた。

「だったら、まだ部屋に段ボールが山積み状態とか？」

「まあな。運び込んでもらっただけだから、とりあえず必要なものしか出してない」

「明日は休みだ。ゆっくり片付けるんだな」

　徳川がそう言ったところで、キリがいいとばかりに、その話は終わってしまう。今いま更さら、響は口を挟はさめず、どこに引っ越したのかも、知ることはできなかった。

　それから終業時刻までは、誘ゆう拐かい事件に取りかかる前と同じ、何か事件がないかをそれぞれ調べることに費ついやした。

「それじゃ、お先です」

　真っ先に暁が立ち上がった。捜査中の事件もないから、引き留める理由もない。

「お疲つかれさん」

　徳川が見送るのを待って、響も席を立つ。ずっと暁の様子を窺っていたから、帰るタイミングを合わせることができたのだ。

「俺もこれで帰ります」

「ああ、お疲れ」

　響もまた暁に続き、徳川に見送られてトクセンを後にした。

　すぐに追いかけたから、暁の姿はまだ廊ろう下かにあった。

「暁さん」

　響が呼びかけると、暁が足を止め振ふり返る。

「なんだ？」

「俺が荷ほどきを手伝います」

「お前が？　どうして？」

　よほど意外な申し出だったのか、暁は驚いた顔で尋ねる。

　理由は考えていなかった。ただ、今、この暇な時期を逃のがせば、もうゆっくりと話す時間がなくなる、気持ちが通じ合ったと思ったあの瞬間のこともなかったことになってしまうと、焦あせるあまり、いい口実を思いつかないまま、追いかけてしまったのだ。

「事件も解決して暇ですし、それに、俺も明日は休みなので……」

　響は必死で思いつく限りの言い訳を口にした。どれも、響が暁の引っ越しを手伝う正当な理由だとは思えないのだが、必死さだけは伝わったらしい。

「わかったよ。お前に手伝いを頼むから、そんなおっかない顔で睨にらむな」

　苦笑いの暁に、響は思わず自らの頰ほおに手を触ふれる。どんな表情をしているのかなど、気にする余よ裕ゆうもなかったのだが、どうやら、緊きん張ちようが顔を強こわばらせていたようだ。

「どうせなら、今日から頼もうか」

「あ、はい。わかりました」

　そんなに切せつ羽ぱ詰つまった状況なのかと、響はその申し出を受け入れる。今日これからも明日も、何も予定は入れていないし、断る理由はなかった。

「お前も侘わびしい生活を送ってるんだな」

　並んで歩き出してから、暁はそう言って小さく笑う。

「どういう意味ですか？」

「せっかくの休みを俺の引っ越しの手伝いで終わらせるんだ。彼女がいたらできないことだからな」

「彼女なんて……」

　どうして、そんなことが言えるのか。響は暁の無神経さに言葉を失う。だが、まだ警視庁内だ。迂う闊かつな会話はできない。誰だれかに聞かれ、おかしな噂うわさでも立てられれば、また異動という話が出てもおかしくないのだ。

　暁の無神経な発言のせいで、妙みような気まずさが漂ただよい、そこから暁の自宅に着くまで、ほとんど会話らしい会話はなかった。電車を使ったから、他人の耳が気になったというのもあるが、それ以上に、普ふ通つうの会話でも意識しすぎて、普通に言葉のままの意味を受け取れなくなりそうだったからだ。

　事件の捜そう査さという、共通の話題があるときはよかった。二人とも事件解決のことしか頭になかったから、そのことだけを話していられた。だが、それがなくなると、何を話せばいいのかわからないのだ。

　そんな状況になるかもしれないと、どうして、さっきは気付かなかったのか。暁に何か言わなければならないという感情だけで動いた。普ふ段だん、そんなふうに感情に突つき動かされることがないから、余計にどうしていいかわからなくなる。

「ここだ。近いだろ？」

　暁が新たな住まいであるマンションの下で足を止め、響に問いかける。

　警視庁から、電車と徒歩で三十分あまりしかかからなかった。時間がない中で、こんな立地条件のいい物件をよく見つけられたものだと感心するよりも、これから暁の部屋に入るのだという緊きん張ちよう感かんのほうが大きく、まともな返事ができなかった。

「しかも一階の角部屋だ。より時間が短縮できる」

　暁は得意げに言いながら、部屋の前まで歩いて行く。

　部屋に入るまでにもう少し時間がかかると思っていたのに、これでは、気持ちを落ち着かせる余裕もない。暁がドアを開けた瞬間、急に緊張感が押し寄せてくる。

　１ＤＫの間取りは、ドアを開ければ、すぐに一番奥の窓まで見通せてしまう広さだ。室内には未み開かい封ふうの段ボールがいくつも積み重なっている。ただベッドには布団がちゃんとセットされているから、最低限の生活をするには支障はなさそうだ。

「お前、大だい丈じよう夫ぶか？　顔がずっと怖こわいままだぞ」

　どこから片付けに取りかかるかと、真しん剣けんに室内を見ていた響に、暁が笑いながら指し摘てきしてきた。

「すみません。緊張で顔の強ばりが取れなくて……」

「緊張？」

　暁が意外そうに問い返す。

「自分から手伝うって言ったんだろ？」

「手伝いますよ。何からすればいいですか？」

　響は自棄やけになったように上着を脱ぬぎ、腕うでまくりをすると、積まれた段ボールに近づいていく。

「とりあえず、ここから開封していきますか？」

「いいから。とりあえず落ち着け」

　暁が笑いながら、響を窘たしなめる。

「悪かった。少しからかいすぎた」

「からかうって……」

　予想外の言葉に、響は動きを止め、啞あ然ぜんとして暁を見つめた。

「引っ越こしの手伝いが口実だってことくらいわかってる。お前がなかなか本題を切り出さないから、つい、な？」

「本題ってなんですか？」

「俺に言いたいことがあるんだろ？」

　逆に問い返され、響は言葉に詰つまる。

「最初は全く感情が見えなかったが、最近はお前が何を考えてるのか、手に取るようにわかってきた」

「それなら、俺が何を言いたいのかも、わかってるんじゃないですか？」

　響自身でさえ量りかねている、暁へのこの感情を、説明できるのなら教えてほしかった。ただ暁のことが気になって、行動から目が離はなせなくて、自分以外に向ける視線に心がざわつく。そんな自分が初めてで、響はずっと戸と惑まどっていたのだ。

「何を言いたいかっていうより、お前の俺への感情はわかるな」

　そう言って、暁が手を伸のばしてきた。

　暁の手が頰に触れる。一いつ瞬しゆんで、熱いと感じるくらいに、顔が赤くなるのがわかった。

「滅めつ多たに見せないお前の表情の変化が、俺に惚ほれてるって物語ってた」

　優やさしく微笑ほほえみかけられ、響はますます熱くなる。顔だけでなく、体中から熱を発しているような錯さつ覚かくを覚えるくらいだ。

　暁さえ絡からまなければ、いくらでも感情を隠かくせるのに、暁の言動一つで心が揺ゆらぎ、暁に触れられただけで、体温が跳はね上がる。それら全すべてが暁に対する恋れん愛あい感情からだったのだと、指摘されて、響はようやくはっきりと自覚した。

　最初は、刑けい事じを目指すきっかけとなった暁に、微かすかな憧あこがれは抱いだいていた。けれど、それはすぐに失望に変わったはずだった。もっとも、それだけ暁を意識していた証しよう拠こだとも言える。あの夜も、相手が暁でなければ、どんなに勢いがあっても、男とセックスなどできなかったはずだ。

「お前は俺にどうしてほしいんだ？」

「そういう聞き方はずるいと思います」

　響の声には、自分でも気付かないうちに、ほんの僅わずか拗すねたような響ひびきが混じっていた。

　わかっているくせに、暁は響から言わせようとしている。もし、暁が響に対して、ただの同どう僚りよう以上の感情を持っていないのなら、きっとこんなふうに自宅に招き入れてくれることはなかっただろう。

「お前に選せん択たく権を与あたえてるんだよ。今ならまだ引き返せる。引き返すなら今のうちだ」

　暁が何を言っているのか、響にもやっとわかった。響はゲイではない。男と付き合うことで起きるだろう、これからの障害や苦労を考えてくれているのだ。だから、暁から先に何かを言って、それで響の決断を左右させることはしたくなかったということなのだろう。

「あのとき、もう駄だ目めかと思ったとき、暁さんの顔しか思い浮うかびませんでした」

　響は言葉を探しながら、正直に気持ちを打ち明ける。

　殺されると思った瞬しゆん間かんに、響は暁を思い浮かべた。あのときははっきりと理由がわからなかったが、今ならわかる。ただ、最後に会いたかったのだ。

「ホテルでのことは、勢いでしかなかったと思います。でも、あれがきっかけになりました」

「なんの？」

　これだけ言っても、まだ暁はさらなる言葉を求めてくる。もしかしたら、暁も不安なのだろうか。万が一にでも違ちがっていたらという不安が、響の口からはっきりとした言葉を聞きたがっているのではないか。

　そんなふうに思うと、自然と響の口が開く。

「俺は……、あなたが好きです」

　気持ちを自覚してしまった以上、もう自分に噓うそは吐つけない。暁をまっすぐに見つめ、正直な気持ちを告白する。

　響の視線を受け止めたまま、暁が一歩、足を響に向かって踏ふみ出した。そして、両手を伸ばし、響を抱だき寄せる。

「暁さん？」

　あの夜でさえ、こんなに強くは抱き締しめられなかった。驚おどろきと戸惑いが、響を硬こう直ちよくさせる。

「お前が何も言わなければ、俺はずっと黙だまっているつもりだった。こっちの世界になんて、来なくて済むなら来ないほうが生きやすいからな」

　暁の声が響の耳元で聞こえる。もしかしたら、顔を見られるのが恥はずかしいのだろうか。そんなふうに思えるくらい、暁の声には真剣な響きがあった。

「お前なら、他ほかにどんな道にでも進めたはずなのに、警察官にしてしまったのは俺だ。だから、これ以上、俺がお前の生き方を変えてしまっていいのか、自信がなかった」

　珍めずらしく自信なさそうな口ぶりだが、それ以上にその内容が響を驚かせた。

　警察官になろうとしたきっかけを、響はこれまで一度たりとも口にしたことはない。それなのに、あのとき響が憧あこがれを抱いだいたことに、暁は気付いていたというのだ。それも驚きだが、そもそも暁があのときのことを覚えていたというのが信じられない。

「覚えててくれたんですか？」

　響は暁から少しだけ体を離し、その顔を見つめて問いかける。

「俺はゲイだぞ。お前みたいないい男を忘れるわけないだろ」

　冗じよう談だんめかした口調とニヤリと笑う顔に誤ご魔ま化かされそうになるが、響は追つい及きゆうの手を緩ゆるめない。

「だったら、どうして今まで何も言ってくれなかったんです？」

「俺はお前が思っているような理想の刑事じゃなくなってただろう？　そんな男に憧れてたことを、当の俺に知られてるのは嫌いやだと思ってな」

「俺を気き遣づかってくれてたんですか？」

「いや、俺が失望の目で見られるのが嫌だった」

　そう言って、暁は自じ嘲ちよう気味に笑う。

「自分で今の俺になることを選んだくせに、何言ってんだって話だけどな」

「自分で選んだって……」

　やはり暁を変えた何かがあったのだ。暁の腕に抱かれていることも忘れ、響はその理由に興味を引かれる。

「たいしたことじゃない。いい格好をして生きるのに疲つかれただけだ」

「それはあの事件がきっかけですか？」

「まあ、そうだな。ゲイだとわかった途と端たん、手の平返されて、それまで自分がしてきたことが、全部、無む駄だに思えたんだよ」

　暁も自ら進んでカミングアウトしたわけではない。結果的にそうなってしまっただけだ。陰かげ口ぐちを叩たたかれるだけならまだしも、コンビを組むことすら拒きよ否ひされたのでは、単独行動を取るしかなかったらしい。

　何も気にせず、自由に振ふる舞まっているように見えたけれど、その心境に至るまでには、いろいろな葛かつ藤とうがあったというわけだった。

「何も知らず、勝手に幻げん滅めつしててすみません」

「幻滅してたのか」

　素す直なおに謝罪したのに、暁は何がおかしかったのか、声を上げて笑い出す。体は密着したままだから、その振しん動どうが伝わってきて、暁が本当に笑っているのがわかる。

「それで、今はどうだ？」

「尊敬できる刑けい事じです」

　響はきっぱりと答えた。二つの事件捜そう査さを共にして、暁の刑事としての優ゆう秀しゆうさは身を以もつて知っている。

「だったら、恋こい人びととしては？」

　至近距きよ離りで顔を覗のぞき込み、暁が質問を続ける。

「それは……、これからです」

　さっきからずっと、響が言わされるばかりだった。だから、せめてもの反はん抗こうに思わせぶりな台詞せりふを口にした。

「それは頑がん張ばらないと」

　ニヤリと笑った暁が、首を曲げ、顔を近づけてくる。

　キスをされるのだと、今度はわかった。響は目を閉じて、暁の唇くちびるを受け止める。

　重なった唇の間を縫ぬって、暁が舌を差し込んできた。じっくりとねっとりと、深く味わおうとする暁の舌が、響の口中を這はい回る。

　歯列をなぞられ、上うわ顎あごを舌先で刺し激げきされて、息が上がる。キスだけで腰こしが震ふるえる快感を与あたえられたのは初めてだ。響は知らず知らず、暁の腕うでにしがみついていた。そうしないと、立っていられないほど、足に力が入らなかった。

「ん……はぁ……」

　唇が離はなれると、自然と甘い息が漏もれだした。

「おいおい、これくらいでもう息が上がってんのか？　本番はこれからだぞ」

　からかうような暁の声に、何も言えず目を逸そらす。

　与えられる快感に、響はあまりにも不慣れだった。女性との経験すら少ないのに、男相手となると、暁と経験したあの夜、一度きりだ。慣れることなどできるはずもない。

「やめるか？」

　思いの外、真しん剣けんな声に、響は思わず視線を戻もどす。

　この状じよう況きようになってもまだ、暁は躊躇ためらいがあるようだ。ゲイでもない響を自分に付き合わせていいのかと、迷っているのだろう。

　だが、響の返事はとっくに決まっていた。

「やめるくらいなら、ここに来てません」

　響がそう答えた途と端たん、この部屋で唯ゆい一いつ、使える状況になっているベッドに押し倒たおされた。

「最後のチャンスだったのに」

　覆おおい被かぶさった暁が、真上から響の顔を覗き込んで言った。

「それは暁さんにとってじゃないんですか？」

「急に威い勢せいよくなりやがって……」

　苦にが笑わらいした暁の手が、響の首筋を撫なでる。熱い手の感かん触しよくが、響の背中に震えを走らせた。

「まだ覚えてるみたいだな」

「忘れられるわけないじゃないですか」

　響はまた視線を逸らす。あの夜、自分がどうなったのか。忘れ去りたいほどの恥はずかしい醜しゆう態たいを晒さらしてしまった。思い出すと、羞しゆう恥ちで顔から火が噴ふき出そうになる。

「だったら、もっと忘れられなくしてやろう」

　暁が響のネクタイに手を掛かけ、片手で器用に引き抜ぬいた。

　前回はよくわからなかったし、おかしな勢いもあった。脱ぬがされる羞恥を覚える間もなく、全ぜん裸らにされていた。けれど、今は違ちがう。同じ男として、ただ脱がされるのを黙だまって待っているのは耐たえきれない。

「先にシャワーだけでも……」

「俺は別に気にしない」

「俺が気にします」

　響は逃にげるように、暁の体の下から抜け出た。暁も無理に引き留めようとはしなかった。

　浴室の場所は教えてもらわなくても、ドアがそこにしかないからすぐにわかった。狭せまいユニットバスは響の部屋と似たようなもので、脱だつ衣い所など別に作られていない。かといって、ドアの外はすぐダイニングキッチンで、そこで脱ぐのは躊躇われる。

　響は浴室内で全裸になると、ドアを開けて、脱いだ服を外へと出そうとした。そのドアが外から大きく開かれた。

「暁さん……」

　全裸になった暁が立っていて、響は言葉を失った。

　暁の裸ら体たいを見るのは初めてだ。前回は確か服を脱いではいなかったはずだ。ただ、響には余よ裕ゆうがなかったから、正確にはどうだったか定さだかではない。

　響はすっと瞳ひとみを伏ふせる。同じ男の体を見て、どうしてこんなに気まずい思いをしなければならないのか。それを不思議に思いながらも、響は顔を上げられなかった。

「俺も一いつ緒しよに入ろうと思ってな。時間短縮になるだろ」

　暁は響の了りよう解かいなど待たずに、響の背中を押し、強ごう引いんに浴室の中へと押し入った。

　狭い浴室が、ますます狭く感じる。息苦しさを覚えるのは、きっと狭さのせいだけではないはずだ。肌はだが触ふれ合うほど近くにいる暁の存在感が、響からまともに呼吸することを忘れさせる。

　暁がシャワーの栓せんを捻ひねると、二人の体の間に湯が降り注ぐ。

「もっとこっちに寄れよ」

　響の手首を摑つかみ、暁がそう言いながら自らに引き寄せる。

　ほんの数分前に抱だき合っていたときよりは、まだ体の距離が空いているのに、互たがいに全裸であることが、距きよ離り感かんを摑めなくさせていた。

「先に抜いとくか？」

　問いかけていながら、それはもう決定事じ項こうになっていた。暁は響の屹きつ立りつに手を伸のばし指を絡からめつつ、自らの屹立もそれに重ね合わせる。

「あ……」

　暁のものを自分のそれで感じることの違い和わ感かんが、響に驚おどろきの声を上げさせた。

　それに構わず、暁は二本まとめて扱しごき始める。両手で包み、上下に激しく手を動かしていく。

「ふぅ……あ……」

　掠かすれた息が響の口から溢あふれ出る。　>>>♥

　響の屹立はすぐに形を変え始める。響のものだけを扱かれるほうが刺激は強いはずなのに、かつてない経験が異常なほど響を昂ぶらせる。

　浴室内の温度が次し第だいに上がっていき、響の体温も上じよう昇しようしていく。昂ぶりから全身に熱が広がり、シャワーを浴びているのに、額から汗あせが滲にじんでいた。

　屹立は限界に達し、響は知らず知らず暁に縋すがり付いていた。暁の肩かた口ぐちに顔を埋うずめ、背中に手を回す。

「ああっ……」

　先せん端たんに爪つめを立てられ、響は我が慢まんできずに迸ほとばしりを解き放つ。暁も同時に達したことは、触れ合った屹立から伝わってくる。

　二人が放った迸りは、シャワーの湯で洗い流され、痕こん跡せきは残らない。けれど、響ははっきりと暁の手の感触を覚えている。

「そろそろ、ベッドに行くか」

　艶なまめかしい暁からの誘さそいを響は拒こばめない。暁の手で達してしまったという事実が、気き恥はずかしさだけでなく、妙みような後ろめたさも感じさせていたからだ。

　先に浴室を出た暁が、響にバスタオルを被せ、自らもタオルで体を拭ふいてから、ベッドへと移動する。

　全裸の暁が腰こし掛かけて待つベッドまでの距離は、三メートルもなかった。見つめる視線も間近に感じるほどに近い。この先を想像すると、緊きん張ちようで手が震える。それを誤ご魔ま化かすために、響は荒あらっぽい仕草で濡ぬれた体をバスタオルで拭き取った。

　そして、そのタオルを手に握にぎったままで、ベッドに向かう。腰に巻くのは意識しすぎている気がするし、かといって、手ぶらで歩くのも勇気がいる。

「そんなに露ろ骨こつに視線を逸らさなくてもいいだろ」

　暁が笑いながら、響の行動を軽く咎とがめた。終始、響は俯うつむいていて、暁を見ていないのは明らかだったからだ。

「珍めずらしいもんでもないと思うけどな」

　暁はそう言うと、近くまで来た響の腕を摑んで、自らに引き寄せる。

　バランスを崩くずした響は、暁の上に倒れ込む。まるで響が暁をベッドに押し倒したかのような格好だ。

「すみません」

　響は慌あわてて体を起こそうとした。けれど、背中に回ってきた暁の手に引き留められる。

「お前に押し倒されてるようで悪くない。それだけ求められてるって気がする」

「暁さん……」

　男同士のセックスに不慣れだからと、暁任せにしていた。常に受け身でいたことが、暁を不安にさせていたのかもしれない。だから、響の気持ちを信じ切れず、一歩、踏ふみ込んだ関係になることを躊躇っていたのではないか。

「あの、俺……」

　自分から何かしなければ、何か言わなければと、響が口を開いたのに、それを遮さえぎるように、暁が不敵に笑う。

「けど、主導権は俺が握る」

「……っ……」

　不意に胸の尖とがりを指で擦こすられ、響は息を詰つめる。

「ちゃんと自分で支えてろ。俺を押しつぶすなよ」

　今、響は暁の腰こしを跨またぎ、四つん這ばいのような格好になっていた。何もなければ、自分の体を支えることはできる。けれど、今のように快感を与あたえられると、腰が揺ゆれて力が入らない。きっと暁はそれをわかっていて、言っているのだろう。

「はぁ……っ……」

　甘い息を漏もらしながら、響は震ふるえる腕うでをどうにか突つっ張る。それなのに、そんな響の我慢を暁が台無しにした。

「ひぁっ……」

　突とつ然ぜん、双そう丘きゆうに冷たいものが垂らされ、響は悲鳴を上げた。腕から力が抜け、暁の肩口に顔を埋めるように突っ伏ぷしてしまう。

「おいおい、ちゃんと支えてろって言ったろ？」

「無理……です……」

　さっきの冷たい感かん触しよくはローションか何かなのだろう。暁がそれを塗ぬりつけるように双丘を撫なで回してきて、響は声を途と切ぎれさせる。

「じゃあ、せめて、腰だけは高く上げてろ」

　そう言いつつ、暁はさらにローションを注つぎ足した。たっぷりと垂らされ、滑すべった液体が、双丘の谷間から前へと流れ落ちていく。その感覚が響をおかしくさせる。

「あ……はぁ……んっ……」

　自分の意志とは関係なく溢れ出る嬌きよう声せいも、勝手に揺らめく腰も、響には止めることができない。今の自身の姿を自分で見ることができたなら、響はきっと羞しゆう恥ちで逃にげ出していただろう。それほど淫みだらな痴ち態たいを晒さらし、暁を煽あおっていることに、響は全く気付いていなかった。

　暁はさらにローションの滑ぬめりを助けにして、響の中へと指を押し込んだ。

「ん……くぅ……」

　圧あつ迫ぱく感かんに声が押し出される。けれど、痛みはなかった。

　暁は決して焦あせらず、ゆっくりと中で指を蠢うごめかせる。

　本来、触さわられるはずのない場所を弄いじくられる羞恥と、前ぜん立りつ腺せんを刺し激げきされる直接的な刺激のせいで、響の中心は再び、力を持ち始める。

「これが気に入ったみたいだな」

　いやらしい言葉で耳じ朶だを犯おかされ、響はますます体が熱くなる。言葉の内容もそうだが、息を吹ふきかけられたことにも、鳥とり肌はだが立つような快感を与えられた。

「は……ぁ……」

　二本目の指が押し入ってきても、もはや圧迫感はなかった。ずっと弄くられていた中は、優やさしく暁の指を包み込む。

　暁は二本の指を動かし、前立腺を刺激しながらも、中を押し広げていく。響は絶えず声を上げ続けた。それ以外に快感を逃のがす術すべがなかった。実際、どれだけ効果があるのかはわからないが、声すら殺すと、内に快感が留とどまり続ける気がした。

　響の屹立が萎なえる気配を見せないことが、暁を次の行動に移らせる。指を引き抜ぬき、響の下から抜け出ると、暁はすぐさま響の背後に回り込む。そして、四つん這いになった響の腰を摑つかみ、自らの屹立を後孔こうこうに押し当てた。

「ああっ……」

　指よりも遥かに大きくて硬かたい凶きよう器きに貫つらぬかれ、響は悲鳴を上げる。暁が充じゆう分ぶんに解ほぐしてくれていたはずだが、それでもこの大きさはそう簡単に馴な染じめるものではなかった。

　暁は左手で響の腰を摑んだまま、右手を前へと回す。

「ふ……ぅ……」

　挿そう入にゆうの衝しよう撃げきで萎えかけていた中心に、暁の指が絡み、響は甘い息を吐はき出す。

　体を押し広げられる苦しさはあるのに、暁の優しい指の動きが、響の気を紛まぎれさせてくれる。暁に任せていれば大だい丈じよう夫ぶだという安心感さえ、その指から感じられた。

　緊張で強こわばっていた響の体から力が抜ける。それを暁は見み逃のがさなかった。

　改めて両手で腰を抱かかえ直すと、最初はゆっくりと、暁が腰を使い始める。そのスピードは時間をかけて上がっていき、やがて、双丘に打ち付ける音が、室内に響ひびき渡わたる。それは響の耳にも届いていたが、それが何の音かを理解する冷静さは響には一いつ切さい、残っていなかった。

　響の屹立は限界にまで張り詰め、溢れ出る先走りが屹立を濡らす。

「も……もうっ……」

　響は声を振ふり絞しぼり、限界を訴うつたえる。　>>>♥

　けれど、暁は前には触ふれてくれない。その代わり、ほとんど抜け出そうなほど屹きつ立りつを引き抜くと、一気に奥まで突き刺さした。

　響は声もなく、迸ほとばしりを解き放ち、最後の瞬しゆん間かんを迎むかえた。そのときになって初めて、暁がコンドームを装着していたのだと知った。中で達したらしいのに、その感覚がなかったからだ。

　暁が屹立を引き抜くと、支えをなくし、響はベッドに崩れ落ちる。俯うつぶせ状態のままで、寝ね返がえりを打つことさえできなかった。

「大丈夫か？」

　暁が顔を覗のぞき込むようにして問いかけてくる。

「だ、大丈夫です」

　若じやつ干かん、声は掠かすれたものの、前回のように意識を失うことはなかった。だが、その分、事後の恥はずかしさが響に襲おそいかかる。

「早く慣れろよ」

「慣れることができるんですか？」

　こんな恥ずかしいことにと、響は驚おどろいて顔を上げる。

「セックスにじゃなくて、俺にだ」

　暁が笑いながら、響の誤解を正す。

「そんな態度じゃ、すぐに周りに気付かれるぞ」

　暁の言葉は、響を気き遣づかっての忠告だった。

　ゲイだとばれた後、暁は生き方を変えてしまうくらい、嫌いやな思いをした。そんな目に響を遭あわせたくないと考えてくれているのだろう。それに、二人の関係が周囲に知られると、共にトクセンで働くことはできなくなるかもしれないのだ。

「俺はあまり表情が出ないので、大丈夫だと……」

「そうか？」

　響の言葉を遮り、暁が顔を近づけてくる。一いつ瞬しゆんで、響の顔が赤く染まる。

「大丈夫じゃなさそうだけどな」

　響の反応に、暁はおかしそうに声を上げて笑う。

「ま、これからもコンビを組むんだ。嫌でも近くにいることになる。そのうち、慣れるだろ」

　暢のん気きに聞こえる暁の台詞せりふだが、響を喜ばせるには充分だった。こんな関係になったからといって、コンビ解消もなければ、単独捜そう査さだと響を置いていくこともないと、暁は言っているのだ。

「頑がん張ばります」

　当面の目標は、暁を見ても顔を赤くしないことだ。響の宣言に、暁は優しげな笑えみを浮うかべて頷うなずいた。







「おはようございます」

　一番、最後に出勤してきた暁に、響がマウスを動かしていた手を止めて、条件反射的に挨あい拶さつすると、暁が答えるより早く、徳川の笑い声が響ひびいた。

「早くはないだろ。もう昼前だぞ」

「確かに、おはようの時間じゃないですね」

　菅野がすぐさま徳川に同調する。

　トクセンが設置されてから一カ月が過ぎ、メンバー間の雰ふん囲い気きもすっかり馴な染じんだものになっていた。暁が徳川から軽い小言を言われるのはいつものことで、菅野がムードメーカー状態で場を盛り上げ、波野は常に無言でその場にいる。だが、それに違い和わ感かんは全くなかった。

　響はというと……。

「お前くらいだな。俺をちゃんと迎むかえてくれるのは」

　暁が後ろを通り過ぎながら、ポンと響の肩かたに手を置いた。途と端たんに、そこから熱が広がり、嫌いやでも意識をせずにはいられなくなる。だが、響は表情を変えず、振ふり返ることもせずに、

「他に適した挨拶が思いつかないだけです」

　素そっ気ない態度で暁に答えた。

「そりゃそうだ。刑事部屋の挨拶がこんにちはじゃ、カッコがつかない」

　菅野がおかしそうに声を上げて笑い出す。

　響のもっぱらの役割は、暁に冷たい突っ込みを入れることになっていた。二人の本当の関係を知られないようにしようとすると、どうしても、素っ気ない態度しか取れなくなる。だが、響の元々の態度が、明るくフレンドリーなものではなかったから、他のメンバーには違和感を与あたえずに済んだようだ。

「お疲つかれさまですとかはどうだ？」

　唯ゆい一いつ、響の態度の意味を知っている暁が、笑いを含ふくんだ声で問いかけてくる。

「何をしているかわからないのにですか？」

　響は依い然ぜんとして、顔を前に向けたままで問い返す。

　いざ、事件の捜そう査さに入れば、暁は二人一組の原則を守り、響と行動を共にするのだが、そうでないときは、情報収集だと言って、一人でいなくなることが多々あった。今もきっとそれで遅おそくなったのだろうが、徳川が止めろと言わない以上、響もそこまでは暁の行動を制限するつもりはなかった。

「相変わらず、おっかないな」

　笑いながら言った暁は、さりげなく響の肩に置いた手に軽く力を込めた。

　おそらく周りにいる誰だれも気付かなかったはずだ。だからこそ、この些さ細さいな行こう為いが響にだけ向けられたメッセージに思える。

「俺をおっかないと思うのは、後ろめたいことがあるからじゃないですか」

　それでも響は素っ気ない態度を取り続けた。

　触ふれられた肩から広がった熱が、首の後ろにまで回り、やたらに熱く感じる。きっと赤くなっていて、後ろにいる暁には気付かれているのだろう。せめて、顔には出ていないように祈いのりながら、響は冷静を装よそおって、再び、マウスを動かし始めた。







　あとがき




　こんにちは、はじめまして。いおかいつきと申します。このたびは、『トクセン～異常犯罪特別専門捜査班～』を手にとっていただき、誠まことにありがとうございます。

　これまで刑事ものはたくさん書いてきましたが、特とく殊しゆな部門の捜そう査さ班は初めてで、ずっと書いてみたかったネタなので、今回、念願叶かなって幸せです。

　イラストを描かいてくださった高崎ぼすこ様、素す敵てきなイラストをありがとうございました。メインの二人はもちろんのこと、脇わきキャラまでイメージどおりでした。特に眼鏡めがねの彼は、出番を増やしたくなるくらいのお気に入りです。

　何かとご迷めい惑わくをおかけした担当様、いろいろご相談に乗っていただき、また、的確なアドバイスをありがとうございました。おかげで、非常に納なつ得とくいく仕上がりとなり、感謝感激でございます。

　そして、最後にもう一度。この本を手にしてくださった方へ、最大の感謝を込こめて、ありがとうございました。





二〇一四年七月　いおかいつき　　
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